


心の糧

子供 を教育する

こ と と は

第一副管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タナ ー

私たちは明 日の役員、教師、宣教師、

あるいはステーキ部長、伝道部長、地

区代表、教会幹部 と巻る神の霊の子供

たちを教えているのだということを自

覚 し、そのことをいつ も心に留めてお

くことが大切である。彼 らは将来、社

会あるいは国家において責任ある地位

に就 くであろう。何 という大切 な責任

であろうか。私たちは子供たちに彼 ら

の持つ重要な義務 と責任 とを教 えなが

ら、同時に彼 らが求める幸福 をもたら

す ものを教えたい と願っている。

子供が幸福でよく調和のとれた大人

に成長するには、達成すべ き目標を設

定することが必要である。何 も成 し遂

げず、何の働 きもせず、それでいて心

か ら幸福感を味わいなが ら目的のない

人生 を送ることのできる人などだれ も

いないのである。子供 というのは 目標

を選ぶに際 して指導を必要 とするもの

であるが、子供が 自分 自身や社会に対

して最大限寄与す ることのできる様々

な素質や技能を見出し、それを育てて

い くには理解 と忍耐 を必要 とす る。気

長に絶えず耳を傾けて、子供が心の中

で何を考え何を最 も必要 としているの
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．か を知 らな ければならない。

ここで、子供に耳を傾けるときの簡

単な規則を取 り上げてみよう。例えば

何か願 い事を言ってき．たような場合、

私たちは自分の手を休めて．子供の言葉

に熱心に耳を傾け、口をはさむのでは．

なく質問によって私 たちの理解を示す

ことである。そして子供自身とその子

の問題に心からの関心を示す。このよ

うにするとき、私たちは本当の意味で

子供を理解 し、子供が問題を解決 した

り目標を設定したりする上で、また人

生における自己の役割 を見出す上でい

かに援助できるかを知 るのである。

幸福の探求に際 して最 も大切な要素

は訓練であるが、私たち自身が教える

事柄の生きた模範でなければそれは最

も困難なこととなる。愛 を示 し愛につ

いて教 え、正直で尊敬される義しい市

民になるよう教育す ること以上に大 き

な責任はない。 また子供を教育する上

で、親たる者、教師が子供に期待する

人間像そのものであること以上に強力

．でかつ効果的な方法はない。子供は私

たち自身のようになるのである。

（１９７３年１０月５日、日曜学校中央大会

での説教か ら）
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私 は 初 め て氷 山 を見 た と きの こ と を、

今 で もは っ き り と覚 え て い る。 １９３７年 、

キ ン ボ ー ル 姉 妹 と私 は 汽 船 で カナ ダ の

モ ン ト リオー ル を出航 し、 セ ン トロ ー

レ ン ス 川 か ら北 大 西 洋 へ 抜 け て 、初 め

て大 西 洋 を横 断 した 。

セ ン トロー レ ン ス を抜 け て か な り沖

合 い を航 行 して い た あ る 日、船 内 に ち

ょっ と し た興 奮 が 巻 き起 こ った 。 氷 山

が 見 え た の で あ る。 船 客 の 大 半 はデ ッ

キ に か け の ぼ っ て 見 物 した 。 氷 山 は遠

くに 見 えて い た 。青 空 を背 景 に 暗 い 海

上 に そ そ り立 つ 真 白 な大 氷 山 が 。

高 山 の け わ しい 峰 の よ うに 海 の 中 を

ゆ っ く り と流 れ て い くさ まは 、 実 に壮

観 だ った 。 そ れ まで 話 に 聞 い て は い た

が 、 そ の と き初 め て 、現 実 に 自分 の 目

の 前 に 、 氷 の 険 し い頂 が 姿 を見 せ た の

で あ る。

そ の と き私 た ち の 胸 に 浮 か ん だ の は 、

ホ ワ イ トス ター 汽船 の タイ タニ ッ ク号

が 、 処 女 航 海 で 悲 劇 の 沈 没 を遂 げ た こ

とで あ っ た。 １９１２年 ４ 月 ４ 日の 夜 遅 く、

か の建 造 新 た な大 型 客 船 は 巨 大 な氷 山

に衝 突 し た。 １５０３名 の 乗 客 は 英 国 と合

衆 国 の 名 士 が 多か っ たが 、 沈 没 と共 に

海 中 に 引 き込 まれ 、 救 助 され た 人 は わ

ず か に７０３名 で あ っ た 。

そ して 、今 か ら ４年 ほ ど前 、私 た ち

は イ ギ リスか ら合 衆 国 に 向 か う飛 行 機

で グ リー ン ラ ン ド上 空 を越 え、 再 び 氷

山 を 目に した 。 空 路 は ほ とん ど分 厚 い

雲 の上 だ っ た が 、 グ リー ン ラ ン ド上 空

を 飛 ん だ と きに は 空 が 晴 れ あ が り、雲

ひ とつ なか っ た 。 太 陽 は まぶ し く輝 い

て お り、 あ の よ うに 雄 大 で 美 し い光 景

は め った に見 られ る もの で は な い 。 は

る か に’広 が る の は 、 巨大 な 島 を お お う

何 キ ロ もの 氷 の じ ゅ うた ん で あ っ た 。

厚い氷河がゆっ くりと谷から海に進み、

砕けて氷山になっているのも見えた。

フィヨル ドは、大洋 目指 して流れて く

る氷の山でびっしりと埋 まっていた。

そこが、３３年前に見たあの無数の氷山

の生まれ故郷だったのである。

グリーンラン ドの氷の原か ら生 まれ

た氷 山の進路は明らかであった。ゆる

やかなラブラ ドル寒流はパフィン湾と

デービス海峡 を通って絶 えまな く南下

しながら、風と波 と潮の勢いにも負け

ず巨大な氷山を運ぶのである。海流は、

表面を吹 く風 よりもずっ と大 きな力で

自分の道を進む。

この自然の相克 を、私たちは自分の

生活にひき比べて考えた。親の正 しい

教 えによって家族に生 じる生活の海流

が、誤った世のおびただしい悪影響の

波風にも負けず、子供の進む方向を意

のままに導 くことは、幾度 もあるであ

ろう。

私 たちの見るところ、海の波の下に

はおろそかにできない力が存在 し、ま

た、私たちの生活に もそのように強い

力が存在する。．

強大な ミシシッピ川も、大海流に比

べれば小川同然である。海流の中でも

ことに壮観なのがラブラドル寒流だ と

いう。それに次 ぐのがメキシコ湾流で、

この海流はメキシコ湾の東側か ら合衆

国東岸に沿って北上 し、大西洋 をまた

いでヨーロッパ沿岸 を暖める暖流であ

る。このメキシコ湾流は ミシシッピ川

の １千倍の水量を運ぶ。また、規模か

らいえばそれに劣 りこそすれ、ラブラ

ドル寒流は年々何千の氷山を、生まれ

故郷の グリーンラン ドから、メキ・シコ

湾流 と出会って溶けるまで、確実に忠

実に運び続けている。かのタイタニ ッ

ク号が悲運に殉 じたのは、ちょうどラ

ブラ ドル寒流 とメキシコ湾流が合す る

地点であった。

私たちの道が、自分ではほんの一角

しか認知 していない力によってかな り

左右されるということば、氷山と同じ

である。またしか し、私たちが氷山よ

りは船のようであるのも確かである．

私 たちには自分で動 く力があって、海

流に気づ きさえすればそれを都合良 く

利用 もできるのである。

この ように、もし私たちが正 しい生

活 という目標に向かって流れる強 く確

実な海流を、家族の中に生み出せたな

らば、親 も子供 も、困苦や落胆や誘惑

や時流の逆風に も負けずに、前進でき

るであろう。

若者 も大人 も、ときにはいつ まで続

くだろうかと疑わしく思うような、実

に多くの渦巻 く風に身をさらしている。

時流の風は不安で仲間に受け入れられ

たいと思っている人々を押 し流す。性

の誘惑の風は結婚生活を破壊 し、輝け

る未来 を廃虚 と化 し、人々を堕落 させ

る。悪い仲間、幻覚剤、漬神行為、ポ

ルノグラフィー これ らは、もし

私 たちが正 しい生活に向か う強 く確実

な海流に乗 っていなければ、私たちを

押 し流 して行ってしまうであろう。私

たちは親 として、家族の一貝 としてふ

さわしい生活を営むことにより，生活

の海流 を定め、それを強力にしなけれ

ばなちないのである。

私たち一 人一人には、清 く神聖で真

実な、世の中か ら独立 した力強い神 と

なる可能性が宿されている。私たちは

聖典か ら、自分 が永遠の存在で初めに

神 と共にあったことを教えられている。

（アブラハム ３ ：２２参照）そのことを知

２９１



る と、 人 の 尊 厳 に つ いて 他 と異 な る認

識 が 生 まれ る の で あ る． 良 い家 庭 の 子

供 た ちが 反抗 し た り、 道 を踏 み誤 っ た

り、罪 を犯 した り、 あげ くの はて は 神 と

争 った りもす るの を、私 は しば しば 目 に

レて きた 。 海 流 を起 こ そ う、模 範 に な ．

っ て教 え よ う と 自分 の 最 善 を尽 く して

きた両 親 は 、 そ れ に 大 きな 悲 しみ を受 ’

け る。 しか し、 よ くあ る こ とだ が 、 そ

の子 供 た ち の 多 くが 、迷 い の 年 月 を過

ご した 後 に 、心 を和 ら げ 、 失 って い た

もの を悟 り、悔 い 改 め て社 会 の 霊 的 面

に 大 き な貢 献 をす る の で あ る。 それ は

なぜ か とい え ば 、 い ろ い ろ な 逆 風 が 吹

きつ け る 中 で 、 彼 ら は 自分 で 意 識 す る

以 上 に 大 き く、 自分 の家 庭 で 培 われ た

生 活 の 海 流 の影 響 を受 け て い た の で あ

ろ う と思 う。後 日、 彼 らが 自分 の家 庭

の 中 に 父 母 の家 庭 と同 じ雰 囲 気 を持 ち

た い と望 む と き、 き っ と両 親 の 生 活 に

意 義 を与 え た 信 仰 に 立 ち 返 る こ とで あ

ろ う。

も ち ろ ん の こ と 、正 しい 両 親 で も必

ず 子 供 を掌 握 で き る保 証 は な い し、 で

き る限 りの こ と を しな い な らば 、子 供

は 遠 の い て い くで あ ろ う。

だ が も し、私 た ちが 親 と して 子 供 た

ち に 影 響 を 与 え、 「狭 く細 い道 」へ 導 く

こ とを しな か っ た な ら、 そ の と きに は 、

悪 と誘 惑 の 波 風 が 子 孫 を道 か ら連 れ 去

るに 違 い な いら

「子 を そ の行 くべ き道 に 従 っ て教 え

よ 、 そ うす れ ば 年 老 い て も 、 そ れ を離

れ る こ とが な い 」。、（箴 言２２：６）私 たち

の 知 っ て い る こ とは何 か と い え ば 、 子

供 に良 い影 響 を及 ぼ そ う と努 め る正 し

い 両 親 は終 わ りの 日に讐 な し と され 、

全 員 とは 言 わ な い ま で も、 子 供 た ち の

大 半 を救 い に 導 くだ ろ う と い うこ とで

２９２

ある。

モーサヤ書に、人の心の相克が述べ

られている。

「肉欲に従 う人は神の敵 であって、

アダムの堕落 してこの方そうであ る。

しかし、人が もし聖霊の導きに従い肉

欲に従 うことをすてて主キリス トの身

代 りの順罪に由って聖徒 となり、幼児

のように従順で柔和で謙遜 で忍耐で愛

情に富み、幼児がその父に従 うように、

主が負わせたもうすべてのことに喜ん

で服従しないならば、とこしえに神の

敵 となるであろう。」 （モーサヤ３：１９）

「肉欲に従 う人」 とは、動物的な情

欲に負け、霊的な心 を曇らせてしまう

「この世的な人」である。

数年前の外国旅行でのことだが、そ

の国の公立学校に通 う子供たちがクラ

スで宗教に対 して絶えず集中攻撃を受

けているとい うことを聞かされていた

ので、私はどのようにして子供たちを

教会につなぎ、信仰 を守ってあげられ

るのか と教会の指導者に尋ねたことが

あった。すると彼らはこう言った。「真

理 と誤 りの区別ができるように、家庭

でよく教えるのです。学校に行 って聞

かされる無神論がそのまま耳から耳へ

通 り過 ぎるように。子供たちは私たち

親を愛 し、信頼 して、信仰 をしっか り

守ってくれています。」神はあのように

忠実で献身的な親たちを祝福 される。

まず第一には、永遠に添い遂げるた

めに 自分 を合 わせていこうとする努力

が見られ る地に足のついた結婚 である。

このような健全な基盤があってこそ、

子供 たちは平安を得 るのである。

現代社会の分析家は、急激に変化す

る世の中で、人々は連帯感の喪失か ら

ある種のショックを受けていると指摘

、

する。容易にまた敏速に動けるという

社会の可動性は、子供たちがあちこち

によく移動 して、祖父母 、お じ、おば、

いとこといった近親者や 旧来の隣人 と

の接触 を失ってい くことをも意味する。

私たちは自分の家族に、自分たちが永

遠に一緒なのだ という気持 と、外部で

どんな変化があろうとも、家族関係は

決 して変わらない基本的なものだとい

う意識 を養 うことが、また大切である。

私たちは、子供が親戚の人たちを知る

ように努めるべ きである。彼 らの話を

し、文通 しようと努め、訪問 をし、家

族の輪に加 わるなどが必要である。

体の大 きさはどうあれ、あなたが子

供．たちを腕に抱いて、その子 を愛して

おり、永遠に一緒にいられるのが うれ．

しいと話 しかけたのは、：最近ではいつ

のことであったろうか。たヴ喜ばせた

いか らと、 とりたてて理由もないのに

ちょっとしたプレゼン トを倖侶のため

に買ってきたのは、いつの、ζとだった

だろうか。一輪のバラを持ち帰ったり、

特別な料理を作 った り、生活に愛 と暖

かさを加 えるちょっとした行為 を、最

近ではいつ しただろうか。

建築資金や赤十字に寄付 をしたり、

土曜日に長老定員会で未亡人の家のペ

ンキ塗 りを手伝 うといった計画があっ

たなら、子供たちに もその話をし、で

きれば計画の決定や実行に参加させな

さい。家族にバプテスマや確認の儀式

や按手聖任 を受ける人がいたなら、家

族みんなでその会に出席できるし、野

球チームに入っている子供には全員で

声援 を送ることもできる。家庭の夕べ

や食事 どきや祈 りの ときにはいつ も全

員が顔 を合わせ るし、みんな一緒に什

分の一を納め、教えと模範でこのうる

＼
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わ しい原則を学ぶこともできる。

家庭は、主に頼ることが 日常の自然

な経験 となる場でなければならない。

そのためのひとつの方法は、毎 日の熱

心な祈 りである。ただ祈るだけでは十

分でない。規 である自分が知 らなけれ

ばならないこと、家族のためにしなけ

ればならないことを啓示 して下 さると

いう信仰を持って、実際に主に話しか

けることが大切なのである。ある人た

ちは、祈 っていると、子供が 目をあけ

て主が本当にそこにお られ るの を見た

がったという。それほ どにじかで率直

な祈 りだった５

、が れて学校や伝道に行 、

妻が精神的に疲れている、子供が結婚

す る、大切な決断に助言 を求められた

など、いずれの場合に も父親は祝福師

の責任 を行使 して家族を祝福すること

が で き る。

＼

また、忘れてならないのは、特に父

親不在のときに、母親が子供たちと共

に祈 って子供のために主の祝福を呼び

求めることである。母親は神権によっ

てではなく、一家を正 しく治めるとい

う神から与えられた責任によって、そ

れを行なうのである。

私たちが氷山とは異なっているひと

つの大切な点がある。私たちには、自

ら動 く力があ り、そのため船 と同じよ

うに、望むところへ動いて行 くことが

できるのである。海流に気づけばそれ

を利用す ることもできる。南米か ら北

米の大西洋沿岸港へ航行する巨大 なオ

イルタンカーや鉄鉱積載船 は、ちょう

ど飛行機がはるか上空のジェット気流

に乗るように、メキシコ湾流を利用す

ると言われている。

もし海流に逆夢いたければそれもで

きよう。しか し海流の力は絶大である。

ピア リー提督が北極に向かったとき、

．島の ように大 きい流氷に乗っているの

に気がつ き、犬 を連れて北極 をめざし

たが、流氷は海流のため、それよりも

ずっと速い勢いで南に流れていったと

いう。

兄弟姉妹たち、家庭は私たちの宝で

ある。家庭そして家族は、私たちの依

って立つ基盤である。そのことを、今

度の大会 では幾度 も聞いた。家庭生活、

互いに愛 しあい頼 りあう親子について。

それこそ、主が私たちのために計画さ

れた生き方である。

さて、 ３Ｂ間にわたり多 くのことを

教えて くれた盛大 な大会の終わ りにあ

たって、尽ヵ された兄弟たち、また話

を通 じて知識 と多くの情報 と豊かな霊

感の宝を私たちに与えて くれた兄弟た

ちに祝福 を差 し上げたい。

兄弟姉妹たち、帰宅 しても、大会 を

扉の外に閉め出ぎないでいただきたい。

自分の身につけて、家に持 ち帰ってほ

しい。教会員家族 にその話をし、聖餐

会で も一部報告 をしていただ きたいと

思 う。だが とりわけ、あなた方の家族

に話をして、あなた方が受けた霊感、

生活を変えて天父にさらに喜ばれるよ

うになろうという決意からもたさられ

る恩恵を、家族に与えていただきたい。

今大会の最後に、私たちはあなた方

を祝福 し、天なる主の祝福を与える。

兄弟姉妹たち、私はこれが主のみ業で

あることを知 っている。あなた方は、

わけ もな くわざわざ遠 くか らや ってき

たのではない。 自分の魂を養いにやっ

てきたのである。

私は主が生きておられることを知っ

ている。アダムと共にお られた神、ヨ

ル ダ ン 川 の ほ と りに 来 て 、 「これ は わ

た しの 愛 す る子 、 わ た しの心 に か な う

者 で あ る」 （マ タ イ ３ ：１７） と言 い 、御

子 を世 に紹 介 され 、世 は そ の 御 子 に行

く末 をす っ か り託 さ れ る こ と とな った

そ の神 が 生 きて お られ る こ と を。 ま た 、

私 た ち が 拝 む の は 、 変 貌 の 山 に 来 て 、

主 の み 業 に 不 完 全 な が ら携 わ るは ず の

ペ テ ロ 、 ヤ コブ 、 ヨハ ネ の し もべ た ち

に再 度 、 「こ れ は わ た しの 愛 す る子 、わ

た しの 心 に か な う者 で あ る」（マ タ イ １７

：５）と言 わ れ た そ の 神 で あ る こ と、 そ

の まっ た く同 じ神 、 私 た ち が その 存 在

を知 っ て い る神 、 ニ ュー ヨー ク州 に来

て 、 昔 ニ ー フ ァ イ人 に告 げ た と同 じこ

と を告 げ 、長 い 間 暗 黒 を さ ま よ っ て い

た世 に 「こ は わ が 愛 子 な り、 彼 に聞 け」

（ジ ョセ ブ ・ス ミス ２ ：１７） と言 わ れ

た そ の 神 で あ る こ とを 、私 は 知 っ て い

る 。

イエ ス は キ リス トで あ り、 生 け る神

の御 子 で あ る 。 私 は そ れ を知 って い る 。

私 た ちの 教 え る福 音 が イ エ ス ・キ リス

トの 福 音 で あ り、私 た ち の 属 す る教 会

が イエ ス ・キ リス トの教 会 で あ り、教

会 が イエ ス ・キ リス トの 教義 とイ エ ス

・キ リス トの 方 針 とイ エ ス ・キ・リス ト

の 計 画 を教 えて い る こ と を、 私 は知 っ

て い る。 も し私 た ち が皆 、 主 か らす で

に 与 え られ た 計 画 や 将 来 与 え ら れ る計

画 に そ の ま ま従 っ た な らば 、す べ て の

約 束 は成 就 され る の で あ る。 神 は あ な

た 方 を祝 福 して お られ る。 私 た ち は 愛

と感 謝 と共 に 、主 の祝 福 を あ な た 方 に

残 す もの で あ る 。御 子 イエ ス ・キ リス

トの み 名 に よ っ て 。 ア ー メ ン 。

（１９７４年 １０月 ６ 日 （日） 第 １４４回 半 期

総 大 会 午 後 の部 に お け る説 教 ）
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新 しい観点から見た

大西洋の横断
ポ ール ・Ｒ ・チ ェ ス マ ン

「この 件 につ い て は 、 もは や 議 論 の 余 地 は全 くな い と断

言 で き ます 。教 条 的 に却 下 す る こ とは も う許 され ませ ん。

コ ロ ン ブ ス 以前 に ア フ リ カ、 地 中 海 、 東 洋 か ら人 が 渡 っ て

きた とい う説 は 、現 在 で は 不 承 不 承 な が ら受 け 入 れ られ て

い ます 。… … 」

これ は 、１９７３年 に ジ ョー ジア 州 ラ ンプ キ ン で 開 か れ た 「コ

ロ ンブ ス以 前 の 大 西 洋 横 断 」 と題 す るセ ミナ ー の 席 上 で 、

ジ ョセ ブ ・メ ンハ ン博 士 が 述 べ た 言葉 で あ る 。

この セ ミナ ー で 、 ブ リガム ・ヤ ン グ大 学 の ４人 の 教 授 モ

ン テ ・ナ イ マ ン、 ロバ ー ト ・パ ー ソ ン ズ 、 ロ ス ・ク リス テ

ンセ ン 、 そ れ に 私 を含 め た １５０人 の 出 席 者 が 、合 衆 国 全 土

か ら集 ま っ た２５人 以 上 の 学 者 の 発 表 を聞 い た の で あ っ た。

そ の 内 容 は １８３０年 に モ ル モ ン経 が 全 世 界 に宣 言 した もの と

全 く同 じで あ った 。 す な わ ち、 ア メ リカ イ ン デ ィア ン は 、

旧世 界 か ら渡 っ て き た古 代 の 移 民 の子 孫 で あ る とい う の で

あ る。

コ ロ ン ブ ス 以 前 に 大 西 洋 を横 断 した 移 民 が あ っ た こ とを

証 明 す る数 々 の 証 拠 が 、 セ ミナ ー の 開 か れ た ３ 日間 に 提 出

され 、 検 討 され た 。 そ の 中 に は 、古 代 の 貨 幣 、鉄 製 品 、石

あ るい は金 属版 に 刻 ま れ た文 字 も含 まれ て い た 。

この シ ン ポ ジ ウム で提 出 され た 資料 を分 析 した 結 果 、 ３

つ の 結 論 に到 達 した が 、 い ず れ もモ ル モ ン経 の研 究 に とっ

て 重 要 な意 味 を持 っ て い る。

第 一 の 結 論 は 、 古 代 の ア メ リカ 人 は文 字 を持 っ て お り、

記録 を残 した とい う こ とで あ る。

セ ミナ ー で提 出 され た 発 見 物 の うち 、 この 結 論 に 導 く重

要 な もの の ひ とつ は 、ハ ー ン刻 板 で あ っ た 。 ウ ェ ス ト ・ジ

ョー ジア 単 科 大 学 で 古 代 史 を教 え て い るＹ ・リン ・ホ ー ム

ズ教 授 が 、 １９３３年 に ジ ョー ジ ア 州 の あ る花 壇 で発 見 さ れ た

こ の 小 さ な鉛 版 に つ いて 紹 介 した 。 刻 まれ た 文 字 は ス メル

語 の 懊 型 文 字 と呼 ば れ る字 体 で 、 内 容 は羊 の 売 買 に関 す る

事 柄 で あ る こ とが わか っ て いる 。 内容 は 重 要 で は な いが 、

古 代 の 文 字 が 書 か れ た金 属 版 が 北 ア メ リカ で 発 見 され た事

実 は 重 要 で あ る。

続 い て シ ン ポ ジ ウ ム の議 長 で あ る メ イハ ン博 士 とマ ン フ

レ ッ ド ・メ トカー フ氏 が １９６６年 に ジ ョー ジ ア州 フ ォー ト ・

ベ ニ ン グで 発 見 され た 同様 の 発 見 物 「メ トカー フ 石 」 につ

い て 紹 介 した 。 こ の石 に は 、 紀 元 前 １４００年 頃 近 東 で使 用 さ

れ て い た文 字 が 刻 ま れ て い る。 しか し この ２５×２２×２０セ ン

チ 大 の 石 に刻 まれ た文 字 は まだ 翻 訳 され て い な い 。

ニ ュ ー ヨー ク市 の 著 名 な考 古 学 者 で あ りま た研 究 家 で あ

る サ イ ラ ス ・ゴー ドン博 士 は 、 も うひ とつ の 発 見 物 「バ ッ

ト ・ク リー ク石 」 につ い て 紹 介 した 。 １８８０年 代 に テ ネ シー

州 で 発 見 さ れ た この 石 は 紀 元 前 １００年 頃 に 作 られ た もの で

ロ ー マ 帝 国下 地 中海 沿 岸 地 方 に た ど る こ との で き るヘ ブ ル

語 が 記 され て い る。

この セ ミナー で 到 達 した 結 論 の うち 、 モ ル モ ン 経 を研 究

す る者 に とっ て 特 に 興 味 あ る結 論 の 第 二 は 、 コロ ンブ ス以

前 の ア メ リカ 人 が鉄 器 を使 用 し た可 能 性 が 大 き く取 り上 げ

られ た こ とで あ る。 古 代 の ア メ リカ土 着 民 が 鉄 生 産 に 必 要

な 技 術 を持 っ て い た こ とは 、 明 らか な事 実 で あ る 。 モ ル モ

ン経 に は 鉄 器 の 製 造 と使 用 に つ いて は っ き り した 記録 が あ

る 。

ジ ョー ジ ア州 カス バ ー トの ア ン ドリュ ー 単 科 大 学 で 学 部

長 を務 め る ダ グ ラ ス ・Ｔ ・ホ ー ル デ ン博 士 は 、合 衆 国 で 発

見 さ れ た 金 属 の遺 物 に 関 す る博 士 の 研 究 結 果 を発 表 した 。

ホー ル デ ン博 士 は 、テ ネ シー 州 最 高 裁 判 所 長 官 ジ ョン ・ヘ イ

ウ ッ ド氏 の 重 要 な発 見 に つ い て 、 次 の よ うに 報 告 して い る。

「ヘ イ ウ ッ ド氏 は 、… … 彼 ら 〔チ ェ ロ キ ー族 の イ ン デ ィア

ン〕 の 説 に 、東 方 か らの 移 民 、 カ イ ン とアベ ル や バ ベ ル の

塔 の話 に 似 た物 語 が あ る こ と を発 見 した 。 また 、 ひ と りの

白 人が 、 失 われ た 、 も し くは 時 間 の 経 過 と共 に 埋 もれ て し

ま っ た一 冊 の 書 物 を回復 す る とい う話 もあ っ た 。 ヘ イ ウ ッ

ド氏 は数 多 くの 道 具 を発 掘 した が 、 最 も興 味 の あ る もの は
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鉄 器 で あ る。

続 い て ホ ー ル デ ン博 士 は 、 コ ロ ン ブ ス 以 前 の鉄 の 斧 と槌

が ミ ズー リ州 とノー ス カ ロ ラ イ ナ州 で 発 見 さ れ た 次 第 を紹

介 した。 ニ ュー ヨー ク州 の ほ ぼ 同 じ場 所 か ら鉄 の か な と こ

と先 が はが ね に な っ た鉄 の 手 斧 が 発 見 され て い る。

オハ イ オ州 で 古 代 の 溶 鉱 炉 が 幾 つ か とテ ネ シー 州 フ ェ イ

エ ッ トビ ル で コ ロ ン ブ ス 以 前 の 短 い鉄 剣 が 発 見 され て い る 。

ケ ン タ ッキ ー州 で は 、鉄 の 手 斧 と鉄 製 腕 輪 が 出 土 して い る 。

腕 輪 の うち ４つ は 女 性 の 遺 骨 の 左 腕 に つ い て い た もの で あ

る。 同 じ くケ ン タ ッキー 州 で 発 見 され た 手 斧 は 、 ２００年 以

上 の 樹 齢 を数 え る直 径 ２ メー トル の 木 の ま ん 中 に あ っ た 。

ホー ルデ ン博 士 に よ る と、 サ イ ラ ス ・トマ ス 氏 が の み 、

ナ イ フ 、腕 輪 も含 む 古 代 の 鉄 器 の発 見 に つ い て １８８０年 に本

に ま とめ て 出版 し た とい う こ とで あ る。 ジ ョー ジア 州 で鉄

の装 飾 品が 発 見 され 、バ ー ジニ ア州 で鉄 の 釘 、 び ょ う、座

金 、 大 釘 、 の み が 発 見 され て い る 。翻 訳 さ れ た モ ル モ ン経

の 中 に 鉄 器 が 登場 した た め 予 言 者 ジ ョ セ ブ ・ス ミス が 詐 欺

師 呼 ば わ り され た こ と （当 時 鉄 は近 代 に な っ て は じめ て得

られ た と考 え られ て い た ） を考 え る と、 これ らの 発 見 は私

た ちの 確 信 を大 い に 強 め る もの で あ る。

セ ミナ ー で 到 達 した 第 三 の そ して最 も重 要 な結 論 、す な

わ ち、 古 代 の ア メ リカ 人 は 大 西 洋 あ るい は 太 平 洋 を渡 っ て

旧世 界 か ら来 た と い う説 は 、最 初 の ふ た つ の結 論 に よ っ て

支 持 され て い る。 ま たユ ダ ヤ 人 の地 と北 ア メ リ カの 間 に見

出 され る幾 つ か の 興 味 深 い つ なが りに よ っ て も支 持 され て

い る。

ホ ー ム ズ博 士 は 、 イ ン デ ィア ン の 間 に 伝 わ っ て いた 経 札

（腕 に 巻 きつ け る生 皮 で 作 っ た小 箱 ） か ら記 録 され た文 書

が 発 見 され た事 例 を ２件 報 告 し た。 箱 の 中に は 、 モ ー セ の

五 書 を一 部 写 した 羊 皮 紙 の 断 片 が 入 って い た 。 ひ とつ はマ

サ チ ュ ー セ ッツ州 ピ ッ ツ フ ィ．一 ル ドで発 見 され 、 羊 皮 紙 に

はヘ ブ ル 語 が 書 か れ て い た 。 も うひ とつ の 経 札 か ら発 見 さ

れ た 羊 皮 紙 に は 出 エ ジ プ ト記 と申命 記 か ら抜 粋 し なヘ ブ ル

語 が書 か れ て い た 。 これ は １８５４年 に カ ンサ ス州 フ ォー トレ

ベ ン ワー ス で 発 見 され て い る。

ダ グ ラ ス ・Ｃ ・ブ レー ス ウ ェ イ ト博 士 は 、１８０３年 以 来 北

ア メ リカ で 発 見 され た ロー マ の 硬 貨 とユ ダヤ の硬 貨 の 写 真

を紹 介 し、解 説 し た。 ノー ス カ ロ ラ イナ 、 ジ ョー ジア 、 テ

ネ シー 、 ミズ リー 、 オ クラ ホマ 各 州 か ら ロー マ の 硬 貨 が 、

ケ ン タ ッ キ ー か らユ ダヤ の 硬 貨 が そ して ア ラバ マ で シ ラ ク

サ の硬 貨 が そ れ ぞ れ 発 見 さ れ て い る 。 ブ レー ス ウ ェ イ ト博

士 は 、 「もはや 北 ア メ リ カの 前 史 を論 じ る者 は 、… …硬 貨 の

発 見 に 言 及 しな い です ます こ とは許 され な い」．と述 べ て い

る。

地 中 海 の地 域 で 作 ら れ た硬 貨 が 発 見 され て い る こ とや 、

鉄 器 、 炉 が 発 見 され て い る こ とは 、 コロ ンブ ス以 前 に 人 々

が 大 西 洋 を横 断 し 、移 民 した事 実 を裏 づ け る もの で あ る。

セ ミナ ー の 中 で私 は ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 学 を代 表 し、 幾

つ か の 点 につ い て 発 表 す る機 会 を得 た 。 私 は 聴 衆 に モ ル モ

ン 経 に つ い て話 そ う と した が 逆 に古 代 ア メ リカ とモ ル モ ン

経 に つ いて 紹 介 した 映 画 「古 代 ア メ リカ は 語 る」 を上 映 す

る よ う に求 め られ た の で あ った 。 私 た ち は 丁 重 に受 け 入 れ

られ 、 教 会 に 関 す る数 多 くの質 問 に 答 え る こ とが で きた 。

研 究 誌 「マ ニ ュ ス ク リプ ト」 の 編 集 長 ポー ル ・Ｖ ・ラ ッ

ツ は 、 こ の セ ミナ ー で検 討 され た発 見物 に つ い て 次 の よ う

に ま と．め て い る。

「シ ン ポ ジ ウ ム で 取 り上 げ られ た証 拠 品 の 一 部 また は 全

部 につ いて 、 そ の 真 ぴ ょ う性 を疑 う人が い るだ ろ う。 しか

し、 物 件 の数 の 豊 富 さ に 、心 の 広 い 人 な らだ れ で も再 考 の

余 地 が 十 分 あ る と思 うに違 い な い。」

セ ミナ ー で 見 聞 き し た こ と を思 い返 して み る と、最 近 １０

年 を とっ て も、 コ ロ ン ブ ス 以 前 の 大 西 洋 横 断 を示 す証 拠 品

に対 す る科 学 者 や 学 者 の見 解 が 大 き く変 わ って きて い る こ

とに 目 を見 は ら ざ る を え な い 。 この セ ミナ ー の結 論 が 出 た

以 上 、 従 来 上 に 述べ た よ うな 点 か ら モ ル モ ン経 の真 ぴ ょ う

性 に 挑 戦 して きた 批 評 家 は 、 この 古 代 の 記 録 の再 検 討 を迫

られ る こ とだ ろ っ。

上 記 の 発 見 は 必 ず し も人 の考 え を変 え な いか も しれ な い。

しか し論 究 を促 し 、 こ の 時代 の 最 も重 要 な書 物 で あ り、 強

力 な衝 撃 を与 え る記 録 で あ るモ ル モ ン経 を読 み た い とい う

気 持 を私 た ち に 起 こ させ るに 違 い な い 。

（ポー ル ・Ｒ ・チ ェ ス マ ン博 士 は 、 ブ リガム ・ヤ ン グ大 学

で 古 代 の聖 典 を担 当す る准 教 授 で あ り、 同大 学 の モ ル モ ン

経 研 究 所 所 長 で も あ る 。 また博 士 は ブ リガム ・ヤ ン グ大 学

第 ７ ス テー キ 部 の ス テ ー キ部 長 で あ る。）
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ワ シン トン神 殿

献堂式の

祈 り

亀

ワ シ ン トン神 殿 の献 堂 式 は 、 １９７４年 １１月１９日か ら２２日の

４ 日間 に わ た っ て挙 行 され 、 ア メ リカ合 衆 国 東 部 お よ び カ

ナ ダ東 部 に 住 む 約 ４万 名 の 教 会 員 が 参 列 した 。

こ の献 堂 を もっ て 、 ワ シ ン トン神 殿 は 、今 日運 営 さ れ て

い る 第１６番 目の 神 殿 とな っ た の で あ る 。

１０回 に 及 ん だ 献 堂 式 は す べ て スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボー

ル 大 管 長 が 奉 献 の祈 りを捧 げ た 。 １１月 １９，２０日の両 日に 各

３回 、２１、 ２２日の両 日に は 各 ２ 回 の献 堂 が 行 な わ れ た 。

教 会 貝 は 、各 ワ ー ド部 で 監 督 か ら入場 券 を受 け 、儀 式 の

部 屋 、 講 話 室 、 食 堂 、聖 会 室 を含 む神 殿 の 各 部 屋 で 、献 堂

式 に 参 列 した の で あ る 。

各 式 典 で は 、 献 堂 の祈 りに加 え て 、 教 会 幹 部 の 説 教 が 行

な わ れ た。 な お 、 こ の献 堂 式 に は 、十 二 使 徒 補 助 の ア ル マ ・

ソニ 、七 十 人最 高 評 議 員 会 の ミル トン ・Ｒ ・ハ ン ター 会 長

を除 く、教 会 幹 部 全 貝 が 参 列 した 。

教 会 幹 部 以 外 に こ の ４ 日間 に わ た る式 典 で 説 教 を した 役

員 は以 下 の 通 りで あ る。神 殿 の建 築 士 を代 表 して ブ レ ッ ド・

Ａ ・マ ー カム 、神 殿 地 区 委 員 会 会 長 を務 め るバ ー ジ ニ ア 州

オー ク トン ス テ ー キ 部 の ジ ュ リア ン ・Ｃ ・ロー ス テ ー キ部

長 、十 二 使 徒 会 地 区 代 表 の ロバ ー ト ・Ｗ ・バ ル カー 。

神 殿 地 区 の 各 地 方 で 編 成 され た８０名 の 聖 歌 隊が 合 計 １０組

織 され 、 そ れ ぞ れ 発 表 した 。

遠 隔 地 か らの 出 席 者 は ワ シ ン トン 地 区 の教 会 貝 か ら宿 の

提 供 を受 け 参 列 し た。

献 堂 式 に先 立 ち ７週 間 に わ た っ て 行 な わ れ た神 殿 の一 般

公 開 に は 、７５万 ８，３２２人 の 訪 問 者 が あ っ た 。

献 堂 後 、生 者 と死 者 の ため の神 殿 の儀 式 は 、エ ドワー ド・Ｅ ・

ドル リー ・ジ ュニ ア神 殿 長 の指 示 の も とに執 行 され て い る。

ギ〆
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天地 とその万物 と、我 らが霊の創造主 なる天の聖 き父よ、

至高の栄光 と、全き憐み と愛 と真理に満てる父よ、汝が大

いなる愛子イエス ・キリス トのみ名によりて、我らはこの

麗わしき宮居にて汝が もとにぬかずき、生ける神なる汝に

この宮居を奉献し奉る。

愛する父よ、我らは汝が聖 きみ名 をあがめ奉る。汝が民

をしてこの地 を再び見出させ 、民に大いなる国を建てさせ、

自由を認むる憲法を制定せ しめたまい、か くして大いなる

福音と、汝が愛子の教会 を回復せ しめたもうた汝に感謝 し

奉 る。

我らは今、汝 を愛 し奉 る汝の民の犠牲によりて建て られ

たるこの美わしい宮居を汝に奉献 し奉 る。

世の救い主 として汝が独 り子を世に遣したまいしこと、

み業 を回復せ しめんがため古えより召したまいし予言者ジ

ョセブ ・ス ミスを遣わしたまいしこと、汝が愛子が天降 り

・て予言者を訪れ、悪をくじき、天 よりの啓示によ りて汝 と

汝の御子 と汝の聖 き目的 を世 に知 らしめたまいしことに我

らは感謝し奉る。

汝が息子ジョセブ ・ス ミス と彼の殉教せ し後今 日まで後

継せ し者たちが汝の啓示 を受け、か くして神権、使徒職、

神殿の業および真理 にして完全なる福音のすべてが回復せ

られ、聖き人らが生者 と死者に永遠の生命を得させんため

あらゆる貴 き業 と王国の鍵 を授けせ しめしことに感謝 し奉

る。

我らは、金版が守られ、よって最 も正 しき書物なるモル

モン経がその輝やける真理 と共に回復せ られ、イスラエルの

家に 「主の誓約 を悟 り、……又イエスは永遠の神 なるキ リ

ス トにましますことをユダヤ人 と異邦人 とに認めしめ」た

もうことを感謝 し奉る。（モルモン経の序）

父よ、我 らは汝が聖 きみ名をあがめ、栄光 と力と支配の

うちに座 し、力と栄光 とを注ぎたもう汝を日毎讃美奉 り、

汝が我らを助けたまいしことを固く覚 え、か くして我らは

道をはずれることな く汝の聖 なるみこころをすべて果たす

べ く、汝を信ずる信仰を増 し加えん。

我らの父よ、汝の戒め を守 り、汝のみこころに従い得る
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、

よう恵みたまえ。我 らが完き悔改めをなす とき、我 らの罪

を赦し、汝が忠実なる者に約 したる豊かな恵みにあずか ら

しめたまえ。

父よ、我 らは知る。邪悪なる者どもが飢鐘 、疫 病、貧窮、

悲痛、戦争 をその罰 として受けしことを。汝の民が悔い改

め、汝の戒めに従い、我 らが今 日見しところの者共 と異な

り、災いを避け得んことを祈 り奉 る。

父よ、我 らは、この世にひろが りし邪悪、不敬 、堕落、

不浄、不品行に深 く心 を痛むるな り。我 らは古えの都市が

破壊 され、町々が破 られ、建 物が倒 され、民が敵国に連れ

去 られて奴隷とな りしことを知る。地を人々の汚れより潔

めんがために大洪水があ りしことを覚ゆるな り。今 日我 ら

は古えのあらゆる罪の眼前に展開 さるるを見 るな り。人は

自らの称せる自由を崇拝 し、破滅に至 る道を愚かに歩み居

るな り。父 よ、願わ くは彼らが義 をもて汝のみ前に帰るべ

く祝福 したまわんことを。

父よ、我 らは今 日の政治界に憂いを覚ゆるな り。国々は

いと小さき火にても戦争 と荒廃 と破滅への道へ走らん とせ

るな り。国々を導 く者を祝福 したまいて、彼 らが義にかな

いて思慮をもちて治め、汝の民に真理 と義にかないて汝を

礼拝する自由を与えんことを祈 り奉 る。父よ、我 らを壊滅

の淵に追いや らん とする権力を阻止したまえ。

我らが父よ、あらゆる民が信仰によりて立ち、栄えんこ

とを願い奉る。

地における汝が王国の指導者を祝福 し、汝の思いとみこ

ころを知らしめたまえ。彼らが今 日も明 日も世の終 りまで

も義にかなわんことを。

父よ、民が繁栄 を受 くるも、彼 らをして偽 りの神々を拝

せ しむるほ どの羊 と牛、地 と小屋 と富を与えたもうな。

人々が悔い改め、汝に従わん とするとき、父よ、憐みを

たまえ。汝が殺 りくの天使 をとどめ、汝の民 を赦 したまえ。

主 よ、悔い改め し者が苦 しみを受け、道を改むるとき慈悲

を垂れたまえ。

慈 しみ深 き父よ、我 らは汝の御子の戒め 「全世界を巡 り

て凡ての造 られしものに福音を宣伝えよ」を覚え奉 る。（マ
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父 よ、 我 らが この 戒 め を成 就 せ ん が た め に捧 ぐる力 は い

と小 さ く して未 だ 汝 の報 い を受 くるに ふ さ わ しか ら ざ る な

り。 而 して 、汝 の 民 な る 我 らが 固 き決 意 を持 ち て 必 要 な る

犠 牲 を捧 げ得 る よ う力 を垂 れ た まえ 。 我 らが 息子 らが 義 の

うち に 成 長 し、世 の 国民 に福 音 を携 え行 くに か な う霊 の 完

成 目指 して 力 を尽 くし得 る よ う祈 り奉 る。

恵 み 深 き 父 よ 、 国 々 の 門 の 鍵 をは ず し、 扉 を 開 き た ま え。

さ ら に は 、 王 、 大 統 領 、 皇 帝 、 閣僚 の 心 を和 ら げ 、 か く し

て 我 らが福 音 を 宣べ 伝 う る こ と を許 され ん こ と を願 い奉 る。

父 よ、 願 わ くは世 の 数 知 れ ぬ 人 々 を祝 福 した も うて 、彼

らが 真 理 を受 け 入 れ 、 ま た 宣 教 師 に と りて 、 陽 の 沈 む こ と

な く、 汝 の 福 音 を誤 りな く世 に 伝 え得 る よ う、 彼 ら を と ど

め る者 の な きよ う祝 福 した ま え。 父 よ、 殊 に海 外 に あ る汝

の 民 の 子 らが こ の聖 な る業 に 専 心 し得 る よ う祝 した ま え 。

我 らが 義 を果 た さ ざ る と き、 我 らの務 め に 目 を開 かせ た ま

え 。我 らが く じか れ し と き、扉 を開 き、門 を開 き て 、汝 の し も

べ らの証 で 全 地 をお お わ しめ た ま え 。

全 能 の 父 よ 、 我 ら を して 、 汝 よ りい か に 助 け を受 け て お

るか を思 い起 こ さ しめ 、汝 へ の 信 仰 を強 め させ た ま え。 汝

の 力 強 き腕 、荒 野 の 燃 ゆ る しば に現 わ され しこ と、 汝 そ の

力 もて エ ジ プ トに捕 われ し イス ラエ ル の 子 ら を解 き放 ち た

る こ と、 汝 が 荒 れ る海 よ リ ノア とそ の子 ら を救 い た る こ と、

リー ハ イの 家 族 を して 未 踏 の 砂 漠 と海 を渡 ら しめ た る こ と、

ダ ニ エ ル を ラ イ オ ンの橿 に て 守 りた る こ と、汝 、獄 の 扉 を

開 き、 ま た近 代 の聖 徒 らを して 平 原 を踏 破 せ しめ 、 山 間 地

方 に導 き た る こ と。 我 らは これ らを覚 ゆ 。

我 らは これ ら汝 が み こ こ ろの 数 知 れ ぬ 顕 現 に よ り、 汝 が

門 の鍵 をは ず し、 扉 を開 きた ま い 、’か くして 我 らが 汝 の 愛

子 が 定 め た ま い し計 画 を世 に 携 え行 くを得 る を知 る。 我 ら

が 宣 教 師 が 真 理 の証 を携 え て あ らゆ る国 に 行 き、 苦 難 を切

り抜 け 得 る よ う導 き た ま え 。

天 の 父 よ 、我 らは レー マ ン人 に心 を注 ぎ居 る な り。 彼 ら

に 聞 く耳 と悟 る心 を祝 し、信 じ る心 を与 え た ま え 。 彼 らが

汝 と交 わ り、 あ らゆ る 「他 の 神 々 」 と迷 信 と恐 れ を捨 て去

、
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り、汝のみこころに沿って進み行 くよう恵みたまえ。願わ

くは、彼 らが主の誓約 を知 り、福音を信 じ、イエス ・キリ

ス トの功徳に頼 り、主のみ名 を信 じる信仰によりて高めら

れ、自ら悔い改め ることによりて救われんことを。

恵み深き父よ、汝の指導者たちを祝福 したもうよう祈 り

奉る。我 らはジョセブ ・スミスよりハロル ド・Ｂ ・リーに

至るすべての大管長に感謝 し、彼らが汝の業に多くを成 し

遂 げたることを感謝 し奉る。願わ くは現在の大管長 を祝 し、

彼 とその副管長に汝の思いとみこころを表わし、彼 らがひ

とつ とな りて地上における汝の計画を霊感に従いて導 き得

んことを。彼らに知恵、判断力、平安、守り、霊感、啓示 を

祝福 したまえ。また、十二使徒にも同様の祝福がありて、

全世界の人々に汝の福音を携え行 き得んことを。彼 らに汝

の聖 き啓示のあらんことを。大祝福師、十二使徒補助、七

十人最高評議員会、管理監督会、十二使徒会地区代表、ス

テーキ部、伝道部指導者、ワー ド部 、支部、教育関係組織、

補助組織、その他汝の教会を成長発展せ しむるために一致

して働 くすべての汝の民を祝福 したまえ。

この神殿の神殿長会、介添役、その他職員を祝福 したも

うよう祈 り奉 る。彼らに知恵を授けたまえ。すべての儀式

が清 く霊的な雰囲気のもとに執行 され、もって人々にこの

場にあらんこ とを望ましむるよう、この地に聖なる精神 を

創 り出す彼 らを祝福 したまえ。 また、警備に立つ者、この

建物のすみずみに心を配る人々の上に祝福のあらんことを。

我らの父よ、霊界にて待つ数限 りなき者たちのために、

汝の御子が獄の扉を開 きた もうたことを感謝 し奉る。

願わ くは、この神殿 を汝の宮居 とな し、烈しき風の吹 き

たる如 くに、力と栄光 とを持ちて、天使らが汝のお とずれ

を携え来たらんことを。

聖なる父よ、我らは感謝 し奉る。汝がペテロ、ヤコブ、

ヨハネを地上に遣わして、メルケゼデク神権 と使徒職を汝

の僕ジョセブ ・ス ミスらに もたらし、我らにそれらを授け

しを。

父よ、我 らは大いなる関心を持ちて我らがユダの兄弟 ら

を見守 りたるな り。我 らは彼らが受けし迫害、苦悩、災い
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を見、祈 り奉 る。すなわち、彼 らが福音を信 じ、汝の御子

を救い主 として受け入れ、賄 われん時の速かに来たらんこ

とを。

結び固め、結婚 、灌油、その他の儀式を受けんとてこの

宮居に来たる者たちを祝福 したまえ。願わくはこの宮居 を

祝福 したもうて、祈 りの家、断食の家、信仰の家、栄光の

家、永遠の結婚の家、結び固めの家、神の家、汝の家 とな

り、数限りなき死者に代わ りて生者が救いの儀式を執 り行

なわんことを。

この宮居に来たりて、その手 を挙 ぐるとき、彼らの手が

聖 くあり、聖からざる者が汝の宮居に入 りて汚すことのな

きよう祝福 したまえ。

聖なる父 よ、汝の僕に就 きて嘘言、偽 りを言 う者 をくじ

き、困惑させ、恥辱 を着せ、彼らの試みを壊滅させたまえ。

父よ、この最 も選ばれたる地に建てられし大いなる国を

祝福 したまえ。この国の大統領 、国会議員、司法省、内閣、

立法府、州、郡、都市の行政官を祝福 したもうて、引き続

き自由が我らの礎石 とならんことを。

聖 き父よ、我 らの嘆願 を聞き届け、悔改めを受け入れ、

罪を赦し、我 らが努力に力を貸したまえ。聖き御座にまし

まして、栄光．と誉 と権能 と威光 と勢いと支配 と真理 と正義

と審きと愛憐 と完全なる無限 とをもて、 とこしえよりとこ

しえに しろしめた もう天より汝の祝福 を注 ぎたまえ。

偉大にして愛に満ちたもう父よ、この宮居 を嘉納 したま

え。我 らはこれを汝の聖 くして義なる目的のために奉献 し、．

汝のみ名 を冠 し奉る。我らをして、汝 と子羊にホザナと歌

わしめ、汝の油注がれたる者が救いの衣をまとい、汝の聖

徒らをして喜びの声 をあげしめたまえ。

父よ、汝の僕 らの手に成るこの家を、汝がとこしえに住

まう宮居 として嘉納 したもうよう祈 り奉る。

父 よ、この建物の礎石か ら冠石に至るあらゆるものを受

け入れ、清め、聖別 したまえ。最 も低 きにある礎石 より、

モロナイ像の立ちたる最 も高き尖塔に至るすべてを受け入

れ、守 りたもうよう願い奉 る。

ここに造 られたる壁が くずれることなきよう、仕切 り、

床 、屋 根 、 橋 路 、 エ レベ ー ター 、階 段 を祝 福 した ま え。 照

明 、 暖 房 設 備 、 ボ イ ラー 、 発 電 器 、接 続 管 、電 線 、 灯 火 、

家 具 、 あ らゆ る種 類 の 物 を祝 福 し た ま え。

さ らに 、 とば り、．祭 壇 、 幕 、敷 物 、 浸 礼 盤 、 牛 、 貯 蔵 所 、

保 管 庫 、記 録 、 文 書 を守 りた ま え 。 ま た 、 あ らゆ る備 品 、

座 席 、 ク ッ シ ョン 、か け も の 、錠 前 、 装 飾 品 を含 む 器 具 、

付 属 品 、 木 製 、金 属 製 の 物 品 、 刺 し ゅ う細 工 、 絵 画 、彫 像 、

絹 、羊 毛 、 綿 に至 るす べ て を祝 福 し た ま え ．

ガ ラ ス 、 陶 磁 器 、 そ の 他 宮 居 の す べ て を嘉 納 し、聖 別 し、

守 りた も う よ う、我 らは へ りくだ り奉 献 し奉 る。

父 よ、 我 ら は 、汝 の 僕 とは した め が 祝 福 と結 び 固 め を受

け ん が た め の 祭 壇 を差 し 出 し、 これ らが聖 く保 た れ ん こ と

を祈 り奉 る。

我 らは 建 物 と共 に その 敷 地 、 歩 道 、垣 根 、植 込 み 、 樹 木 、

草 花 、 カ ン木 を献 納 し奉 る 。 願 わ くは 、 これ らが 美 し く花

開 き、 人 々 の 目 を喜 ば しめ この 丘 が 平 安 と憩 い 、聖 き こ と

を黙 想 す る楽 園 と な ら ん こ と を。

父 よ、 我 らは顧 い奉 る 。 この 建 物 と設 備 とが 、 火 災 、洪

水 、 自然 の猛 威 、 落 雷 、 暴 風 、地 震 に よ る変 動 、 そ の 他 の ．

障害 か ら損 傷 を受 け 、破 壊 され る こ との なか らん こ とを 。

主 よ 、 こ の宮 居 を守 りた も う よ う乞 い 願 い奉 る。

慈 しみ 深 き父 よ 、汝 の 王 国 の民 が あ ら ゆ る国 に て も ろ も

ろの 血 族 、 も ろ も ろ の 国 語 の 民 お よび 世 の 人 々 と共 に 、汝

の 聖 きみ名 をほ め た た え させ た ま え、 我 らが 汝 の 王 座 と神 、

の 子 羊 の 前 に て 声 高 らか に 、「救 い は み 座 に 坐 し た も う我 ら

の 神 と子 羊 に こ そ在 れ 」と叫 び 、 「讃 美 、栄 光 、 知 恵 、 感 謝 、

尊 貴 、能 力 、 勢 威 、世 々 限 りな く我 らの神 に あれ 」 と言 わ

しめ な ま え。

我 らは こ こ に 、 汝 が 与 え し聖 な る神 権 の 権 能 に よ りて 、

こ の建 物 と建 物 に 関 す る あ らゆ る もの 、 す べ て の備 品 と内

部 に納 め られ し もの を汝 、我 らの 聖 き父 に 献 納 し、 汝 の 祝

福 の あ らん こ と を乞 い願 い奉 る。 汝 の 愛 子 イ エ ス ・キ リス

トに して 我 らの贈 い 主 の 尊 きみ 名 に よ り願 い奉 る 。 ア ー メ

ン 。
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日々の恵み

末 日聖 徒 一 人 一 人 の 胸 に は 、福 音 に従 い 、主 を愛 す

る こ と に よ っ て 得 た 日々 の 経 験 が 刻 ま れ て い る もの で

す 。 これ は だ れ もが 持 っ て い る物 語 です 。 証 を強 く し

た経 験 、祈 りが 答 え られ た こ と、 愛 す る 家族 や 友 人 の

受 け た 霊 感 、神 権 の 祝 福 、補 助 組 織 につ い て の 経 験 を

他 の教 会 員 と分 か ち合 い ま し ょ う。 下 記 の 宛 先 に原 稿

を お寄 せ 下 さ い。

〒 １０６ 東京都 港 区 南麻布 ５－ １０－２５ 中正 堂会館

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会翻 訳事 業 部 八木 沼修 一

読み方 を教 えて くれた

モルモ ン経

イ ル マ ・デ ・マ ッ ケ ナ （チ リ ）

「姉 妹
、 も う読 め るん で す よ ！」

私 は 驚 い て 彼 女 を み つ め ま した 。 彼 女 は 顔 中 の 小 じわ を

く し ゃ く しゃ に して 笑 い ま した。 キ プ ー支 部 扶 助 協 会 の昼

食会 で の 出来 事 です 。

「で も
、 メ ジナ 姉 妹 … … ど う し て … … 」 と、私 は 口 ご も

り ま し た。

「い え ね
。 だ れ に も秘 密 に し と き た か っ た の。 だ っ て恥

ず か しか っ た もの 。」 彼 女 は そ う答 え ま した 。

ア ナ ・デ ・メ ジナ 姉 妹 は モ コ ニ コ と人 なつ こい お 年 寄 り

で し た。 で も心 臓 病 の ため に そ の 呼 吸 は 不 安 定 で した。 彼

女 は他 の 支 部 か ら移 って きた 未 亡 人 で 、 子 供 た ち はみ な福

音 を拒 ん で い ま した 。 そ の た め 、 た い が い は ひ と りで バ ス

に 乗 っ て教 会 に 通 っ て い た の で す 。

「で も、 メ ジナ 姉 妹 、読 め な い っ て 、 ど う して もっ と早

く教 え て 下 さ ら な か っ た の ？ お 宅 に うか が っ て 教 え て さ

し あ げ た の に 。」

「姉 妹 、 ほ ん とに あ りが と う。 お 気 持 よ くわ か る わ。 で

も私 、主 の 助 け をい た だ い て モ ル モ ン経 を読 め る よ うに な

ろ う と思 っ たの 。」

私 は夢 を見 で い る よ うな気 持 で した 。 メ ジ ナ 姉 妹 は扶 助

協 会 に 熱 心 に 出 席 して い て 、 私 が 霊 的 生 活 の 教 師 を して い

た の で 、 と き ど き聖 句 を読 ん で 下 さ い と頼 む と 、 い つ も に

っ こ り笑 って 「ごめ ん な さ い。 読 め な い ん で す よ」 と返 事

し て い た の で した 。 そ の とき私 は 、 目が よ く見 え な いか 、

眼 鏡 を忘 れ た の だ ろ う とば か り思 っ て い た の で す。

そ れ か ら彼 女 は 私 に その 理 由 を話 して くれ ま した 。 幼 な

い と きに 彼 女 の 両 親 は 、女 の 子 に 教 育 は い らな い と考 え 、

彼 女 に 家 事 ば か り を教 え て くれ た とい うの で した。

宣教 師 が訪 問 した と き 、彼 女 は 宣 教 師 の 話 に 熱 心 に 耳 を

傾 け 、 そ の話 が 本 当 で あ る こ と を感 じ ま した 。 そ こ で 宣教

師 が 帰 る と、 彼 女 は 娘 にパ ン フ レ ッ トを読 ん で も らい ま し

た 。 こ の よ う な方 法 で レ ッス ンが 続 き 、宣 教 師 は彼 女 が 字

を読 め な い こ とに 少 し も気 づ き ませ ん で した。 彼 女 は 言 わ

れ た こ とや教 え られ た こ と をみ な覚 え よ う と努 め た の で す 。

や が て モ ル モ ン経 に つ い て 話 す ど きが きて 、彼 女 に モ ル モ

ン経 が 手 渡 さ れ ま し た。 そ れ が 苦 痛 の 始 ま りで した。

彼 女 は モ ル モ ン経 を 高価 な 宝 物 の よ うに受 け 取 る と 、美

しい カバ ー を か け て 、 マ ン トル ピー ス の上 に 置 き ま し た。

そ して 時 折 震 え る手 で 本 を取 り、 い とお しげ に な で た り し

ま した。 そ して そ の 貴 重 な宝 物 を 自分 で読 め な い 悲 し さ に

涙 を 流 して いた の です 。

こ う し た あ る 日、彼 女 は そ れ以 上 が まん で きな くな り、

ひ ざ まず い て 、 光 に この よ うに近 づ い て い るの だ か ら 闇 の

中 か ら救 わ れ て 宝 の本 が 読 め る よ うに ど うか 助 け て 下 さ い

と、 主 に 懇 願 し た の で す 。

あ る 日、彼 女 は娘 に 、 モ ル モ ン経 の 出 だ しの ほ ん の 少 し

だ け 読 ん で も らい ま した。 「私 す な わ ちニ ー フ ァ イ は善 い 父

母 か ら生 まれ た の で … …」。 彼 女 は この 言 葉 を、 何 度 も何

度 も繰 り返 し ま した。 そ れ か ら一 字 一 字 を よ く見 て 、 どん

な 形 で ど うい う意 味 なの か を考 え ま した 。 彼 女 は その 言葉

を暗 哺 して 、 字 を覚 え た の で す 。

そ れ か ら彼 女 は ま た娘 に 、 次 の 文 章 を読 ん で も ら い 、 同

じ よ うに して そ こ を何 度 も繰 り返 し、 ひ とつ ひ とつ の 文 字

の 輪 郭 を頭 に 刻 み 込 み ま した 。 ゆ っ く り と、 一行 一 行 進 ん

で 、 聖 典 に 繰 り返 し 出 て くる言 葉 は そ れ とわ か る よ うに な

りま した。 間 も な く、彼 女 は スペ イ ン語 の 語 順 を理 解 す る

よ うに な りま した 。 ま ず つづ り字 を分 解 して 、 次 に文 字 を
１」ガ

結びつけ、同時に発音 も覚 えました。

彼女の勉強ぶ りは驚 くばか りで、 日に日に少 しずつ大好

きなモルモン経が読め るようになったのです。 そしてつい

に、どこでも読めるすばらしい瞬間がやってきました。彼

女は、こうして読み方 を習得 したので した。

その ときから、メジナ姉妹は知識に飢え渇 くようにモル

モン経を読み、次に教義 と聖約に入 り、数々の霊感による

教えを読み続けたのです。

メジナ姉妹は、今はこの世 にいません。 しか し、会 うた 、

びごとに見せたあの幸せ そうで元気な顔は今 も目に映 り、

こんなことを読み ましたよとうれしそうに話 して くれる姿

が浮かんで くるのです。
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イザヤ書

を理 解 す る た め の １０の鍵：

十二使徒評議員会会員

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

趣魯魯魯魯普普魯魯魯魯魯魯普魯魯魯魯魯魯蓄

、

私 た ちの 永 遠 の 救 い が 、 イザ ヤ 書 をニ ー フ ァ イ と 同 じ よ

うに 深 く正 確 に 理 解 す る能 力 が あ る か 否 か に か か っ て い る

とす れ ば 、私 た ち は ニ ー フ ァ イ と共 に 主 の 楽 し い法 廷 の 前

に 立 つ と き、 い っ た い ど うな る こ とだ ろ うか。 ニ ー フ ァ イ

は確 か に イ ザ ヤ 書 を深 く正 確 に 理 解 して い た。 ま た主 は イ

ザ ヤ 書 につ い て 「ま こ とに偉 大 な る価 値 あ り」（ＩＩＩニー フ ァ

イ２３：１） と言 っ て お られ る。

しか し レー マ ン と レ ミュ エ ル に とっ て 、 イ ザ ヤ の 言 葉 は

封 じ た書 物 同 然 で あ っ た。 若 い ニ ー フ ァ イ の ふ た りの 兄 は 、

イ ス ラ エ ル の 偉 大 な 聖 見者 が 書 い た 文 字 を読 み 、理 解 す る

こ と は で き たが 、 しか しそ こ に 含 まれ て い る本 当 の予 言 の

意 味 を くみ 取 る こ と は で き なか っ た 。 未 知 の 言 語 で記 さ れ

た 言 葉 を読 ん で い るか の よ うで あ っ たか らで あ る。

復 活 され た主 は 、 ニ ー フ ァ イ 人 と 、私 た ち を含 め た イ ス

ラエ ル の全 家 に 向 か っ て 、 さ らに す べ て の 異 邦 人 に も イザ

ヤ の 言 葉 を熱 心 に 研 究 す る よ う命 じ られ た 。 主 は 言 わ れ た。

「イザ ヤ は 、 イ ス ラ エ ル の 家 に属 せ る わ が 民 につ きて 一 切

の こ と を語 り し故 に 、 イザ ヤ が 異 邦 人 に も話 しか くるべ か

ら ざ るは も と よ りな り。 イザ ヤ の 予 言 こ と ご と くは そ の通

り事 実 とな りた ら ず と も、将 来 必 ず こ と ご と く事 実 とな る

べ し。」 （ＩＩＩニ ー フ ァ イ２３：１－ ３）

レー マ ン と レ ミュ エ ル は 、 今 日の キ リス ト教 界 を 象徴 す

る 原 型 で あ る。 ふ た りは 永 遠 の 破 滅 に 通 じ る下 降 の 道 を た

どっ て い た の で 、 霊 的 な識 別 の 力 を欠 い て い た 。 そ の た め

に 、 こ の古 代 の 予 言 者 の難 解 な教 え を理 解 す る こ とが 、 全

く と言 っ て よ い ほ どで きな か っ た の で あ る。

父 の リー ハ イ は 、「ま こ と に偉 大 な こ と を多 く兄 弟 た ち に

語 っ た が 、 そ れ は 人が 主 に 尋 ね なけ れ ば 解 りに くい こ とで

｝

ｉ
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「イ ザ ヤ の 言 葉 は 、 ま こ

り」 とニ ー フ ァ イ は 書 い て い る 。

多 くの 人 が イ ザ ヤ の 予 言 を理 解 で き

る が 、 イ ザ ヤ の 「予 言 の 言 葉 は 明 る く

っ て い る 。」

とに偉大 なる価値 あ 轟離
療， 雛 嚢

箋 嶽



あ った 。」 そ の と きふ た りの 兄 は 、 父 の 教 えに 背 き、主 に頼

る こ とを拒 み 、 父 の 教 え の 本 当 の意 味 を理 解 し よ う と し な

か った 。 ニ ー フ ァ イ はふ た りに 「主 に尋 ね たか 」 と聞 い て

い る。 それ に対 しふ た りは 、 「主 に 尋 ね て は い な い。主 は こ

ん な こ とを わ れ わ れ に知 らせ な いか らで あ る」 と答 え て い

る。

そ こ でニ ー フ ァ イ は 、 主 な る神 御 自身 の 言 葉 で 、 人 が 啓

示 され た言 葉 の 本 当 の意 味 を知 る た め の 法 則 と、事 実 知 る

こ とが で き る とい う大 き な約 束 を次 の よ うに 引 用 して い る。

「も し汝 ら その 心 をか た くな にせ ず
、 答 え を受 く と信 じ、

固 き信 仰 を持 ち 、 わ が 誠 命 を勤 勉 に 守 りて わ れ に 願 わ ば 必

ず こ れ らの こ とを 汝 らに 示 さ るべ し。」 （１ニ ー フ ァ イ１５：

１－１１参 照 ）

ニ ー フ ァ イは また こ うも言 っ て い る。 「私 の心 は ま こ とに

イザ ヤ の 言 葉 を喜 ぶ 。」 （ＩＩニー フ ァ イ２５：５） 個 人 的 な 気

持 を述 べ るな ら、私 も イザ ヤ とそ の 言 葉 に対 して 、ニ ー フ
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ア イ と同 じ よ うに 喜 び を感 じ て い る 。 しか しニ ー フ ァ イや

イザ ヤ の到 達 して い た地 点 に 達 す るた め に は 、私 も彼 らの

言 葉 を語 り、 彼 ら と同 じ思 い を抱 き、 彼 ら と同 じ知 識 を持

た な け れ ば な ら な い。 また 彼 らが 信 じ教 え た こ と を、 私 も

信 じ教 え 、 彼 ら と同 じ よ うに 生 活 しな け れ ば な ら な い。

事 実 私 の救 い は （ま た あ な た が た の救 い も）、 イ ザ ヤ 書 を

ニ ー フ ァ イ と同 じよ うに 深 く正 し く理 解 す る能 力 が あ るか

否 か にか か って い る と思 わ れ る。

乏 こ ろ で ニ ー フ ァ イや イザ ヤ の知 って い た こ とが 、私 た

ちに 知 らさ れ な い とい う こ とが あ るだ ろ うか 。 人 を片 寄 り

見 る こ と を され な い神 は 、 す べ て の子 ら に 同 じ よ うな機 会

を与 え られる の で は な い だ ろ うか 。 彼 ら に 啓示 され た事 柄

を私 た ち に も示 す た め の 原 則 と、 そ の 原 則 の要 求 す る 条件

を神 は宣 言 し、 そ の 条件 を満 たせ ば 啓 示 を 与 え よ う と約 束

され た の で は な か っ た か 。

主 エ ホ バ は イザ ヤ に 、「お とめが み こ もって 男 の 子 を産 む 」

と啓 示 され た 。 （イ ザ ヤ ７ ：１４） そ の 名 前 は 、「神 われ ら と

共 に い ます 」 とい う意 味 で あ る 。 この 「子 」 は 「大 能 の神 、

とこ しえ の 父 」とな っ て 、 「そ の まつ りご と と平 和 とは 、増

し加 わ っ て 限 りな く」 続 くの で あ った （イ ザ ヤ ９ ：６，７）。

ま た 「自分 を 、とが の供 え物 」 とな し 、 「そ の墓 は 悪 し き者

と共 に 設 け られ る」 の で あ っ た （イザ ヤ ５３：９，１０）。 イ ザ

ヤ は全 人 類 に 対 す る瞭 罪 の 約 束 を こ う述 べ て い る。「あ な た

の死 者 は 生 き 、彼 らの な きが らは 起 き る」 （イザ ヤ ２６：１９）。

こ の 神 は 終 りの 日に イ ス ラ エ ル を集 め 、「主 に あ が な わ れ

た者 は 帰 って きて 、 そ の 頭 に 、 と こ しえ の 喜 び を い た だ き 、

敷 うた い つ つ 、シオ ンに 来 る 」 （イザ ヤ ３５：１０）。 そ して 主

の 民 は 、 主 が シ オ ンに 帰 られ るの を 、 ま の あ た りに 見 るで

あ ろ う。 （イザ ヤ５２：８） も し以 上 の こ とや 他 の 数 多 くの

輝 か しい 真 理 が イ ザ ヤ や ニー フ ァ イ に知 ら され て い た の な

ら、 ど っ して 私 た ち に知 ら され な い の だ ろ っか 。 この ふ た

りの 予 言 者 が 私 た ち の 知 らな い こ とを知 って い な け れ ば な

らな い 理 由 が 何 か あ るの だ ろ うか 。 主 エ ホ バ は 私 た ち の神

で もあ るの で は な か ろ うか 。

しか し 、 多 くの 人 が イザ ヤ 書 を難 解 な 書 と考 え て い る こ

とは事 実 で あ る 。今 日の 諸 教 会 は 、 イ ザ ヤ の 言 葉 をほ とん

ど理 解 で き な い で い る。 「イ ザ ヤ が 言 っ た 言 葉 の 中 に は 、

私 の 民 の 多 くの 者 に解 りに くい こ とが 少 くな い」 （ｌｉニ ー

フ ァ イ２５：１） とニ ー フ ァイ は 言 っ て い る。 この 真 実 の 教

会 の 中 に も、聖 霊 の 賜 に よっ て 啓 発 さ れ て い る は ず で あ る

の に 、 モル モ ン 経 の イザ ヤ の 引 用 の部 分 を とば して読 む 者

が い る。 こ の よ うな 人 は イ ザ ヤ の 言 葉 を封 じ られ た 書 物 の

３０４
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葉の ように見なしているのである。そして事実、彼らに

っては封 じられた言葉なのである。 もし多くの人が考 え

ているように、イザヤ書が最 も難解 な書物のひ とつに数 え

られるとす るなら、同時に彼の言葉 は私たちが精通 し、熟

慮すべ き最 も重要なものと考えなければならない。一部の

末 日聖徒は、イザヤの手になる予言的な言葉の封印を解 き、

その意味 を一べつ しようと試みているが、この貴重な宝に

関する限り、聖徒の間においてもまだかすかなろうそ くの

光 しか ともっていないようである。

しか し聖見者イザヤの見た示現は、枡 の下に隠してお く

必要はない。イザヤの予言の言葉は、すべての教会員の心

に明るい光 をともす ものである。もし人が救いの計画 と、

末 日のイスラエルに働 きかける主のみ手についてよ く理解

し、知識 を得たいと心から願 うなら一 この態度はイザヤの

言葉を熱心に調べよという主の戒め（ＩＩＩニーファイ２３：１）

に沿 うものである 私はその人々に、ひとつの鍵を差 し

上げたい。その鍵を用いれば、キ リス トのその律法を証す

るこの証人の筆か らほと走 り出る光 と知識の宝庫の扉を開

けることができるのである。いろいろな意味でイザヤはイ

スラエルの最 も偉大な予言者であった。ではイザヤを理解

す るための１０の鍵を掲げよう。

１．救 い の 計 画 に つ い て詳 細 な知 識 を得 、 時 の 初 め か ら

今 日 に至 る ま で神 が地 上 の人 の 子 らに どの よ うに働

きか け て こ られ た か を知 る

イザ ヤ 書 は他 の 書 、例 えば モ ル モ ン経 の ニ ー フ ァ イ 第 二

書 や モ ロナ イ 書 の よ うに 、 救 い の教 義 を詳 し く説 明 した書

で は な い。 イザ ヤ 書 はす で に 知 識 を得 て い る 人 々 、 中 で も、

イ エ ス が 主 で あ っ て そ の貝費いの 血 に よ っ て救 い が も た ら さ

れ る こ と と、 天 父 の 王 国 に 受 け 継 ぎ を得 る に は 、 信 仰 、悔

改 め 、 バ プ テ ス マ 、聖 霊 の 賜 、 そ して 義 にか な っ た業 が 必

要 で あ る こ と を知 っ て い る人 々 に 向 け て 書 か れ た も の で あ

る 。 一 例 を あ げ る な ら、 イ ザ ヤ 書 １４章 に 出 て くるル シ フ ェ

ル とそ の 軍 勢 が 肉体 を得 る こ とな く地 に 投 げ 落 と され る話

を理 解 す る に は 、 前 世 の こ と と天 上 の 戦 い の知 識 を前 もっ

て得 て い な くて は な らな い 。

２．主 の 永 遠 の 計 画 の 中 に お け る イ ス ラエ ル の 位 置 と行

く末 を知 る

イ ザ ヤ は選 ス ラ エ ル を こ よ な く愛 し、 彼 の 関 心 も選

民の上に集中していた。彼は末 日にヤコブの子孫が勝利 を

おさめ、栄光 を得ることを詳細にわたって予言し、多くの



ページを費や している。彼は特に回復について多くを語 っ

た予言者である。

この地が始 まって以来すべての聖い予言者が予言 したよ

うに注 の計画は匝 函 を必要としていた・この万物

の更新 とは、これまでのいずれかの時代の人々が所有して

いたすべての真理、教義、力、神権、賜、恵み、奇跡、儀

式、力弓蚕い業が再び現われることである。アダムが享受し

た福音は、偉大な福千年の時代にアダムの子 らの心に宿る

であろう。主が選 び、愛された民イスラエルは、再び王国

を所有 し、再び受け継 ぎの地に住むであろう。そして地球

も楽園の状態に戻 り、エノクの市の平安 と完全な状態が千

年間地上に見られるであろう。・

イザヤが書いたのはこういった事柄である。数多くいる

古代の予言者の中でも、イザヤは、私たちに回復のよきお

とずれと福音の回復、．そ して永遠の誓約が再び確立される

こと、王国がイスラエルに回復 されること、さらに主が勝

利のうちに戻ってこられ、千年の間栄光のうちに統治され

ることを記録 して残して くれた予言者である。

３． イ ザ ヤ が 記 した 主 な教 義 に つ い て知 る

イザ ヤ が 記 した 主 な教 義 は ７つ に分 類 す る こ とが で きる。

（１）末 日に ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して福 音 が 回復 さ れ る こ と、

（２）末 日に イ ス ラエ ル が 集 合 し 、最 後 の 勝 利 と栄 光 を得 る こ

と、（３）モ ル モ ン経 が キ リス トの 新 しい 証 人 と して 登 場 し、

教 義 上 の理 解 を最 終 的 に は 根 底 か ら改 革 す る こ と、（４）末 日

に お け る 国 々 の 背 教 的 な 状 態 、（５）主 の 最 初 の 来 臨 に 関 す る

予 言 、（６）キ リス トの再 臨 と福 千 年 の 統 治 、（７）イ ザ ヤ 在 世 当

時 の歴 史 上 の 出 来 事 と当 時 にか か わ る予 言 。

この７つの中でも、垣処 と、＿

ス ラ エ ル の 集 合 が 特 に 強 調 さ れ て い る．。　
教会員の間には、怠惰な研究態度 と狭い視野のために、

福音の回復はすでに過去のものとなったと見る傾向がある。

私たちは、イスラエルの集合は今 も進行中であるとはいえ、

その大部分はすでに終了したと考えがちである。御父の王

国で完全な祝福 を得るために必要な教義 と神権 と鍵 を所有

しているという点で、私たちが永遠の福音を完全な姿で持

っているのは事実である。またイスラエルの残 りの者が集

められ、エフライム とマナセ （そして他の部族）の ごく一

部が教会に加入し、贈い主を再び知 るに至ったことも確か

である。

しか し、アズム、エノク、ノア、アブラハムに知られて

いた数々の真理の回復は、まだ始 まったばか りである。モ

ル モ ン経 の 封 じ られ た 部 分 も ま だ これ か ら翻 訳 され な け れ

ば な らな い 。 す べ て の こ とが 新 た に 啓 示 さ れ るの は 、主 が

来 臨 さ れ る ま で待 た な け れ ば な らな い。 回復 の 時 代 の最 盛

期 は まだ 先 な の で あ る。 そ して イ ス ラ エ ル に つ い て 言 え ば 、

彼 ら に対 す る約 束 が 実 現 す る の は 、福 千 年 に 入 っ て か らの

こ とで あ る。 「国 と主 権 と全 天 下 の 国 々 の 権 威 ． とが 「い

と高 き 者 の 聖 徒 た る民 に与 え られ る」 （ダ ニ エ ル ７：２７）

輝 か しい 日は ま だ 先 の こ とで あ る。 私 た ち は 今 そ の端 緒 を

開 こ う と し て い る。 しか し、私 た ち に示 され よ っ と して い

る。 理 解 を越 え た 栄 光 と驚 くべ き事 柄 は 、 なお 将 来 に待 た

な け れ ば な らな い 。 回復 の予 言 者 イザ ヤ が 語 っ た こ との 多

くは 、 ま だ こ れ か ら成 就 す る の で あ る 。

イ ザ ヤ は メ シ ヤ の 来 臨 を予 告 し た予 言 者 と して広 く知 ら

れている・それは彼が主蝿 を豊富に・美しくか

つ完全な言葉で予言 しているからである。これは正にその

通 りである。霊感された言葉が今 日まで伝えられている旧

世界の予言者の中で、この点に関 して、イザヤに匹敵する

人物はいない。この メシヤの最初の来臨は、すでに過去の

事柄である。従って霊的な洞察力に欠ける人でも、主の誕

生、伝道、死に関 してイザヤの予言が成就 したことを知る

ことができる。

しか し私たちが本当にイザヤの書き残 したものを理解す

ることができれば、彼が実際に回復の予言者であって、ヤ

コブの子孫の力強い聖見者であるという明白な事実を、い

くら強調 して も強調 しす ぎるといっことはないであろっ。

イザヤは私たちの時代 を先見 し、霊的に弱 く、落胆 してい

る当時のイスラエル人を力づけ、子 孫に約束された栄光 と

勝利 を保証 したのであった。彼は末 日にイスラエルの子孫

が主に立ち帰 り、真理 と正義のうちに主に仕 えることを知

っていた。

４ ．モ ル モ ン経 を参 考 にす る

イ ザ ヤ 書 は 、 ６６章 １，２９２節 か ら ’

した の ま、聖 書 よ り も真 ち ゅ う版 に 古

て い た 。 ニ ー 一っ 量 っ
へ

節 引 用 し、 少 な く と も他 の ３４節 に 注 釈 を加 えて い る 。 （同へ
じ節 が ２度 に わ た っ て 引 用 さ れ た り、注 釈 を加 え られ た り

し て い る所 が 、 ５，６ヵ所 あ る。） 言 い 換 えれ ば 、 イザ ヤ 書

の ３分 の １ （正 確 に は ３２パ ー セ ン ト）が モ ル モ ン経 に 引 用

さ れ 、 そ れ 以 外 に約 ３パ ー セ ン トに 注 釈 が加 え られ て い る

とい う こ とで あ る。

こ こで 次 の事 実 に 注 意 を払 い 、 そ の意 義 を考 え て い た だ

３０５

てい ．墾鋒 ぎ残

） で ｆ

， 恥 書 ４１４



きたい。それは、モルモン経の予言者たちが自分の用いた

引用部分に解釈 を加 えているとい うことである。その結果、

この末日の聖典は、この旧約の予言の書 を証する証書とな

り、そこに含まれた真理を明らかにするもの となったので

ある。モルモン経 ザヤ書の世界で最 も優れた注解書で

ある。一
人は大胆な宣言だと思 うか も知れないが、神がニーファー

イ人の証人を通 して啓示されたことをまず学び、信 じない

この時代の は誰ひとりイザヤの書いたものを理

、

モルモン経が、従ってその中に記録されているイザヤの言

葉が、御 自身のみこころであり、声であると、御 自身の名

前によって宣言 しておられる。そのことから神の聖徒は、

イザヤ書が複数の著者によって書かれたとする数々の学説

は、例によって教会内外で知者 を自称す る人々が 自信 をも

って提出 している移 り変 りの激しい学説のひ とつにす ぎな

いことを知るのである。

か ぎ り 、一
解す るこ

“きな い と断 言 した い
。 イザ ヤ 書 につ い て 数

多 くの真 理 が こ の聖 典 に 記 さ れ て い る 。主 御 自 身 こ の モ ル

モ ン 経 に つ い て 「汝 の 主 、汝 の 神 の 生 きた も うが 如 く真 実

な り」 （教 義 と聖 約 １７：６ ） と確 認 して お られ る。 パ ウ ロ

が 言 っ た よ うに 、神 は 「ご 自分 よ り上 の もの が な い の で 、

ご 自分 を さ して誓 わ れ る の で あ る （ヘ ブ ル ６ ：１３）。 主 は 、

５．末 日 の啓 示 を使 う

主 は この 時 代 に 、 直 接 の 啓示 に よ っ て イ ザ ヤ の 言葉 を解

釈 し、承 認 し、 明 らか に し、 また 強 調 さ れ た 。 あ の聖 な る

使 い モ ロナ イ は 、 １８２３年 ９月２１日に ジ ョセ ブ ・ス ミス を訪

れ た と き、 「イ ザ ヤ 書 第 １１章 を 引 用 して こ の予 言 が ま さ に

成 就 し よ う と して い る」 （ジ ョセ ブ ・ス ミス ２ ：４０） と言

っ た 。 教 義 と聖 約 第 １１３章 に は 、 イザ ヤ 書 １１章 と５２章 の数一

章 内容

３０６

１ 古 代 イス ラエ ル に お け る背 教 と反 抗 。悔 改め を呼 び

か け る。 回復 の 約 束 とそれ に 続 く悪 人 の 滅亡 の 予告 。

２－１４ ニー フ ァイ 、 ＩＩニ ー フ ァ イ１２－２４に引 用 。全 般：的 な

解 釈 が ＩＩニー フ ァイ １１，１９，２５，２６章 に 出て い る 。

２

３

４

５

６

７

８

ＩＩニ ー フ ァイ１２章 。 末 日に イス ラエ ル が神 殿 に 集 合

す る こ と。末 日に お け る イ スラ エ ルの 状 態 。福 千 年

の状 態 とキ リス トの再 臨 。 ミカ ４，５。 ［ＩＩニー フ ァイ

２０，２１。

ＩＩニ ー フ ァイ１３。散 乱 し背 信 した再 臨 前 の イ ス ラエ

ル の状 態 。

ＩＩニー フ ァイ１４。福 千年 。

ＩＩニー フ ァイ１５。 イス ラ エ ルの散 乱 と背 教 。 イ ス ラ

エ ルの 悲惨 な状 態 。 回復 と集 合 。

ＩＩニー フ ァイ１６章 。 イザ ヤ 、 示現 を見 、 召 しを受 け

る 。 ９，１０節 は メ シヤ に 関連 し た もの 。

ＩＩニー フ ァイ１７。 １０－１６節 を除 く節 はユ ダ 王国 とそ

の近 辺 の 歴 史。 上 記 ７節 は メシ ヤ に関 連 した もの 。

ＩＩニー フ ァイ１１。

ＩＩニー フ ァイ１８。 ユ ダ 王 国近 辺 の戦 争 と歴 史。 真 実

の宗 教 を見定 め るた め の勧 告 。 １３－１７節 は メシヤ に

関連 した もの 。

９－１０ １１ニー フ ァイ１９－２０。パ レ スチ ナ お よび 近 辺 の歴 史 。

１１

不 義 の イス ラ エル が ア ッシ リヤ に よ って 滅 ぼ され る

記述 は、再 臨 の ときにす べ て の邪 悪 な国 民 が滅 ぼ さ

れ る こ と を象徴 して い る 。 ９ ：１－ ７は メ シヤ に関

連 した もの 。 ，

ＩＩニー フ ァイ２１章 。回復 。イ ス ラエ ル の集 合 。福 千 年 。

ジ ョセ ブ ・ス ミスの 著 ２ ：４０。 教義 と聖 約 １０１ ＝２６、

１１３：１－６。１－５節 は メ シヤ に 関連 した もの で 、 再

臨 に も適 用 され る。 ＩＩニー フ ァ イ３０：９－１５。

㌃

１２

１３

１４

ＩＩニ ー フ ァ イ２２。福 千 年 。

ＩＩニ ー フ ァ イ２３。再 臨 を象徴 す るバ ビロ ンの 滅亡 。

教 義 と聖 約 ２９，４５。

ＩＩニ ー フ ァ イ２４。福 千 年 に お け る イス ラエ ル の 集合 。

翻 戦いに敗れ落ちたルシフェノ妬 酷 に先立つ」
１５－１７ パ レス チナ 地 方 の予 言 と歴 史。 回復 の時 代 に イス ラ

１８

１９

２０

エ ル に敵 対 す る者 の最 期 。１６：４，５は メシヤ に関 連

した もの。

回復 。 イ ス ラエ ル の集 合 。 ア メ １ 詮 宣 ・ｋ

遺 鑓 三 と。

近 隣 諸 国 に起 こる こ と。 回復 の時 代 に おけ るエ ジプ

トの 救 い。

近 隣 諸 国 に起 こ るこ と。

２１－２２ 近 隣 諸 国 に起 こ るこ と。 しか し再 臨 を象徴 して い る 。

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２２：２１－２５は メ シヤ に関 連 した もの 。

近 隣 の 町 、民 に対 す る宣告 。

末 日の 背教 と再 臨 。教 義 と聖 約 １。

再 臨 。 ８節 は メ シヤ に関 連 した もの 。

再 臨 。 復 活。 福 千年 。

福 千 年 に お け る イ スラエ ル の勝 利 。

再 臨 に 先立 つ 滅 び 。 １６節 は メシヤ に 関連 した もの 。



～

節 の 啓示 され た解 釈 が 記 され て い る 。 ま た １０１章 は こ の 古

代 の予 言 者 の 書 第６５章 を理 解 す る た め め 鍵 を含 ん で お り、

第 １３３章 に 記 さ れ た 主 の 言葉 か ら 同 じ く第 ３５，５１，６３，６４

各章の理解が開けるのである。魏 釣の竺璽ガ 示すよ

うに、末 日の啓示が ザ 量 引用、注釈 して

いる所が １００ 所前後あ 。このように教義 と聖約には、

約２５００年前にイザヤに働 きかけた聖 きみたまの感化がその

まま伝えられているのである。

またジョセブ ・ス ミスや、この神権時代におけるその他

の霊感された教師の説教 には、この偉大な聖見者の言葉に

言及 したり、説明 した りしているものが数 多くある。予言

者の書のある節の中に、いつ、どこで、何について書かれ

たものであるかを明 らかにする予言的な宣言がひ とつでも

あれば、その章節全体、あるいは関連ある章節の本当の意

味がよく理解できることがままある。

醜 示 ９ ・こ 示 ご”・ “
。 古 代 に真

理 を啓 示 した 主 エ ホバ が 、 今 日同 じ永 遠 の真 理 を啓 示 し、

古 代 の 言 葉 と今 日の 言葉 を照 合 さ れ る こ と は 、 き わめ て 自

然 な こ とで あ る。 主 が そ う され る の は 、私 た ちが あ らゆ る

時 代 を通 じて語 られ た主 の 言 葉 を知 って 、祝 福 を得 る ため

で あ る。

０ ６．新約聖書がイザヤ書をどのように解釈 しているかを

知る ． 璽

’ヤは予言者が 量 と仰 ぐ人物である

聖典の著者 となった人々の心の中に生 き．てお り

で少な くとも５７回引用されている。パウ白はイザヤの言葉

彼の言葉は、

、新約聖書一
に よ く言 及 し、数 多 くの 書 簡 の 中 で２０回 ほ ど引 用 し て い る 。

ペ テ ロ は イザ ヤ の 言 葉 を権 威 あ る も の と して ７回 引用 して

い る。 また マ タ イ も ７ 回 、マ ル コ、 ル カ は福 音 書 で ５回 引

章 内容

⑳

３０

３１

３２

３３

３４

３５

ＩＩニ ー フ ァ イ２６：１４－２０，２７。 ニー フ ァイ 人。 最後

の 日。背 教 。 モ ル モ ン経 。 回復 。 この モル モ ン経 に

つ い て述 べ た 部分 は難 解 な章 が 霊 感 に よって 解 釈 さ

れ た典 型 的 な例 で ある 。

反 抗 的 で世俗 の欲 にふ け っ て い る イス ラエ ル が 回復

の 日に救 われ るこ と。 背 教 。 回復 。 そ れ に伴 う祝 福 。

再 臨 。

この世 と再 臨 。

回復 の とき まで続 くイス ラエ ル の 背教 。 １－ ４節 ほ

メシ ヤ に関 連 した もの 。

背 教 に続 く回復 。

再 臨 とそれ に伴 う荒 廃 。教 義 と聖約 １，１３３。

回復 。集 合 。再 降臨 。 教義 と聖 約 １３３。

３６－３９ 霊 感 に よ って 美 し く描 か れ たユ ダ、 ア ッシ リヤ 、バ

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

ビロ ンの 歴 史 。

再 臨。 １－ １１節 は メ シヤ に関 連 した もの。

神 、古 代 の イ ス ラエ ル と近 代 の イス ラエ ル に議 論 し、

回復 の時 代 につ いて 語 られ る。２７節 は メ シヤ に 関連

した もの 。

１．一 ８， １６節 は メシヤ に関 連 した もの 。他 の節 は 、

神 へ の賛 美 と、 イス ラ エ ルの 災 難 につ いて の嘆 き。

回復 と集 合 。

回復 と集 合。

イ ス ラエ ル は集 め られ 、救 わ れ る。 救 いは キ・リス ト

に よ る こ と。 ２０－２５節 は メ シヤ に関 連 した もの。

偶 像 対 真 の神 。 この対 決 は古代 に も近 代 に も見 られ

る 。
今 日の世 界 の象 徴 で あ るバ ビ ロン。

＠

と聖約 １１３：７－１０。 １３－１５節 は メ シヤ に関 連 した

もの 。

モ ーサ ヤ １４。 これ は 旧約 聖書 中 メ シヤ の 出現 ‘昔

した部分 で 恐 日 な の で ろ ’。 モ ー

「 ４掛 ４９ １ニ ー フ ァイ２０，２１。 イ ス ラエ ルの 散 乱 と集 合 。 １

５０－５１ １１ニ ー フ ァ イ ７

５２

ニ ー フ ァ イ ２２， ＩＩニ ー フ ァ イ ６ 。

， ８ 。 散 乱 、 集 合 、 回 復 、 再 臨 。 ＩＩ

．ニ ー フ ァ イ ９ ：１ － ３ ， １０章 。 ５０ ：５ ，６ は メ シ ヤ

に 関 連 し た も の 。

回 復 と集 合 。～巳一 サ ヤ １２ ：２０－ ２５， １５：１３－ １８， ｎＩ

ニ ー フ ァ イ １６， ２０， ２１、 モ ロ ナ イ １０ ：３０， ３１、 教 義

５４

５５－６２ 背 教。 回復 。 集合 。 末 日の シ オ ンの栄 光 。６１

サ ヤ １５， １６。

回 復 と集 合 。 福 千 年 。 ＩＩＩニ ー フ ァ イ ２２， ２３ ：１ － ６，

１４章 。

： １ －

３ は メ シ ヤ に 関 連 し た も の 。

６３－６４再 臨。 教 義 と聖 約 １３３。

６５

６６

イス ラエ ル と末 日に お け る誤 った宗 教 家 。 福 千年 。

叢 叢 ｝０’：２２－３＆ 」

聖 見者 、 回復 の予 言者 、 メシヤ の降 臨 を予 告 した予 言者

イザ ヤ につ いて説 明 して きたが 、 あ とはた だふ たつ の こ と

を加 えれ ば十分 であ る。

１．聖典 を理 解 し、救 いの教義 につ いて深 い 洞察 を得て

も、 それ が 人の生 活 を変 え、完 成 され る方 向に 向か わせ る

もの で なけれ ば 、何 の価 値 もない。知 って い る人の心 の 中

に生 きてい なけれ ば な らないの で あ る。

２． イザ ヤ の書 い た こ とは真理 であ る。 イザヤ は 当時神

の代弁 者 で あっ た。彼 が私 た ちの時代 に見 られ る と約 束 し

た栄光 と驚 くべ き事 柄 は必 ず実現 す る であ ろ う。 そ して も

し私 た ちが 真実 かつ 忠実 で あれ ば 、生 存 中で あ ろ うと死 後

であ ろ う とその事柄 に参 与す るに違 いな い。 これ が私 の証

であ る。

ギｒ

蟹

嚢

３０７



用 し、使徒行伝、ヨハネの福音書、黙示録にも各４回引用

されている。以上の引用の一部は重複してお り、一部はメ

シヤの来臨の予言であり、そのすべてがイザヤ書本文の啓

示 された意味 を確認 している。

７．イザヤ書を旧約聖書の前後関係か ら学ぶ

旧約聖書の他の予言者 も、イザヤが述べたと同じ教義を

説 き、同 じ望みをイスラエルに与えている。イザヤの言っ

だ意味を十分理解するためには、彼 と相前後 して活躍した

旧約の予言者が同 じような状況にあって同 じ主題について

何 と言っているか を知 ることが大切 である。例えば、イザ

ヤ書 ２ 二２－４は ミカ書 ４ ：１－３に引用されている。イ

ザヤは、すべての国民が、末日に集合 したイスラエルによ

って建てられた神殿に流れ込んでくる様 を、上記の有名な

句で予言 したあと、この集合に続いて起 こる福千年のある

出来事 を描写 している。 ミカは大体において同 じこ とを語

っているが、福千年に起こる別の出来事 を列挙 していて、

私たちの理解 を広めて くれ る。復活された主は、ニーファ

イ第三書第２０，２１章を見ればわかるように、ミカ書 第４，５

章を引用されているので、私たちはこのことについて確信

を得 ることができる。

８． イザ ヤ の時 代 に お け るユ ダ ヤ人 の 予 言 の しか た を知

る

ニーファイ人の多くがイザヤの言葉 を理解できなかった

理由のひとつは、彼らが 「ユダヤ人の予 言の しかた」（ＩＩ

ニーファイ２５：１）を知 らなかったことであった。同 じこ

とが今 日のいわゆるすべてのキリス ト教徒についても言え

るし、多くの末 日聖徒 についても言える。

ニーファイは、わか りやすい簡単な言葉で予言する方法

を選んでいる。しかし、彼の郷里のヘブル人の予言者たち

にとっては、必ずしもそうなることが賢明な方法ではなか

った。民が邪悪なため、イー 的表

現 や 型 徴 を 吏っ 韮 こ とが よ くあ っ た

お う とす る こ とは 、事 実 上 た と え話 の に 慧

彼らが言一
、、一である （ＩＩ二・一 フ ァ イ ２５ ： １ － ８ ）。

例えば、処女降誕の予言は、地方の史実を歌 う吟唱の中

に埋没し、霊的に暗い者にとっては約 ７００年後に肉体に宿

った主エホバの誕生 とは何の関係 もない、何か過去の未知

の出来事 と解 されたのであった （イザヤ第 ７章）。 同様に、

末日の背教 とキ リス トの再臨 諜 立 、古代

の諸国 と関連づけて書かれ い 。 しかしこの諸国の滅亡

３０８

、

は 、 主 の 大 い な る恐 るべ き 日が 最 後 に 来 た と きに 、 す べ て

の諸 国 に ふ りか か る滅 亡 の 象 徴 で あ り、 型 、影 な の で あ る 。

第 １３， １４章 は そ の 典 型 的 な例 で あ る 。私 た ち が この 書 き 方

を知 り、 モ ル モ ン経 に 出 て い る解 釈 の 鍵 を使 え ば 、 ま た末

１日の 啓 示 を 活用 す れ ば
、 イ ザ ヤ の 言 葉 は 私 た ち の 眼 前 に 開

け て くる で あ ろ う。

９．予 言 の み た ま を待 っ

最 後 に いか な る聖 句 で あ ろ う と例 外 な く．、聖 句 を理 解 す

る た め に は 、 そ の 真 理 を述 べ た 人が 受 け た 同 じ予 言 の み た

ま を持 た な け れ ば な ら な い 。 これ 以 外 に 方 法 は な い 。 聖 典

は聖 霊 の 力 に よ って 神 か ら与 え られ るの で あ る 。 人 が 創 り

出す もの で は な い 。 聖 典 の意 味 す る と こ ろは 、聖 霊 が 意 図

した 意 味 な の で あ る。 聖 句 を解 釈 す るに は 、聖 きみ た ま の

力 に よ って 啓 発 され なけ れ ば な ら な い （ＩＩペ テ ロ １ ：２０，

２１）。 予 言 者 を理 解 す る に は 予 言 者 が 必要 で あ る 。 す べ て

の 忠 実 な 教 会 員 は 、 「イ エ ス の あ か し」 す な わ ち 「予 言 の

霊 」 （黙 示 １９：１０） を持 た な け れ ば な ら な い 。 ニ ー フ ァ イ

は こ ’言 っ て い 「イザ ヤ の 言 葉 は 、… … お よそ 『予 言 の

み た ま 』 に 満 た され る人 々 に は 明 瞭 で あ る。」 （ＩＩニ ー フ ァ

イ２５：４ ） 主 の み こ こ ろ を知 る こ とに 関 す る 限 り、これ が

あ らゆ る事 柄 の本 質 を な し、 す べ て の論 争 に と どめ を さす

も の で あ る。

１０．誠 実 な 態 度 で研 究 に没 頭 す る

節 ご とに 、 ひ とつ の 教 え ご とに 、 段 落 、 章 ご とに精 読 し、

熟 慮 し 、祈 る 。 イザ ヤ が 自 問 して い る通 りで あ る。 「彼 は

だ れ に知 識 を教 え よ う とす るの か 。 だ れ に お とず れ を説 き

あ か そ う とす る の か 。」 そ して イザ ヤ は こ う答 え て い る。１

「乳 をや め
、乳 ぶ さ を離 れ た 者 に … … そ れ は 教 訓 に教 訓 、

教 訓 に教 訓 、規 則 に 規 則 、規 則 に 規 則 。 こ こ に も少 し、 そ

こ に も少 し教 え るの だ 。」 （イザ ヤ ２８ ：９ ，１０）

イザ ヤ は イエ ス の こ とを証 した た め ふ た つ に割 き殺 され

た と言 い 伝 え られ て い るが 、 こ こ で彼 が 書 い た全 ６６章 を概

観 し、 さ らに 詳 細 な 分 析 を加 え るた め の 手 引 き’と した い。

◇ ◇

「イザ ヤ の 言 葉 は
、 ま こ とに偉 大 な る

価 値 あ り」 とニ ー フ ァ イは書 い て い る。

多 くの 人 が イザ ヤ の 予 言 を

理 解 で き な い で い るが 、 イザ ヤ の 「予 言 の

言 葉 は 明 る く光 輝 を放 っ て い る。」

◇ ◇
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１７本 のぼ うで 、 ６つ の正

方 形 が で きて い ます 。 ぼ う

を ３本 うこか して 、正 方形

を ５つ に して くだ さい。 さ

あ 、 よ一 くか んが え て、 は

じめ ！

１；：：旺

なにがあるのかな ロ バ ー タ ・ Ｌ ・フ ェ ア ラ ル

い たず らね こち ゃん のお か げで 、け い とが こん

な に こん が らが っ て しまい ま した。 なに がか くれ

て い るのか 、 さが して み ま し ょ う。

３１．

て ん を む す ん で み ま しょ う 。

キャロル ・コーナー

どうけ ものの 、 うみ の ど うぶつ が で きます よ。
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とみ こちゃんのお友 だちは、み ん

なは しゃいで いました。「カキだ よ」

「ほ ら
、ヒ トデ 」 「クラゲ を見つ け

たよ」早 くしな くちゃ、そ う思 うと、

とみ こちゃん はむねが ドキ ドキ・しま

した。 ひ きしおの あいだに、なにか

をつか まえない と、海べ のかん さつ

クラブに、はいれ ないのです。 「ハ

マ グリを見つ けたよ」 と太郎 くんが

大 きな声 でいいま した。す る とさ と

う先生 が 「太郎 くんが ４ばんめ だ」

といい ました。

とみ こちゃんは思 い ました。 １ま

だだい じょうぶだわｄ けん きゅう

じ ょの あ とを りよ うした クラブのた

て もの はせ まいので 、今年 は１０人 し

かはいれないのです。

そ うだ、大 きな岩のかげには、 き

っ となにかが いるわ。 とみ こちゃん

はごつ ごつ岩や 、つ るつ るすべ るま

るい石 の上 を歩 きま した。 あっ ！ と

鑛 微嚢

麟

み こちゃん は、ぬ らぬ らした海草の

上 にころんで しまいました。 ポチャ

ン と小 さな水 たま りに水がはね まし

た。

その とき、さ とう先生が 、ふみ こ

さんの名前 をよび ました。ふみ こさ

んが ５ばんめ です。 とみ こちゃんは

うず をま く水 の中に手 を入れ ま した。

「なにか見 つけな くちゃ。 クラブに

はい りたいんです もの。・」 とみ こち

ゃん はしに もの ぐるいで した。

よい しょ、 と大 きな岩 をどけてみ

ま した。で も、岩の うらがわは、ぬ

らぬ ら して いるだけで、なに もい ま

せん で した。 とみ こちゃんは、岩 を

もとに もどそ うとしました。 す ると

整磁難
轟霧 鍵

響 一

どうで しょう。長 い、ぬ らぬ ら した

黒いへ んな ものがいたのです。

で こぼ こで、いぼだ らけで、ち ょ

うどやわ らかい ソー セージのよ うで

した。 は しっ こには、あなが あいて

いて 、そ こか ら水 とす な をす いこむ

のです。 見て いると、それは小 さな

カニ まです いこんで しまい ました。

「わあっ」 とみ こちゃん は、 びっ

くりしま した。

そこへ大 きなカニがお よいで きま

した。 とみ こちゃんは、大 きな岩の

上 に よじのぼ りま した。 カニは、ハ

サ ミをふ り立てて 、そのへんな もの

にかかって い きま した。

す るととつぜん 、そのへんな もの

は、ねちゃねちゃ したもの をあなか

らふ き出 しました。 とみ こちゃんは

びっ くりしました。ね ちゃね ちゃし

た ものが 、 とみこちゃんめがけて、

とんで くるか と思 ったのです。

とみ こちゃんは、 目をまる くして

水た ま りの中 をのぞ きこみ ま した。

麟 爵農
鐵 聾蟹 　

嚢



そのへ んな ものは、また水やす なを

す いこんでいます。 で も、はんたい

がわには、 きれ いなべ とべ とす る花

たばのよ うな ものがつ いていて、小

さな赤 いはねの よ うなものが ゆ らゆ

らしています。小 さな海の生物 をつ

か まえるのです。 そのはねの ような

ものは出た り、ひっこん だ りして食

物 をつか まえてはそれ をのみ こみ ま

す。

「もし
、あれ が口だったら、かみ

・っ くか もしれないな」と、とみ こちゃ

んは思 いま した。 でもゆ うきを出し

てちかづ きました。ぬ らぬ らしたお

なかの下 に手 を入れてみ る と、足の

ような ものが あ りました。 「きゅ う

ばんみたい。 これ でつ るつ るすべ る

岩 の上 を歩 くんだわ。」

とみこちゃんは、そっ とつかんで

み ました。 で も、 うごきませ んで し

た。 ２ばんめ の足、それか ら３ばん

め の足 をさわってみ ま した。 「あれ

っ、 こんな ところに も、ふ たつ ある」

とみ こちゃんはさけびま した。 「あ

なたはなに ？ キュウ リみ たいね。」

「．それは海のキュ ウリだ よ。 ナマ

コさ。」太郎 くんがいい ました。

「とって ごらん。 かみついた りは し

ないよ。」「１０ばん 、とみ こちゃんナ

マ コを見つ けま した。 これで しめ き

り！」と、さ とう先生が 、みんなにい

い ました。 「や つた、クラブにはい

れ るんだわ。」とみ こちゃんは うれ し

しそ うにいい ました。

太郎 くんが、 とみ こちゃんの とこ

ろヘ ハマ グ リをもってや って きまし

た。 「とりか えよう、 と りかえ よう

よ。」太郎 くんは 、や わらかいナマ コ

をもち上げ ていいま した。

「うちのお父さん、ナマ コがす き

なんだ よ。 もっていってや りたいん

３１２

、

だ 。 と りか え て くれ な い か な あ 。」

「だ め
、 わ た し の よ。 食 べ ち ゃ だ

め ！」 と み こ ち ゃ ん は 、 い い は り ま

し た。 「で も一 、 お 父 さ ん の た め だ

も の 。」太 郎 く．ん は 、 ナ マ コ を ぎ ゅ っ

と つ か み ま し た 。

す る と と つ ぜ ん 、 ナ マ コ は か た く

な り、 中 み は 水 の よ う に な っ て 、 外

に 出 て し ま い ま し た 。 そ う い え ば 、

お 父 さ ん は 、 ナ マ コ をつ か ん だ り、

い じめ た り、 お ど ろ か せ た り し て は

』い け な い と い
っ て い ま し た 。 ・

』』「
い じめ ち ゃ いや よ。 ブ ワ ブ ワ に

な っ ち ゃ っ た じ ゃ な い の 。」と み こ ち

ゃ ん は い い ま し た 。

太 郎 くん は カ ワ だ け に な っ た ナ マ

コ を す く い あ げ て あ や ま り ま し た 。

「ご め ん ね
。 ほ ん と に … ・・。 そ うだ 、

お 父 さ ん に お そ わ っ た お ま じ な い を

教 え て あ げ る よ。」

太 郎 くん は 、 と み こ ち ゃ ん に 、 こ

っ そ り と話 し ま し た 。 と み こ ち ゃ ん 『

は び っ く り し ま し た。 そ ん な お ま じ

な い な ん て しん じ ら れ ませ ん で し た 。

「ほ ん と だ よ
。 お 父 さ ん が 、 い っ

た ん だ も の 。」太 郎 くん は い い ま し た 。

そ し て 、 太 郎 くん は 、 ナ マ コの カ ワ

を 大 き な 岩 の そ ば の す な の 中 に うめ

ま し た 。

と み こ ち ゃ ん は 、 び っ く り し て だ

ま っ て 見 て い ま し た 。 「い つ 、 も と

ど お りに な る の 。」

「う一 ん 、 こ の つ ぎ の び き し お の

と き だ ね 。」太 郎 くん は や くそ く し ま

し た 。

と み こ ち ゃ ん は 、 ひ き し お の 日 ま

で 毎 日 、 海 を見 に 行 き ま し た 。

そ し て 、 む ね を お くわ く させ な が

ら大 き な 岩 の 下 に お りて 、 あ ち こ ち

を 見 て ま わ り ま し た 。 ぬ ら ぬ ら し た

と こ ろ を さ わ っ て も み ま し た。 で ．も

ナ マ コ は い ませ ん で し た 。 お ま じ な

い な ん て 、 う そ だ わ 、 と と み こ ち ゃ

ん は 思 い ま し た 。

と み こ ち ゃ ん は 、 太 郎 くん が ナ マ

コ の カ ワ を うめ た と こ ろ に 行 き ま し

た 。 そ し て 、 す な の 山 を な で て み ま

し た 。 す る と 、 指 が な に か に さ わ り

ま し た 。 す な の 上 に 、 小 さ な く だ が

出 て い た の で す 。 そ し て 、 そ れ は 水

とす な を す い こ ん で い ま し た 。

と み こ ち ゃ る は うれ し くな っ て 、

指 で す な の 中 を さ ぐっ て み ま し た 。

あ る あ る 、 小 さ な は ね の よ う な もの

が あ り ま し た 。

と み こ ち ゃ ん は 、 そ っ とす な の 山

を ほ り ま し た 。 そ し て 、 ご ろ』ん ど し

て 、 ぬ ら ぬ ら し て や わ ら か い ソ ー

セ ー ジ の よ う な ナ マ コ の 下 に 手 を 入

れ ま し た 。 と み こ ち ゃ ん は うれ し く

て 、 む ね を ど き ど き さ せ な が ら 、 ナ

マ コ を そ っ と も ち あ げ ま し た 。

「お ま じ な い は 、 ほ ん と っ だ っ た

わ 。 ナ マ コ っ て 、 ま ほ う み た い 。 ち

ゃ ん と 、 も と ど お りに な っ ち ゃ う ん

で す も の 。」

とみ こ ち ゃ ん は 、 手 の ひ ら に ナ マ

コ を の せ て 、 ク ラ ブ の た て も の に 走

っ て い き ま し た 。 「見 て ち ょ う だ い 。

ナ マ コが も と ど お りに な っ た の よ。

ま ほ うみ た い で し ょ。」

ナ マ コ は 中 み を は き 出 して し ま っ

て も 、 ま た 新 し く 自分 の 中 み が で き

る の で す 。 さ と う先 生 は 、 み ん な に

そ うせ つ め い し ま し た 。

「も うわ か っ た で し ょ う。．こ れ は

ま ほ うで は な い の で す 。 で も 、 ふ し

ぎ な こ と で す ね 。」

み ん な は 、 こ っ く り と う な ず き ま

した 。 で も 、 と み こ ち ゃ ん は い い ま

し た 。 「わ た し 、 や っ ぱ りナ マ コ は

ま ほ うだ と 思 うわ 。」



第 １４４回半期 総大会 の話

ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル 大 管 長

小さなお友だちへ

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル 長 老

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル 大 管 長

けんち く資金 をお さめ 、赤十字に

きふ をし、土 よう日の朝 、未亡 人の

家のペ ンキぬ りをして、長老定員会

をたすけてい るな らば、子 どもたち

に も、その ことを教 えな さい。そ し

て 、子 ど もたちに も実行 で きるな ら

ば 、実行 しよう とい う決意 をさせ な

さい。家族は全員、バプテスマ 、か

くにん 、せ いにんの ぎしきに、 さん

かす るこ とがで きます。 また、野 き

ゅ うのチ∵ムにはい ってい る子供 の

お うえん に行 くこ とがで きます。家

庭 の夕べ 、食事、祈 りの ときに、集

まるこ ともできます。 また、家族 い

っ しょに什分の一 をは らうこともで

きるのです。 そ して、 その ような教

えや もはんによって、美 しい原則 を

学 ぶこ とが できます。

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル 長 老

若 いみ なさん，み なさんがいつ か、

伝 道に出 るこ とにつ いて、お話 しし

たい と思 い ます。私 も、むか しはみ

な さんの ような少年 で した。みな さ

んには、ずいぶ んむか しの こ との よ

うに、聞 こえるか もしれ ませんが、

私 には、つ いこのあいだの よ うに思

えます。私 は、みなさんの生 まれ る

ず っ と前 に生 まれたのです。私に も

子 供があ りますか らこれ まで、若い

人た ちといっ じょに、た くさんの経

験 をして きました。

デ ル バ ー ト ・Ｌ ・ス テ イ プ レ ー長 老 フ ラ ン ク リン ・ Ｄ ・リチ ャ ー ズ 長 老

神の予 言者は、今 こそ私 たちが 出

て行 って、伝道 をお し進 める ときで

あ る と言われて ましたが、その とき

は今 です 。

私は、１前に若い人 と伝 道について

話 したこ とが あ ります。彼は言い ま

した。「ぼ くは行 きた くな いんです司

私は言 いま した。 「それが どうした

ので しょうか。私 たちは、あなた を

必要 として いるの です よｄ

たえず祈 るよ うに して くだ さい。

朝夕 、ひざまず いて くだ さい。．主 と

ともに、よい時間 をす ごして くださ

い。 こ う語 った若者の ように。 「教

会 の前 を とお りかか ると、私 はいつ

も中に入 ります。だか ら、私 のひつ

ぎが はこばれて きた として も、主は
『それはだれか』 とは、おたずねに

な らないで しょうｄ

フ ラ ン ク リ ン ・Ｄ ・リチ ャーズ 長 老

あ るかん とくが 、なん人かの若者

を事務所 に よんで言 いました。 「あ

る実験 をしたいの ですが 、てつだっ

て くれ ませ んか。 ひ とりの会員が家

族 の霊性 に、ゼの くらい、 えい きょ

うをあたえるか 、た しかめたいので

す。そ こで、 １ヵ月間、みな さんに

自分 の家 の、平和 の使者にな ってほ

しいのです 。この こ とは家族には言

わないで くだ さい。 しん ちょうに、

親切 に、 よ く考 えて、や ってみて く

だ さい。 もはん を示 して くだ さい。

家族 の中で、けんかや言 いあらそい

をす る人が いた ら、愛や 、一致や、

幸福 とい うよ うなかん きょ うをきず

いて、そのよ うな悪 いこ とをな くす

ことが で きます。」

これが、若者 たちにあた えられた

チ ャレンジで した。若者た ちは、み

ごとに このチャレンジをは た しまし

た。彼 らは、か ん とくに、 この よう

にほ うこ くしました。

ある若者 はこ う言 いました。 「家

庭 に、 こんなにえい きょうをあた え

ることがで きるなんて、考 えて もい

ませ んで した。先 月は、ほん とにか

わったんです よ。家族がやわていた

けんかや 、言 吟あ らそいが、そんな

にぼ くや ぼ くのたい どのせ いだった

なんてｄ

ある少女 はこ う言 いました。 「私

た ちは、ご くふつ うの家族で した。

わが ままを通 そ うとして、毎 日、小

さない さか い をして いました。で も、

私 が兄弟姉妹 といっ しょに働 きは じ

め ると、そ っい っこ とは少 な くな っ

て、家庭 にす ば らしいふん いきが う

まれたのです。 自分 の家 を平和なふ

んい きでつつ もうと思 った ら、ほん

とに こうしなければ ならな いんです

ねｄ

デルバー ト・Ｌ ・ステイプレー長老

小 さな子 どもの うちか ら、 よい し

ゅうかん を身につけ ていれば、それ

が、 しょうらいの生活の も といとな

り、しょうらいの生活 をささえます。

３１３
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ア ン は 日本 に 来 て か ら、 ま た １年 に

しか な りませ ん 。 き ょ っは 、 ア ン に と

って 、 は しめ て の た な は た で す 。 ア ン

は うれ し くて た ま りませ ん 。 ま さ な り

くん の家 に よ は れ て い る の て す 。

ア ン か 行 く と、 ま さ な り くん の お 母

さん か 、 げ ん か ん の 戸 をガ ラ カ ラ と あ

け て 、 「い らっ し ゃ い ませ 、 ア ン ち ゃ

ん 」 とい い ま した 。

ア ンは 家 の 中 に 入 る 前 に 、 ふ み石 の

とこ ろ で くつ をぬ き ま した 。 そ して ス

リ ノパ をは い て 、 パ タパ タ とろ うか を

歩 き ま し た。 学 校 の お 友 た ちか い っぱ

い来 て い ま した 。 け い こ ち ゃ ん も、 ま

さ な り くん も， た たみ の 上 に す わ って

七 色 の お り紙 て た な は た の か さ り を作

っ て い ます 。

「い ら っ し ゃい
、 お し えて あ け ま し

ょ う」 と ま さ な り くん の お 母 さ ん か い

い ま した 。 お母 さ ん は 、 お り紙 で カニ

を作 って い ま した 。

さ い し ょに 、 お 母 さん は 、 み ん な か

よ く知 っ て い る と うふ つ の 作 りか た を

お しえ て くれ ま し た。 み ん な は赤 い大

や 、 む ら さ き色 の ね こ を作 り ま し た。
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そ して 、 お も し ろ いカもお をか き ま した 。

け い こ ち ゃ ん は 、け ん こ ろ うを作 り

ま し た 。

「ね え 、 そ うか て きた よ」 と しろ う

くん か い い ま した 。

「わ た し
、 ち ょ うち ん を作 っ た の よ」

とけ い こ ち ゃ ん 。

み ん な ア ン よ り も、 す っ と早 く作 っ

て し まい ます 。 しろ う くん は 、 ア ン の

手 の ひ ら に 、 きれ い な 鳥 をの せ て くれ

ま した 。 「こ れ は 、 お りつ る っ て い う

ん た よ。 つ る っ て い うの は 白 くて 、 は

ね の先 か 少 し赤 い鳥 な ん だ 。 夏 に な る

と 日本 に や っ て くる の さ。 つ る は 、 長

生 き と こ うふ くの 鳥 な ん た 」 と し ろ う

くん は い い ま した 。

た た み の上 は 、 お り紙 て い っ ぱ い に

な り ま し た。 お りつ る 、 カ メ 、 ふ ね 、

カエ ル 、 そ れ か ら 、 ち ょ う ち ん も あ り

ます 。 そ こへ 、 お 母 さ ん か 竹 を も っ て

きま した 。 み ん な は 、 お り紙 の ふ ね や

カエ ル を竹 に つ け ま した 。 「ま あ 、 ほ

ん とに きれ い た わ 」 とお 母 さ ん 。

そ れ か ら 、 お 母 さ ん は 、 お ほ し さ ま

の い い つ た え を話 して くれ ま した 。
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高 い 、 高 い お 空 の 上 に 、 か わ い そ う

な お ほ し さ ま か 、 ふ た つ か か や い て い

るの 。 ふ た つ の ほ しは 、 とて もあ い し

あ っ て い るの た け れ ど 、 あ まの 川 か あ

るの で会 え な い の 。 て も、 一 年 に一 か

い 、 こん や た け 、 あ ま の 川 を わ た って

会 う こ とか て き る の よｄ

く ら くな っ た の て 、 み ん な 外 へ 出 ま

した 。 きれ い な か さ り をつ け た竹 を高

くさ し上 け な か ら 、み ん な で 「ほ し ま

つ り」 の うた を う た い ま し た。 た な は

た の か ざ りか 、 夜 空 に さ ら さ ら と ゆれ

ま し た。

（お りか た ）

犬 １． ます 、三 か くに お りま す 。

２． 左 は し を 、 図 の よ う に お りさ

け ま す 。

３． 右 は し を 、 図 の よ うに お りさ

げ ま す 。

４． 上 と下 を 、 図 の よ っ に っ らに

お り ます 。

５． え ん ぴ つ で 、 か お をか き ます 。

ね こ １． ま す 、 三 か く に お り ま す 。

２． 上 は しを 、 図 の よ うに お りさ

け ます 。

３． 右 は しを 、 図 の よ うに お りあ

け ます 。

４． 左 は しを 、 図 の よ うに お りあ

け ます 。

５． う らか え しに し て 、 か お をか

き ます 。

げ ん ご ろ う

１． ます 、三 か くに お ります 。

２． 上 の 一 まい を 、 図 の よ うに お

りあ げ ます 。

３． て ん せ ん か ら 、や じ る しの よ

う に お りさげ ます 。

４． そ うす る と 、 図 の よ うにな り

ます 。

５． う ら か え しに して 、 両 は し を

図 の よ うに お り ます 。

６． で きあ か り

ぞ う １． 図 の よ うに 、両 は し を た い か

くせ ん に あ わせ て 、 お り ます 。

２． まん 中 か ら 、ふ た つ にお りま

す 。
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３． とか っ た ほ うを 、 図 の よ うに

お り ます 。

４． ま ん 中 か ら ひ ら きな か ら、 図

の よ うに お りま す 。

５． て んせ ん か ら、 う らか わ に お

り ます 。

６． さ き を、 図 の よ うに お りさ け

ます 。

７． あ しや ど うを切 りぬ き 、 目 を

か き ます 。

ち ょ うち ん

１． 両 は し を 、 まん 中 の せ ん に あ

わせ て お ります 。

２． ４つ の か ど を、 図 の よ うに お

り ます 。

３． 上 と下 の 三 か くに な っ た と こ

ろ を、 う らに お ります 。

４． も う一 ど 、 ４つ の か ど を、 図

の よ う に お り、 う らか え し に

し ます 。

５． 上 と下 の 四 か くの とこ ろ を 、

図 の よ うに お りひ ら き ます 。

６． ほ ら、 で きた て し ょ う。
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旧約聖書全体 を通 して、

その実力や重要 さか らいっ

て、イスラエルは主要国か 』

ら問題 にされるほどの国家

だったのですか。それ とも 、

実際 は盛衰する地方の小勢

力で しかなかったので しょ
うか。当時 、イスラエルに

悩 まされた大国 はあったの
ですか。

ブ リガム ・ヤ ング大学 古代聖 書 学教 授

エ リス ・ Ｔ ・ラ ス ム セ ン

◇ ◇

ここで与 え られ てい る解答 は、

疑 問解決 の一助 とな るもので あ

り、教会 の教義 と して公式 に宣

言 されてい るもので はない。

◇ ◇

覧

イ ス ラ エ ル は 非 常 に 小 さ な 国 で した

が 、 ダ ビ デや ソ ロ モ ンの 時代 （紀 元 前

１０００年 か ら ９３０年 の 頃 ） に は 隣 国か ら

す で に 一 目置 か れ る よ うに な ’りま し た。

ア ッ ス リヤ の 王 シャ ル マ ネ セ ル ２世 や

セ ナ ケ リブ の 記 録 に よれ ば 、 イ ス ラエ

ル は そ の 後 も中 東 の 列 強 支 配 者 た ち の

関 心 の 的 とな っ て い ま した。紀 元 前 ８５０

年 か ら ７００年 まで の １世 紀 半 の 問 に 、

イ’ス ラ エ ル 征 服 の 試 み が何 回 も行 な わ

れ て い ます 。 事 実 イ ス ラエ ル を 含 む 小

国 が連 合 して 、 カ ル カル の 戦 役 （紀 元

前 ８５４年 ） で は ア ッ ス リヤ の勢 力 拡 大

に 歯 止 め をか け て い ます 。 ア ヅ ス リヤ

と い う大 国 が 再 び 触 手 を動 か す まで 、

そ の 後 １０年 もか か りま した。

北 の イ ス ラエ ノＵ Ｏ支 族 と南 の ユ ダ 王

国 は 、北 の イ ス ラエ ル 王 国 が 紀 元 前 ７２２

年 に ア ッ ス リヤ の サ ル ゴ ン ２世 に よ っ

て 征 服 され 、 そ の 住 民 が 討 た れ た と き

ま で 、 時 々 ア ッス リヤ に貢 ぎ を 強要 さ

れ て い ま した。 しか し、ユ ダ王 国 は 、

予 言者 イザ ヤ と善 王 ヒゼ キ ヤ を 通 じ て

主 に助 け られ 、 ア ッ ス リヤ 王 セ ナ ケ リ

ブ の エ ル サ レ ム 攻 撃 を み ご と退 け ま し

た。 （列 王 下 １８：１９参 照 ）

ユ ダ 王 国 に 目 をつ け た そ の 次 の 大 国

は バ ビ ロ ニ ア で す 。 バ ビ ロニ ア が ア ッ

ス リヤ 軍 を打 ち破 っ て いた と きに （紀

元 前 ６２０－ ６０４年 ）、 エ ジプ トが 帝 国

の 一 部 を我 が もの に し よ う とユ ダ王 国

に 進 軍 して き ま した。 それ に 対 し て ユ

ダ の 王 ヨ シヤ は抵 抗 し ま した が 、軍 は

散 ら さ れ 、 自分 も殺 され て し ま い ま し

た。 しか しユ ダ に お け るエ ジプ トの 勢

力 は 短 命 で し た。 エ ジプ トの パ ロ ・ネ

コは ま もな くバ ビ ロニ ア に征 服 さ れ 、

バ ビ ロ ニ ア は 紀 元 前 ６０７年 か ら ５８７年

の 問 に何 回 もユ ダ を配 下 に 置 こ う と試

み 、つ い に 平 和 的 に ユ ダ を 従 属 させ 、

貢 ぎ を 取 り立 て る よ うに な りま した 。

ユ ダ の指 導 者 た ち は 次 々 国 外 に追 放 さ

れ ま した。 そ して エ ゼ キ エ ル や ダ ニ エ

ル はバ ビ ロニ ア で 実 際 に予 言 活動 に 携

わ っ て い ます 。

ユ ダ に 注 目 した 次 の 国 家 は ペ ル シャ

で す 。 ペ ル シ ャ王 ク ロ ス は バ ビ ロ ニ ア

を征 服 した （紀元 前 ５３９年 ） あ と、 捕

虜 とな っ て い たユ ダヤ 人 をユ ダ や エ ル

サ レ ム に 帰 す の が よ い と考 え ま し た。

それ で 、 エ ズ ラや ネヘ ミヤ や 、ハ ガ イ 、

ゼ カ リヤ とい っ た 予 言者 た ちの も とで 、

再 び 小 国 家 が 建 設 さ れ た の で す 。

マ ケ ドニ ア の 大 帝 国建 設 者 ア レ キ サ

ン ダ ー 大 王 は 、 ユ ダ の神 と人 民 を尊 重

し、 ユ ダ の 国 に 大 幅 な 自 治権 を与 え ま

した 。 しか しそ の 帝 国 が 分 裂 し た後 、

セ リュー カ ス 王 朝 の 統 治 者 とユ ダヤ 人

の 問 に大 きな 戦 いが あ り、マ カベ ア 戦

争 で そ れ が 終 結 し ま した 。（紀 元 前 １６４

－６４、マ カベ ア 第一 、 第 二 書 を参 照 の

こ と）

ユ ．ダ は事 実 上 の独 立 を勝 ち取 りま し

た 。 今 度 は 内乱 が も とで 、 マ カベ ア族

の 最：後 の 後 継 者 で あ るふ た りの 王 子 が

ロー マ に援 助 を求 め ま した。 そ こ で ロ

ー マ は 自力 で 聖 地 を制 圧 し ま し た。 し

か し力 あ る ポ ≧ペ イ ウ ス で さ え も、 エ

ルサ レム を 包 囲 し突 入す る ま で ３ヵ 月

もか か り、 とて も手 こず りま した。 （紀

元 前 ６３年 ）

紀 元 前 ６６年 か ら７０年 に か け て 、 ロー

マ は 再 度 エ ル サ レム 支 配 をめ ざ して 包

囲攻 撃 をか け 、ヴェ スパ シア ヌス とテ ィ

トゥ スの 指 揮 下 に ユ ダ と戦 い ま した 。

ま た １３２年 か ら １３５年 に は 、 ハ ド １／

ア ヌ ス帝 が エ ル サ レム を 包 囲 し ま した。

この と きの 戦 い は偽 の メ シヤ バ ル ・

コ クバ に対 す る もの で し た。 こ う して

エ ル サ レム は ま た も破 壊 さ れ 、 ロー マ

の 町 と して 再 建 さ れ 、改 称 され て 、 紀

元 ６３５年 まで ロー マ の 支 配 下 に あ り ま

し た。

こ の よ う に 、 イ ス ラ エ ル とイ ス ラエ

ル か ら分 か れ た ユ ダ は ご く小 さ な 国 で

した が 、何 世 紀 に も わ た っ て 、 中 東 の

大 国 の 注 目 を集 め 、 そ の 数 ヵ 国 は 征 服

に 骨折 っ た こ とが 明 らか で す 。

また 、現 在 、 将 来 と もに 強 国 が イ ス

ラ エ ル や イ ス ラエ ル 国 民 に 手 を焼 き 、

や が て は そ こに メ シ ヤ に よ る義 の 統 治

が 確 立 さ れ る こ とで し ょ う。
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１９７４年 １０月 ６日 （日）第 １４４回半期総大会午前の部 における説教

「しも べ は

聞 き ます」

世 の初めから、主 は地上の王国の大

切な務めに汚れのない若者を召 して こ

られた。

七十人最高評議員会会長

Ｓ ・デル ワース ・ヤング

私 は 、 お となへ の道 を踏 み 出 した ば

か りの少 年 た ち に話 を し た い と思 う。

歴 史 を顧 りみ る と、 主 な る神 は 永 遠

の 目的 の た め に 立 派 な指 導 者 を訓 練 し

よ う とす る とき 、躊 躇 な し に少 年 た ち

を選 ん で 、 彼 ら を 召 し、 油 を 注 ぎ、 備

え を させ 、 成 長 の 暁 に は 定 め られ た務

め に彼 ら を送 り出 して こ られ た 。

私 た ち は だ れ で も、 ヨセ ブ に つ いて 、

彼 が 奴 隷 とな り、夢 を釈 き明 か す 予 言

の賜 を受 け 、 ま た ポ テ パ ルの 妻 か ら大

き な誘 惑 を受 け た と きに 、 いつ の世 に

も変 わ らぬ 若 者 の模 範 を示 して 「外 に

のが れ 出 た 」 （創 世 ３９：１２）話 を知 っ て

い る 。 また 、 彼 が 自分 の 民 を 飢餓 か ら

救 っ た こ と も。

ヨセ ブ が 穴 に うず くま って 、兄 た ち
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の 意 地 悪 い 顔 を恐 ろ しげ に 見 上 げ た と

き に 、 ま た 自分 を買 お う と い う異 国 の

商 人 た ちの 顔 を 見 た と きに 、 い っ た い

ど ん な 思 い だ っ た だ ろ うか と私 は 時 折

考 え る 。 しか しそ の 苛 酷 で 悲惨 な 状 況

も、主 に 対 す る 信頼 に よ っ て 良 い もの

に変 わ った 。 そ して 従 順 に よ る その 信

頼 は 、 後世 に お い て 全 人類 に益 す る こ

ととなっ た。ヨセ ブ に 長 子 の特 権 が 約 束

さ れ 、 約 束 の地 が 与 え られ た の で あ る 。

さて 、 こ こ で キ リス ト生 誕 前 千 年 の

昔 に か え っ て 、 古 代 イ ス ラエ ル の 地 の

少年 サ ム エ ル が 眠 っ て い る神 殿 の 部 屋

に 入 って み よ う。 サ ム エ ル を呼 ぶ 声 は

私 た ちに 聞 こ え な い だ ろ うが 、 彼 が 起

きて エ リの と こ ろへ 行 き、 自分 を呼 ん

だ か ど うか と尋 ね て い る様 子 は 見 え る

で あ ろ う。 エ リは 何 回 もサ ム エ ル に尋

ね られ て い ぶ か し く思 っ て い るが 、や

っ とサ ム エ ル を呼 ん だ御 方 が だ れ で あ

る か を悟 っ た 。 ３度 目に起 こ され たエ

リは 、この よ うに 言 っ て い る 。 「行 っ て

寝 な さ い 。 も しあ な た を 呼 ば れ た ら、

『し もべ は 聞 き ます
。 主 よ、 お 話 し く

だ さ い』 と言 い な さ い 。」 （サ ム エ ル上

３ ：９ ） あ な た 方 も私 も 、 キ リ ス ト

が 来 られ る千 年 も前 、す な わ ち主 が 教

えや 賞 賛 や 叱 責 や 認 容 を は っ き ワ した



言 葉 で語 られ る とい うこ と を皆 が 知 っ

て い る時 代 に い る こ と を、 考 え て み て

ほ し い。もち ろ ん 、 「で もサ ム エ ル は 予

言 者 に選 ば れ たの だ」 と考 え る こ とで

あ ろ う。

主 が 汚 れ の な い 少年 を選 ん で 、 その

少 年 が 普 通 一 般 の 人 が 「真 理 」 とみ な

して い る事 柄 を学 ぶ 前 に 、本 当 の 真 理

を彼 に教 え られ る こ と を思 う と、 私 の

胸 は 高 鳴 る。 主 が 予 言 者 た ち の心 に 、

哲 学 者 の 思 想 で は な く、 彼 らに考 え て

ほ しい こ と 、言 っ て ほ し い こ と を植 え

つ け られ る こ とは御 承 知 で あ ろ っ。 イ

ザ ヤ に 言 わ れ た 言葉 を思 い 出 して い た

だ きた い 。

「わ が 思 い は
、 あ な た が た の 思 い と

は 異 な り、わが 道 は 、あ な たが た の 道 と

は 異 な っ て い る と主 は 言 わ れ る。」 （イ

ザ ヤ ５５：８）

サ ム エ ル の場 合 に 、 主 は 人 の 思 い で

は な く主 の 思 い を語 られ た 。 サ ム エ ル

は主 の み 声 を 聞 い た 。 そ の 日、 サ ムエ

ル が 主 の み 声 を 何 度 か 聞 い た あ とで主

の み 姿 を見 た こ と を知 っ て 、 あ な た方

は さ ぞ驚 い た こ とで あ ろ う。（サ ム エ ル

上 ３ ：２１参 照 ）

も しサ ムエ ル が 、 聖 所 や エ リ とい う

保 護 を持 たず に 主 の み 声 を聞 い た と街

頭 で 宣 言 した ら、 サ ム エ ル は い っ た い

ど う な っ て い た だ ろ うか 。 ま た 、 も し

サ ム エ ル が 見 ず知 らず の 少年 と して エ

リの 家 の 戸 を叩 き、 エ リに伝 え る こ と

が あ る と言 っ た ら 、エ リは ど う返 答 し

た だ ろ っか 。

サ ム エ ル が 主 の 霊 感 に よ り、エ ッサ

イの ほか の 息 子 を差 し置 い て 、 ダ ビデ

を イ ス ラ エ ル の 王 に 召 そ う と した と き 、

ダ ビデ は 父 の 羊 を飼 う一 介 の 少 年 に過

ぎな か っ た 。 そ の くだ り を読 む 人 は 、

主 が ダ ビ デ を深 く愛 して お られ た こ と 、

彼 を召 した の は 神 で あ る と い うこ とに

何 の 疑 い も持 た な い 。

さ て今 、 ３人 の 主 の僕 を紹 介 した が 、

環 境 と方 法 こそ 違 え 、 い ず れ も主 に選

ば れ 、 召 さ れ た 少 年 で あ る。 こ の 話 を

す る の は 、 お と な に な ろ う と して い る

少 年 た ち が そ れ ぞれ に主 か ら 召 され た

こ とを 、 今 一 度 思 い起 こす ため で あ る。

少 年 た ち は 直 接 の 啓 示 に よ っ て 、 主 が

神 に ま し ます こ と、 主 は は っ き り した

姿 を持 つ 実 在 の 御 方 で あ る こ と、 理 解

で き る 言葉 で 話 を して 下 さ る こ とを知

っ た。 また 、主 な る神 が 不 変 の 御 方 で

あ る こ と を も、思 い 起 こ そ うで は な い

か 。 主 は ３，６００年 の 昔 も、今 も、 そ し

て 永 遠 に 同 じで あ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは 、主 の み 言 葉 を

聞 い た と き 、１４歳 の 少 年 で あ っ た。 主

が 人 に 話 を され て か ら 久 し く、 １，８００

然 的 に 、誤 りに も気 づ くこ と とな っ た。

そ して教 会 の 慣 習 が 本 に 書 か れ て い る

原 則 とひ ど くか け 離 れ て い る こ とに 驚

くの で あ る。 彼 らは 決 然 と して 抗 議 し

た 。従 うの を拒 否 して 命 を捨 て た者 も

多 か っ た。 以 来 次 々 と、主 の 教 え に対

して プ ロ テ ス タ ン トの 解 釈 が 生 まれ て

きて い るＤ 実 際 に 今 も、 自分 は 召 さ れ

た と思 い た っ て 新 しい教 会 を創 る 人 が

あ り、 そ れ が 認 め られ て い るの で あ る。

１８１９年 の 冬 か ら翌 年 の 春 にか け て 、

年 近 くが 過 ぎて 、状 況 は昔 と違 っ て い

た 。 学 者 が 啓示 を読 み 、複 写 し た際 に 、

人 を導 く神 の み た ま に よ らず 、 理 性 に

よ って 解 釈 した の で あ る。

そ も そ も古 えの 予 言 者 の 時 代 は 、受

け た 啓 示 を 羊 皮 紙 に書 き、 それ を巻 き

物 に し て保 存 して い た 。巻 き物 の複 写

は 、 筆 写 者 が苦 心 して 書 き写 す 方 法 し

か な か っ た 。 一 字 の 間違 い もな く筆 写

す るの は ほ とん ど不 可 能 と い う もの で

あ る。 従 っ て 、 筆 写 した もの か ら また

筆 写 す る とい うふ うに １，４００年 近 い 時

を重 ね る につ れ 、 だ ん だ ん と間違 い が

ふ えて い っ た 。 そ う して 多 くの誤 りが

生 じた こ とは容 易 に理 解 で きる 。

や が て 印刷 術 が 普 及 して 書 物 が 広 く

ゆ きわ た る よ う に な る と、 人 々 は 、 必

ニ ュー ヨー ク州 パ ル マ イ ラ で も幾 つ か

の 宗 派 が 活 発 な抗 議 の 動 き を示 して い

た 。 各 派 の牧 師 は そ れ ぞれ に 自派 の解

釈 が 正 しい こ とを地 域 の 住 民 に納 得 さ

せ よ う と努 め 、 多 くの 人 が 彼 らの 言 葉

を受 け 入 れ た 。

ジ ョセ ブ ・ス ミス も救 い の平 安 を見

出 した い と思 っ た が 、 どの 教 会 が正 し

いの か わ か ら なか った 。 彼 は少 年 な が

ら 、教 義 や 儀 式 が この よ うに違 っ て い

て は 全部 が正 しい は ず は な い と考 えて

い た 。 そ う し て い る と き に 、ヤ コブ 書

の 中 か ら、 「あ な た が た の うち 、知 恵 に

不 足 して い る者 が あ れ ば 、幽そ の 人 は 、

とが め もせ ず に惜 しみ な くす べ て の 人

に与 え る神 に 、願 い 求 め るが よい 。 そ

うす れ ば 、与 え られ るで あ ろ う」 （ヤ コ
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ブ １ ：５ ） とい う聖 句 を読 ん だ の で あ

る 。 そ の 言 葉 は 、 主 の み 声 が サ ム エ ル

を動 か し た よ っに 、 ジ ョセ ブ ・ス ミス

を動 か し た。

こ れ は 読 む 人 に安 ら ぎ を与 えず に は

お か な い 聖 句 で あ る。 多 くの 人 は こ の

勧 告 に 従 い 、知 恵 を求 め た 。 そ して 信

仰 あ る者 は知 恵 を得 て きた 。 だ が ジ ョ

セ ブ の 場 合 、霊 感 は は る か に 強 烈 で あ

っ な 。 彼 は知 恵 の み な らず 知 識 を も受

け る こ と とな った の で あ る。

この 地 上 の 歴 史 を考 え て み る と、偉

大 な 出来 事 が 起 こ る に は 必 ず そ の 時 が

定 め られ て い る こ とが わ か る。 神 の カ

に よ り定 め られ 、 規 定 され 、備 え られ

た 事 柄 は 、 引 き延 ば さ れ る こ とは な い

の で あ る 。例 えば 、 イ ス ラエ ル の 民 が

エ ジ プ トを出 た と きの こ とを考 え て み

る と、 だ れ ひ と り と して そ れ を止 め る

こ との で き る者 が い な か っ た こ とに 気

づ く。 そ れ で もあ え て 阻 止 し よ う と試

み た者 た ちは 悲 惨 な 目に 遭 っ て い るの

で あ る 。 また 時 の絶 頂 に は 予 言 者 の 語

っ た約 束 が 成 就 し、 驚 くべ き出 来事 が

起 こ っ た 。 天 使 の訪 れ を受 け た マ リヤ

は 、 突 然 、 神 の御 子 の 母 に な る こ とを

告 げ られ 、 ま た エ リサ ベ ツ は 、 この 偉

大 で か つ 高 尚 な 出 来事 に あ っ て 自 らの

果 た す役 割 を告 げ知 ら さ れ た 。 そ して

こ の こ とが 初 め て 公 に さ れ る に あ た っ

て 、 天 使 は 身分 の 低 い羊 飼 い た ち を訪

れ て それ を告 げ た 。 しか し彼 らは 、天

の み 使 い た ち が神 を賛 美 して 歌 うの を

聞 い ただ け で あ っ た。

そ して １８２０年 、 時 は巡 っ て きた 。 末

日で あ る 。 そ の こ とは 、 す で に数 々 の

予 言 者 た ち が 言 明 し て い た 。 ジ ョセ ブ

は 父 が 新 た に切 り開 い た 農 場 を 、 うね

を巧 み に跳 び 越 え なが ら横 切 り、 古 び

た垣 を乗 り越 えて 森 へ 入 って 行 っ た 。

そ して丘 を登 りな が ら人 目 につ か な い

とこ ろ を見 つ け る と、 そ の 心 の 中 に あ

る思 い を主 に 打 ち 明 け た の で あ る。

突 如 天 よ り降 っ た 大 い な る光 は 、神

の属 性 に 関 して約 １，８００年 の長 き に わ

た り 人々 が 抱 い て い た 誤 っ た考 え を消

散 させ る も の で あ っ た 。 そ こに は 全 人

類 の 天 父 な る神 が 筆 舌 に尽 くし難 い栄

３２０

光 に 包 まれ て 立 ち た まい 、 ま た そ の 傍

らに は 、復 活 し栄 光 を受 け た も うた 主

イ エ ス ・キ リス トが 立 っ て お られ た の

で あ る。 ジ ョセ ブは 御 二 方 が そ れ ぞ れ

別 の 御 方 で あ る こ と を 目に し、 さ らに

人 が ま さ に神 に 似 せ て造 られ た こ と を

知 っ た。 永 遠 の 父 な る神 は こ う語 られ

た 。 「こ は わ が 愛 子 な り、彼 に 聞 け 。」

（ジ ョセ ブ ・ス ミス ２ ：１７） ジ ョセ ブ

は 耳 を傾 け た 。

ジ ョセ ブ に 告 げ知 ら され た こ とは 、

この 地 上 に 真 の 教 会 は 全 くな く、 す べ

て 堕 落 して し ま っ て い る こ と、 ま た神

に 代 わ っ て 語 る権 威 を持 つ 者 が い な い

ため にす べ て 誤 っ て 導 か れ て い る とい

う こ とで あ っ た。 そ の 早 春 の 日、 彼 は

多 くの大 切 な 真 理 を知 ら さ れ 、 自 らが 、

この 地 上 に お け る真 の 教 会 の 回 復 の 器

とな る こ と を知 っ た の で あ る。

ジ ョセ ブ は そ の 日の 午 後 、 家 に 帰 っ

てか ら両 親 に そ の 日受 け た示 現 に つ い

て語 ρ た が 、 こ こで も うひ とつ の 奇 跡

が 起 きた 。 彼 の 父 、 母 、 そ れ に 兄 弟 姉

妹 ま で が 彼 の 言 葉 を信 じた の で あ る 。

とこ ろ が 驚 い た こ と に 、他 の 人 々 に話

す と、 彼 ら は信 じな い ば か りか 気 が 変

に な っ た の で は な い か と ジ ョセ ブ を 馬

塵 にょ た 。 こ れ は 一 介 の 少年 に とっ て

耐 え 難 い迫 害 で あ る。 主 の 道 を求 め る

方法 に つ い て親 切 に 教 え て くれ た牧 師

さ え 、 ジ ョセ ブ に 痛 烈 な 皮 肉 を浴 びせ 、

こ きお ろ した の で あ っ た 。 そ して お と

な に な り 、予 言 者 と して の 資 格 を具 え

る よ う に な る頃 か ら、 彼 は常 に悪 口 、

あ ざけ り、 暴 力 と共 に あ っ た 。 しか し

ジ ョセ ブ は 、 サ ム エ ル が 主 の み声 を聞

い た と確 信 して い た よ う に 、 自分 も御

父 と御 子 の み 姿 を 目に し 、 そ の み 声 を

耳 に した こ とを常 に 自覚 して い た の で

あ る。

ジ ョセ ブ は 自分 と同 じ名 を もつ 古 代

の 予 言 者 ヨセ ブ の よ う に 、 自 らの 道 を

進 ん だ 。 主 は彼 を主 の 器 と して 、道 で

あ り真 理 で あ り光 で あ る 天 の 教 義 を お

与 え に な っ た 。 そ れ は天 父 な る神 の住

ま い に 帰 る道 を指 し示 す もの で あ り、

天 父 の 息 子 、娘 と し て 、 私 た ちが 天 父

の もて るす べ て の もの を、 永 遠 の生 命

に 至 る まで 受 け 継 が せ て くれ る もの で

あ っ た 。

主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して 、 ひ

とつ の 奇 跡 的 な証 拠 を授 け られ た 。 そ

れ は偏 見 を持 た ず に 研 究 す るす べ て の

人 に とっ て 確 か な し る し とな る もの で

あ る。 そ の 証 拠 とは イエ ス ・キ リス ト

に つ い て 、 ま た イ エ ス の 古 代 ア メ リカ

の 人 々へ の 訪 れ に つ い て 記 さ れ た モ ル

モ ン経 と呼 ば れ る 書 物 で あ る 。 これ は

人 が 作 った 証 拠 で は な い。 主 の もの で

あ る。 翻 訳 の も と とな っ た金 版 の 存 在

は 、 そ れ を見 た １１名 の 人 々 に よ って 証

言 さ れ た 。 彼 らは今 日す べ て の 人 々 に

そ の証 を し て い る。 ま た さ らに その 中

の ３名 は 、主 の み 声 が こ の古 代 の 記 録

は 「神 の 賜 と能 力 に よ っ て」 翻 訳 さ れ

た もの で あ る と語 りた も うた と証 し て

い る。（モ ル モ ン経 の 三 人 の 見証 者 の 証

言 よ り）

私 た ち は地 上 の す べ て の 人 々 に 、 こ

の証 を試 して み る よ うに お 勧 め した い 。

モ ル モ ン経 を手 に 入れ 、真 理 を知 りた

い とい う望 み を抱 きな が ら読 ん で い た

だ きた い 。 ひ と りの予 言 者 が 語 っ た よ

うに 、 心 の 中 に 深 く考 えた 後 に そ れ が

真 実 か ど うか を主 に尋 ね る な ら ば 、 主

は 「聖 霊 の 力 に よ っ て この 記 録 が 確 か

な もの で あ る こ と をあ な た た ち に示 し

た も うに ち が い な い 。」 この 試 し を行

な えば 、 あ な た は近 代 の 予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス が 真 実 予 言 者 で あ っ た こ と

を知 る で あ ろ う。 そ して 聖 霊 の 力 に よ

っ て真 理 を知 っ た あ な た は 、神 の 王 国

に 入 り、 主 イエ ス ・キ リス トな るエ ホ

バ の大 い な る安 息 に 入 る ま で 、 す な わ

ち末 日聖 徒 に加 わ る ま で は安 息 を得 る

こ とが な いの で あ る。

こ の 地 上 の 王 国 の 権 威 と権 能 は スペ

ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボー ル大 管 長 の 上 に

置 か れ て い る 。私 は 厳 粛 な 気持 で証 し

た い 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は予 言 者 で あ

っ た 。 そ して今 、 キ ン ボ ー ル 大 管 長 は

神 の 予 言 者 で あ る。 イ エ ス ・キ リス ト

の み 名 に よ り、 ア ー メ ン。
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入福の教 え

まことの弟子 は入福 の教えで説 かれた特質を具えている。

十 二使 徒 評 議 員 会 補 助

０ ・レ ス り一 ・ス トー ン

救 い 主 は こ の 世 で導 き と恵 み を施 す

業 を始 め た初 期 の こ ろ 、 ガ リ ラヤ の 海

を見 下 ろす 丘 で 、 １２人 の 弟 子 と熱 心 な

大 勢 の群 衆 に 山 上 の垂 訓 を与 え られ た 。

こ の垂 訓 の 一 部 は 「八福 の 教 え 」 と言

わ れ 、 現 在 も貴 ば れ て い る。（マ タ イ ５

：１－ １１参 照 ） こ の教 え に つ い て 少

し話 した い と思 う。

八 福 の教 え は 主 の 教 えの 真 髄 を な す

もの で あ り、主 の 精 神 と生 き方 が そ こ

に 見 られ る。 主 が これ を説 か れ た 目的

は 、弟 子 た ち に教 え を授 け 、福 音 を よ

く理 解 させ る こ とで あ っ た 。 そ れ は 、

キ リス トの ま こ との 弟 子 は こ れ らの 特

質 か ら成 る性 格 を持 た な け れ ば な ら な

い か らで あ る。

八 福 の教 え の最 初 は 、 マ タ イ ５ ：３

に 見 られ る。 「こ こ ろ の 貧 しい 人 た ち

は 、 さ い わ い で あ る 、 天 国 は彼 らの も

の で あ るｄ

「こ こ ろが 貧 しい 」 とは
、 ど っ い っ

意 味 で あ ろ うか 。 す な お で 熱 心 に 学 ぼ

う とす る謙 遜 さ の こ とで あ ろ っか 。 自

ら を霊 的 に 貧 しい と考 え て い る 者 は 、

主 に 自分 の 必 要 を満 た して 下 さ る よ っ

に 願 い つ つ 主 に近 づ く。 主 を信 じ る者

は 主 の 律 法 を学 び 、 主 に従 う よ う精 励

す る。 こ う し て こ れ らの 者 は 、主 が 約

束 して お られ る大 き な祝 福 に あ ず か る

者 と な る の で あ る。 す な わ ち 、救 い と

昇 栄 と、 神 の あ らゆ る賜 の 中 で最 大 の

もの で あ る永 遠 の 生 命 を授 か る の で あ

る。（教 義 と聖 約 １４：７参 照 ）

「悲 しん で い る人 た ち は 、 さい わ い

で あ る 、 彼 らは 慰 め られ る で あ ろ うｄ

（マ タ イ ５ ：４）

悲 しむ 者 は 、 そ の 悲 しみ の 中 に 神 の

み こ こ ろ を見 る とき 、 慰 め られ る で あ

ろ う。 主 は次 の よ っに 言 っ て お ら れ る。

「す べ て 重 荷 を負 うて苦 労 して い る者

は 、 わ た し の も とに きな さ い 。 あ な た

が た を休 ませ て あ げ よ う。 」 （マ タ イ

１１ ２８）

私 た ち が 常 に 心 に 留 め て お か な け れ

ば な ら な い こ とが あ る。 そ れ は 、 永 遠

の行 く末 に備 え るた め 、 訓 練 の一 部 と

して 主 が 私 た ち に数 々 の 問 題 を与 え 、

そ の 解 決 を私 た ち 自 身 に 委 ね て お られ

る と い う こ とで あ る。

あ る作 別 一 っに語 っ て い る。

「あ ら ゆ る ＝苦難 と不 幸 が 人 生 か ら取 り

去 られ た ら、 わ れ われ は どり よ うな 人

間 に な る だ ろ うか 。 も し も苦 難 が 入 生

か ら除 か れ た ら、 強 く、 気 高 く、 高 潔

で 、 思 いや りあ る人 間 に 成 長 す る こ と

は不 可 能 で あ る と思 うｄ

私 た ち は 悲 しい事 態 に 直 画 して ゐ 心

をい じけ させ な い よ うに しな け れ ば な

らな い。 信 仰 を保 ち 、祈 り を通 じて 主

に 慰 め を 求 め な け れ ば な らな い。 私 た

ち に は祝 福 が 約 束 され て い るか らで あ

る 。 重 荷 を負 う者 は 、信 仰 と 自分 の行

な い に よ っ て 、 ま こ との福 音 の慰 め を

知 る と きに 、 幸 せ を得 る で あ ろ う。

「柔 和 な 人 た ち は
、 さ い わ い で あ る、

彼 ら は地 を受 け つ ぐで あ ろ う。 」 （マ

タイ ５ ：５ ）

柔 和 は ひ とつ の徳 で あ り、 これ は 人
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に 対 して も神 に対 して も示 され る。 柔

和 な 人 とは 、や さ し く、親 切 で 、忍 耐 強

く、寛 大 な 人 の こ とで あ り、決 して 誇 ら

ず 、ご う慢 で な く、うぬ ぼ れ な い 。「怒 り

をお そ くす る者 は 勇士 に ま さ り」 とい

う言 葉 が箴 言 に あ る。（箴 言 １６：３２）

しか し、 柔 和 と 自己 卑 下 と を混 同 し

て は な らな い 。 なぜ な ら 、 柔 和 に は 克

己 が 含 ま れ て お り、 そ れ は 弱 い もの で

は な く、雄 々 しい特 質 だ か らで あ る。

救 い主 は い つ で も進 ん で 神 の み こ こ ろ

に 従 い た も うた 。 苦 悶 の 最 中 に さ え 、

主 は 「わ た しの 思 い で は な く、 み こ こ

ろ が 成 る よ うに して くだ さ い」 と言 っ

て お られ る の で あ る （ル カ２２：４２）。

「義 に飢 え か わ い て い る 人 た ちは
、

さい わ い で あ る、 彼 らは 飽 き足 り る よ

うに な る で あ ろ うｄ （マ タ イ ５ ：６）

真 理 を求 め る者 は 、 豊 か に 恵 まれ る

で あ ろ う。 近 代 の 聖 典 で あ る教 義 と聖

約 に は 、次 の よ う な約 束 が あ る 。 「わ

れ に近 づ け 、 さ らば わ れ 汝 らに 近づ か

ん 。 熱 心 に わ れ を求 め よ。 さ らば 、 汝

らわ れ を見 出 さん 。 求 め よ 、 さ らば 与

え られ 、 叩 け よ、 さ らば 開 か る る こ と

を得 んｄ （教 義 と聖 約 ８８：６３）

私 た ちは 義 を放 射 す る こ とに よっ て

神 へ の 愛 を立 証 す る こ とが で き る 。 本

当 に義 に 飢 え渇 い て い る な らば 、 こ の

地 上 に 私 た ち を送 られ た神 の み こ こ ろ

を知 っ て 、 そ れ を行 な う よ うに しな け

れ ば な らな い。 私 た ち ば神 の 戒 め を守

る こ とに よ っ て 大 き な祝 福 を受 け る で

あ ろ う。 主 が 言 わ れ た 次 の 言 葉 を心 に

留 め て い た だ きた い 。 「汝 らわ が 言 う

とこ ろ を行 わば 、 主 な る わ れ これ に対

し て責 任 あ り。 さ れ ど 、汝 らわ が 言 う

とこ ろ を行 わ ず ば 汝 ら何 ら約 束 を受 け

ず ｄ （教 義 と聖 約 ８２：１０）

「あ わ れ み 深 い 人 た ち は
、 さ い わ い

で あ る 、 彼 ら は あ わ れ み を受 け る で あ

ろ うｄ （マ タ イ ５ ：７）

あ わ れ み をか け る人 は あ わ れ み を受

け る で あ ろ う。

あ わ れ み につ い て 語 っ た 次 の よ うな

言 葉 が あ る。 「人 に 手 を差 し伸 べ 、励

３２２

ます こ と以 上 に その 心 を高 め る も の は

な い司

救 い 主 は必 要 な と きに は い つ も 、 い

か な る場 合 に も 、 人 に 赦 しを 与 え 、 あ

われ み をか け られ た 。 そ して 、 こ の よ

うに教 え られ た 。 「あ な たが た の 父 な

る神 が 慈 悲 深 い よ うに 、 あ な た が た も

慈 悲 深 い 者 とな れ 。 人 を さば くな 。 そ

うす れ ば 、 自分 も さ ば か れ る こ とが な

い で あ ろ う。 また 人 を罪 に 定 め る な。

そ うす れ ば 、 自分 も 罪 に 定 め られ る こ

／

の 心 に 思 うそ の ま ま で あ るか ら だ。 」

（箴 言 ２３：７、 欽 定 訳 よ り和 訳 ）

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は次 の よ う

に 語 っ て い る 。 「神 が 現 在 お られ る所

へ 行 き た け れ ば 、 神 の よ う に な らな け

れ ば な らな い。 す な わ ち 、 神 が 有 し て

お られ る原 則 に 従 わ な け れ ば な らな い。

なぜ な ら、 も し神 へ 近 づ い て い な け れ

ば 、神 か ら遠 ざか り、 悪 魔 へ 近 づ い て

い る こ とに な る か らで あ る … … 。

あ な た の 心 を 省 み て 、 自分 が 神 の よ
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とが な い で あ ろ う。 ゆ る してや れ 。 そ

うす れ ば 、自分 もゆ る され る で あ ろ う司

（ル カ ６ ：３６、３７）

さ らに 主 は 、 十 字 架 上 で 最 期 を 迎

え よ っ と して お られ た と きに さ え 、「父

よ、彼 ら をお ゆ る し くだ さ い。彼 らは 何

を し て い るの か 、 わ か ら ず に い る の で

す 」 と言 っ て お られ る。（ル カ２３：３４）

「心 の清 い 人 た ちは
、 さ い わ い で あ

る 、 彼 ら は神 を見 るで あ ろ う司 （マ タ

イ ５ ：８）

キ リス トが 語 っ て お られ る よ う に 、

心 の 清 い 人 は神 を愛 し、 神 を知 る よ う

に な る。 そ して 、 神 と同 胞 に対 す る愛

は 、 清 い 性 格 を も た らす の で あ る。

箴 言 に あ る よ うに 、 「入 とな りは そ

＼

うで あ るか ど うか 見 て み な さい 。 私 は

自分 の 心 を 省 み て 、 あ ら ゆ る罪 を悔 い

改 め た い と感 じ て い る。

神 は 徳 高 い御 方 で は な い だ ろ うか 。

で は 、 あ な た も徳 高 くあ りな さ い。 神

が 誠 実 な 御 方 で あ る な ら 、 あ な た も誠

実 で あ りな さ いｂ あ な た の 信 仰 に 徳 を

加 え 、徳 に 知 識 を加 え 、 あ らゆ る善 な

る も の を捜 し求 め な さ いｄ Ｇ耽 ！ｏη

ｏ∫ 伽 Ｃ加〃漉 ｏゾ ル∫薦 Ｃ加 乞∫’ αプ

Ｌα舵 γ一磁 ｙ ５厩撚 「末 日聖 徒 イ エ ス ・

キ リス ト教 会 歴 史」 、 ４ ：５８８）

ま た こ の よ うに も語 っ て い る 。 「徳

高 く、 清 くあ りな さ い 。正 直 か つ 誠 実

な 人 に な りな さ い 。 神 の 戒 め を守 りな

さ い 。 そ うす れ ば 、善 と悪 、 神 に 属 す



る事 柄 と入 に 属 す る事 柄 の相 違 を さ ら

に 完 全 に理 解 で き る よ うに な る で あ ろ

う。 そ して 、 あ な た の 道 は義 人 の 道 に

似 た もの と な り、 完 成 の 日 まで 輝 き を

増 す こ とだ ろ うｄ （ 「教 会 歴 史 」 、 ５

：３１）

神 の よ う に な ろ う とす る と き に 、私

た ち は 思 い と行 な い か らあ らゆ る不 義

な る もの 、 汚れ た も の を 追 い 払 うた め

に 全 力 を尽 くす で あ ろ う。 そ の と きに 、

私 た ち の 思 い は 高 め ら れ 、心 は 清 め ら

れ る 。

「平 和 をつ くり出 す 人 た ちは
、 さい

わ いで あ る 、彼 らは 神 の子 と呼 ば れ る

で あ ろ うｄ （マ タ イ ５ ：９）

平 和 をつ く り出 す 人 とは 、 自分 自身

と同 胞 を争 いか ら救 お う と努 め て い る

人 で あ る 。 私 た ち の 天 父 は平 和 を喜 ば

れ る御 方 で あ る。 従 って 、平 和 を もた

らそ う と努 め る 人 は 皆 、 そ の 点 で は神

に 似 て お り、 神 の子 と呼 ば れ るの で あ

る 。

キ リス トは 、 平 和 をつ く り出 す 偉 大

な御 方 で は な か っ た だ ろ うか 。 主 は 、

人 々 が 平 和 に暮 らせ る よ うに 、 互 い に

愛 し合 い 、理 解 し合 う こ とを勧 め て お

ら れ る。

主は、敵 を含めたすべての人々を愛．

するように私たちに命 じてお られる。

私たちに平和 をつ くり出す人となるよ

う期待 してお られるのである。また主

は私たちに、主御 自身の用いられる方

法によって意見や考え方の合わない人

と和解するように求めてお られる。怒

りの気持でし返 しをすることなく 暴ｒ、

言 を慎 む の が 主 の み こ こ ろ で あ る 。 す

な わ ち 、 怒 る よ り も、 も う一 方 の 頬 を

向 け 、 も う １マ イル 共 に行 き 、上 着 を

与 え 、 外 套 さ え も与 え る が よ い とい う

の で あ る。

八福 の 最 後 の教 え は こ う で あ る 。

「義 の た め に迫 害 され て き た 人 た ち は
、

さ い わ い で あ る、 天 国 は 彼 らの もの で

あ るｄ （マ タ イ ５ ：１０）

次 い で 主 は弟 子 た ち に 次 の よ うに 言

っ て お られ る 。

「わ た しの た め に 人 々 が あ な た が た

を の の し り、 また 迫 害 し、 あ な た が た

に対 し偽 っ て様 々 の 悪 口 を言 う時 に は 、

あ な た が た は 、 さ い わ い で あ る 。

喜 び 、 よ ろ こべ 、 天 に お い て あ な た

が た の 受 け る報 い は 大 きい 。 あ な た が

た よ り前 の 預 言者 た ち も、 同 じよ うに

迫 害 され たの で あ るｄ （マ タ イ ５ ：１１、

１２）

今 日の 教 会 員 は 、 暴 力や 危 害 とい っ

た外 的 な 迫 害 に は ほ とん ど遭 わ な い 。

しか し、 杜 会 か ら受 け る圧 力 も一 種 の

迫 害 と言 え る で あ ろ う。特 に 、教 会 の

若 人が 現 代 の 教 会 の 指 導 者 に よ っ て 定

め られ た 服 装 や 道 徳 の 標 準 に 従 っ て 生

活 す る と きに 、 同年 代 の他 の 若 者 た ち

か ら加 え られ る圧 力 は 、 そ の ひ とつ と

言 え る 。 しか し、 も し彼 らが よ く祈 り

戒 め を守 っ て 生 活 す る な らば 、 こ れ ら

の 高 い標 準 を幸 い に 感 じ、 非 難 に立 ち

向 か うこ とが で き るで あ ろ う。

教 会 の若 人 は い つ も次 の こ とを覚 え

て お くべ きで あ る 。 す な わ ち、 バ プ テ

ス マ を受 け る者 は 、 イエ ス ・キ リス ト

の み 名 を 自 らの 身 に 受 け る の で あ る 。

従 って 、 そ の 者 は神 の 原則 と現 代 の 指

導 者 の 教 え を擁ｉ護 す る こ と を誇 り とす

る こ とが で きる 。 さ ら に そ うす る こ と

に よ っ て 、 現 世 に お い て も、 来 た るべ

き 永 遠 の 世 に お いて も豊 か な報 い を受

け 、 天 の 王 国 を 自 らの もの とす る こ と

が で き るの で あ る。

私 た ち は救 い 主 が 与 え て 下 さ っ た 原

則 と理 想 に 従 っ て生 活 す れ ば 、 必 ず 私

た ちの 内 に宿 る至 善 に 到 達 す る の で あ

る 。 主 に従 う こ とは 、擁 に平 安 を も た

らす こ とで あ る。

あ る と き、 キ リス トは こ っ言 わ れ た 。

「も しあ な た が た が わ た し を愛 す る な

らば 、 わ た しの い ま しめ を守 るべ き で

あ るｄ （ヨハ’ネ １４ ：１５） どれ だ け の

期 間 、主 の 戒 め を守 れ ば よ い の だ ろ う

か 。 １ 日だ ろ うか 。 そ れ と も １週 間 だ

ろ うか 。 １ヵ 月 間 、 主 の み こ こ ろ に従

い 、 そ れ を行 な え ば よ い の だ ろ うか 。

あ る い は １年 間 だ ろ うか 。私 の 知 る 限

り、終 り ま で忠 実 で な く と も義 の 報 い

を受 け る と い う約 束 は 、 いか な る者 に

も与 え られ て い な い 。 救 い主 が 教 え ら

れ た原 則 を十 分 に理 解 し 、 そ れ を生 活

の 中 で忠 実 に 守 る な ら、 私 た ち は 御 父

と御 子 の み も とに戻 って 共 に 住 む 備 え

が で き る で あ ろ う。

キ リス トが 与 え て 下 さ っ た教 えに 従

う と き 、私 た ち は こ の 上 な い 幸福 を味

わ う。 そ の教 え は 、 私 た ち の 歩 む 路 上

の標 識 で あ る。 こ の 多難 な時 代 に 、 私

た ちは 皆 、助 け を必 要 と し て い る。 そ

して 、 も し私 た ちが 自分 の 本 分 を尽 く

す な ら 、 そ れ は 私 た ち に 与 え られ るの

で あ る。 ま た 、 主 な る救 い主 の教 え に

従 う と き に与 え られ る 大 き な祝 福 が 、

現 在 私 た ち の た め に用 意 され て い る。

目標 を定 め 、 それ に到 達 す る過 程 を

計 画 す る と きに は 、 いつ も八 福 の 教 え

と主 の 戒 め を心 に 留 め る よ うに し よ う

で は な い か 。 なぜ な らこ れ ら は 、 主 が

生 活 の指 針 と して お 与 え下 さ っ た もの

だ か ら で あ る。

必 要 な と き に主 の 祝 福 が私 た ちす べ

て に 注 が れ る よ うに 、 イ エ ス ・キ リス

トの み 名 に よ っ て祈 る。 アー メ ン。

３２３
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『理 由が あ ります か』

若人 にはいつも最も大切な理 由と目的がある。

管 理 監 督

ビ ク タ ー ・ Ｌ ・ブ ラ ウ ン

先 頃 、青 少 年 プ ロ グ ラム に携 わ って

い る あ る 成 人 指 導 者 た ちが 、今 日の 若

人 が 直 面 して い る 問題 に つ い て話 し合

っ て い た 。 そ の 中 の ひ と りで 、 １２人の

子 供 を もつ 母 親 が 次 の よ うに述 べ た 。

「私 に は
、サ タ ン が 全 力 を奮 っ て 、

若 人 に戦 い を 挑 ん で い る よ う に思 え ま

す。」こ の 言 葉 は何 と真 実 を語 って い る

こ とだ ろ っか 。

事 実 サ タン は 、 こ の世 が 造 られ る以

前 に 、 善 良 で 義 し いす べ て の 者 に 戦 い

を挑 ん だ の で あ る。 こ あ 地 球 が 創 造 さ

れ る 前 に 、霊 界 に お い て 大 会 議 が 開 か

れ 、 そ こ で 父 な る神 は 人 類 の 永 遠 の 生

命 に 関 す る計 画 を提 示 さ れ た 。 そ の 計

画 は 、 人 に正 義 を教 え 、 自由 意 志 を行

使 して 自 ら進 む 道 を選 ばせ る こ とで あ

っ た 。 イエ ス ・キ リス トは そ の 計 画 を

支 持 して 次 の よ う に言 わ れ た 。 「父 よ

御 旨 の 成 らん こ とを 、栄 光 と こ しえ に

父 に あ れ ｄ （モ ー セ ４ ：２ ） しか し

ル シフ ェ ル は 天 父 の 計 画 に 手 を加 え て

次 の よ う に 言 った 。 「わ れ 此 所 に在 り。

わ れ を遣 わ した ま え。 わ れ 汝 の 子 と成

らん 。 わ れ こ と ご と く人類 を腰 い て一

人 だ に 失 っこ とな か ら しめ ん 。 わ れ正

にか くの 如 くす べ し。 こ れ を以 っ て わ

３２４

れ に 汝 の 誉 を与 え よｄ （モ ー セ ４ ：１）

こ う して 天 の 軍 勢 の ３分 の １が サ タ

ン に 従 った 。 最 も大 きな戦 い が 始 ま っ

た の は この と きで あ る。 戦 い は 熾 烈 を

極 め 、 サ タ ン は 自 ら指 揮 官 と して 力 を

奮 い 、正 義 の 軍 隊 に 立 ち 向 か っ た の で

あ る。

モ ー セ の 書 の 中 で 、主 は この 出来 事

を さ らに 次 の よ うに 語 っ て お られ る 。

「こ れ を以 て そ の サ タ ン わ れ に 叛 き て
、

われ 主 な る神 のす で に 人 に与 え た る 人

の 自由意 志 を滅 ぼ さん とな し、 しか も

ま た わが 持 て る権 能 を 自 らに 与 うべ き

こ とを求 め た る に よ り、 わ れ わ が 生 み

た る独 子 の 権 能 に よ りて 彼 を投 げ 落 さ

しめ た り。

而 して 彼 は サ タ ン と成 れ り、 実 に あ

ら ゆ る偽 りの 父 な る悪 魔 とな りて 人 を

欺 き だ ま し、 以 て わ が 声 に聴 き従 わ ぬ

す べ て の 者 を欲 す る ま ま に虜 と なす な

り。」 （モ ー セ ４ ：３， ４）

主 の 声 に 聴 き従 わ な い で 、サ タ ン の

欲 す る ま まに と りこ とな っ た大 勢 の 者

た ちに 対 して 、 サ タ ンは 大 きな 勝 利 を

お さめ た と思 わ れ る 。 同 じよ うな こ と

が 別 の 時 代 に 、 別 の 人 々 に も起 こ っ て

い る。

す な わ ちペ リシ テ 人 と イ ス ラ エ ル 人

が 戦 い を した が 、 そ の様 子 が 次 の よ う

に 出 て い る 。 「ペ リシ テ び とは 向 こ う

の 山 の 上 に 立 ち 、 イ ス ラ エ ル は こ ち ら

の 山 の 上 に 立 っ た 。 そ の 間 に 谷 が あ っ

た 。

時 に 、 ペ リシ テ び と の陣 か ら 、 ガ テ

の ゴ リア テ とい う名 の 、戦 い を い どむ

者 が 出 て き た。 身 の た け は ６キ ュ ビ ッ

ト半 。」 （サ ム エ ル １７：３， ４）

並 は ず れ た彼 の 巨 体 に 合 わせ て 、 よ

ろ い と武 器 も巨大 な もの で あ っ た 。 彼

は４０日間 イ ス ラエ ル の 前 に 立 っ て あ ざ

け っ た。 「ひ と りを 出 して 、 わ た し と

戦 わせ よ 。

サ ウ ル とイ ス ラエ ル の す べ て の 人 は 、

、



ペ リシ テ び との こ の 言 葉 を聞 い て 驚 き、

ひ じ よ うに 恐 れ たｄ （サ ムエ ル 上 １７ ：

１０，１１）

こ こ で 登 場 す る の が 、 ダ ビ デ とい っ

名 の 若 い 羊 飼 い で あ る。 彼 は 巨人 の横

柄 な態 度 とお び え切 っ た イス ラエ ル を

目に した 。 そ こ で 彼 は戦 列 の 中 に い る

兄 の と こ ろへ 行 っ て 、何 が 起 こ っ た の

か 尋 ね た 。 す る と兄 は彼 が 羊 を野 に 残

して きた こ と を叱 っ た 。 そ こ で ダ ビデ

は 言 った 。 「わ た しが 今 、 何 を した と

い うの で す か 。 た だ ひ と言 い っ た だ け

で は あ りませ ん か ｄ （サ ム エ ル上 １７：

２９）

この 若 者 は 心 を動 揺 させ て い る兄 に

「理 由 が あ ります か 」 と問 うて い る。
ｒ

今 日、何 千 とい う若 人 が これ と同 じ言

葉 を繰 り返 して い る 。 「理 由 が あ り ま

す か 」 と。

私 た ち の 行 な っ て い る こ と に は 、

は た し て 、 理 由 や 目 的 が あ るだ ろ う

か。

大 管 長 会 の指 示 の 下 に 、 全 世 界 の 教

会 の １２歳 か ら１８歳 ま で の青 少 年 を管 理

す る責 任 を あ ず か っ て い る者 と して 、

私 は 真 心 か ら 「理 由 は あ ります 」 と 申

し上 げ る。 生涯 を捧 げ る価 値 の あ る 目

的 が あ る。 そ れ は 正 義 に か な っ た 目的

で あ る。 ま た教 会 の す べ て の 青 少年 が

サ タ ン とそ の 軍 勢 に 戦 い を挑 む と き 、

力 を結 集 す る必 要 の あ る大 切 な 目的 で

あ る。 も

ダ ビデ が ゴ リア テ に 言 っ た よ っに 、

青 少 年 の 一 人一 人 が サ タ ンに 対 して 戦

い を 宣 す るべ きで あ る 。 「お まえ はつ

る ぎ と、 や り と 、投 げや りを持 って 、

わ た し に 向 か って く るが 、 わ た し は万

軍 の 主 の 名 、 す な わ ち 、お まえ が い ど

ん だ 、 イ ス ラエ ル の 軍 の 神 の 名 に よ っ

て 、 お まえ に 立 ち 向 か うｄ （サ ム エ ル

上 １７：４５）

こ れ まで 述 べ て き た こ とか ら して 、

こ の結 果 に つ い て 私 は 、 い か な る事 柄

に も増 して 大 きな 信 仰 を抱 い て い る 。

策 略 の 力 をか り、 あ ら．ゆ る 手段 を用 い

て そ の 目的 を達 成 し よ う とす る。 恐 ら

く、サ タ ンが 使 う最 も邪 悪 な 偽 りは 、

神 が 存 在 し な い と い う教 え で あ ろ う。

こ こ で 私 は も う一 度 、教 会 の 若 人 に は

っ き りと 申 し上 げ た い 。理 由 は あ る 。

目的 は あ る 。 そ の 理 由 とは 、 そ の 目的

とは 、 す べ て の 若 人が イ エ ス ・キ リス

トの旗 を 固 く握 り、全 世 界 に 出 て い っ

て 、 主 は生 きて お られ 、 天 は 開 か れ 、

今 日地 上 に予 言 者 が い る こ と を万 人 に

青年が今ほど雄 々しさを必要 としてい

る時代は歴史上かつてない。私はこの

世代の人々の霊が歴史上大切なこの時

期に生 を受けるよう取って置かれたこ

とを確信 している。彼らのもつ可能性

は無限である。

しかし私たちはこのような楽観的な

見方 と同時に、現実を見る目も忘れて

はならない。すべての物事には必ずそ

の反対の ものがなければならないと教

えられている。従って、善悪が存在す

ることは必要である。そして一方は救

い主に率いられ、他方はサタンに率 い

られるのである。サ タンは救い主 と同

じように実在 している。そして狡猜で

ある。サタンは復讐心に燃えている。

人を奴隷にする戦いで、そして偽 りや

告 げ る動 機 とな るべ き もの で あ る 。

各 人が 神 の 武 具 で 身 を固 め る よ うに

提 言 した い 。 そ うす れ ば 入 々 の模 範 と

な り、 多 くの 人が そ の 足 跡 に従 う よ う

に な る で あ ろ う。 そ して 各 人 が これ を

行 な う と き に 、 軍 勢 が 組 織 さ れ 、 偉 大

な勝 利 をお さ め 、 結 局 世 の 人 々 を救 い

主 の再 臨 に備 え させ る こ とに な る の で

あ る 。

私 た ち は神 の 武 具 で 身 を固 め る と き 、

救 い 主 につ い て 知 る 必要 が あ る 。 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス億 １４歳 の と き 、知 識 と知

恵 を求 め て 主 に祈 っ た 。 す る と父 なる

神 と御 子 イエ ス ・キ リス ト．が 示 現 の 内

に 現 わ れ た も うた 。 そ こ に は ふ た りの

御 方 が 立 って お ら・れ た。 そ して そ の 内

の 御 一 方 が 他 の御 方 を指 して 、 「こ は
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わ が 愛 子 な り、彼 に 聞 け」 （ジ ョセ ブ

・ス ミス ２ ：１７） と言 わ れ た 。 これ が 、

この 地 上 に お け る イ エ ス ・キ リス トの

福 音 の 回 復 の 始 ま りで あ る 。 私 た ちが

信 仰 を持 つ な らば 、 研 究 と祈 りを通 し

て 自 らを備 え 、 ジ ョセ ブ ・ス ミス と同

じよ うに 、 神 が 生 きて お られ 、 神 と御

子 が 別 々 の御 方 で あ る とい う確 信 を得

る こ とが で き る。 そ して ナ ザ レの イ エ

スが 私 た ち の 生 活 の 中 心 とな るの で あ

る。 この 確 信 を得 る な らば 、私 た ち の

もつ 目的 は 阻 止 され る こ と は な い 。 し

か し この 確 信 が 得 られ な け れ ば 、理 由

も目的 も失 っ て し ま う もの で あ る 。

ラ １，。 “こに お くか 、 そ の

定 め が つ か なか っ た た め に 戦 い に敗 れ

た 例 が 多い 。 しか し この 戦 い は 違 う。

実 際 の 前 線 は た だ ひ とつ で あ る。 それ

は 各 個 人 の 中 に あ り、 実 際 の攻 撃 も私

た ち一 人一 人が 受 け る 。 も ち ろ ん 、 そ

こは 、 効 果 的 な 防 御 を行 な うた だ ひ と

とつ の 甥 所 で も あ る 。

サ タ ンが この 戦 い で 勝 利 をお さめ る

の は 、私 た ち の 心 を と りこに した と き

で あ る 。 しか し私 た ちが 許 さ な い 限 り、

サ タ ン に は それ が で き な い 。 私 た ち が

サ タ ン と共 に 歩 む こ と を 拒 む な らば 、

サ タ’ン は私 た ち を支 配 す る 力 を持 た な
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い。 なぜ な ら、 神 は 私 た ち に 自由 意 志

を与 え られ 、 サ タ ン は これ を取 り去 る

こ とは で き な い か ら で あ る。 そ れ 故 、

サ タ ン と同 じ通 りを 歩 くこ と もな い よ

うに と提 言 した い。 つ ま り私 た ち は 悪

そ の もの を避 け るだ け で な く、悪 の 兆

候 さ え も避 け るべ き で あ る。

こ こ で 、 私 た ちが 戦 っ て い る い くつ

か の 間題 に つ い て 考 え て み よ う。 服装

に つ い て は ど うで あ ろ うか 。 私 た ち の

目的 が 正 義 に 基 づ く目 的 で あ る こ と を

知 る な らば 、 Ｎ ・エ ル ドン ・タナ ー 副

管長 が 語 っ た 賢 明 な 勧 告 に も従 う こ と

が で き る で あ ろ う。

「慎 み の あ る服 装 は
、 自分 自身 と隣

人 と万 人 の 創 造 主 と を敬 う気 持 か ら生

まれ る心 と精 神 の 特 質 で あ る。

慎 み は 、謙 遜 な礼 儀 正 し い態 度 の 表

わ れ で あ る。 両 親 と教 師 、 青 少年 は こ

れ らの 原 則 に 沿 い、 聖 きみ た ま の 導 く

ま ま に 服 装 と身 な り と外 見 に 関 す る問

題 につ い て 具 体 的 に 話 し合 い 、 自由 意

志 を使 っ て 責 任 を引 き受 け 、 正 義 を選

ん で い た だ き た い酬 （Ｆ７ガθη４ 「フ レ ン

ド」、 １９７１年 ６月号 Ｐ． ３）

従 っ て 、 イエ ス ・キ リス トの福 音 の

原 則 を基 と し て い れ ば 、正 直 と高 潔 と

勤 勉 に 関 して 私 た ち が い ず れ の側 に 立

つ か は 言 う まで も な い こ とで あ る 。 ま

た道 徳 的 な清 さに 関 して も同 様 で あ る。

姦 淫 、 不 貞 、 同性 愛 、 堕 胎 、 そ の他 愛

撫 行 為 や 自慰 行 為 は 、程 度 や 形 の い か

ん を 問 わ ず 、 天 父 は 受 け 入 れ た ま わ な

い の で 、私 た ち も受 け 入 れ な い よ うに

す べ きで あ る。 麻 薬 、 酒 、 タバ コ 、茶

コー ヒー 、 そ の ほか の 体 に 有 害 な 物 質

に 関 して 、私 た ち の 前 線 が ど こに あ る

か は 明 確 に 示 され て い る。

私 た ち の生 活 に お い て 、 第一 と第 二

の 大切 な戒 め に 対 して い か な る 態 度 を

取 れ ば い いか とい うこ とに つ い て は 、

何 ら迷 い の 生 ず る余 地 は な い で あ ろ う。

「 『心 をつ く し
、 精 神 をつ く し、思 い

をつ くして 、主 な る あ な た の 神 を 愛せ

よ』 。 これ が い ち ば ん 大 切 な 、 第一 の

い ま しめ で あ る 。 第 二 もこ れ と同様 で

あ る 、 『自分 を愛 す る よ うに あ な た の

隣 り人 を愛 せ よ』。」（マ タ イ２２：３７－３９）

この よ うに して 神 の 武 具 を身 に ま と

う と き 、私 た ち は イ エ ス ・キ リス トの

福 音 を恥 と し な い で あ ろ う。 そ し て た

と え特 異 な 民 とみ な され た と し て も、

雄 々 しい 者 の 中 に数 え られ る こ と を 誇

りに 思 う こ とだ ろ う。

私 は こ の 真 理 の み旗 を しっ か り と握

りた い と願 い な が ら、 その 資格 が な い

と感 じ て い る 人 が い る こ とを知 って い

る 。 予 言 者 スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボー

ル 大 管 長 の助 言 に 耳 を傾 け て い た だ き

た い 。

「末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 の

使 命 は 、 あ ら ゆ る 地 に 住 む 人 々 に悔 改

め を叫 ぶ こ とで あ る。 教 会 員で あ る な

し を問 わ ず 、 こ の 呼 び か け に 耳 を傾 け

る 人は 、赦 しの 奇 跡 に あず か る こ とが

で き る。 神 は 人 々 の 目か ら 、苦 悶 、悔

い 、 驚 愕 、 恐 れ 、 罪 の 涙 を拭 い 取 っ て

下 さ る。 そ して 涙 の 眼 は 乾 い た 眼 に 、

不 安 で 心 配 気 な 顔 は満 ち 足 りた 笑 顔 と

な る の で あ る。

何 と い う慰め 、 何 とい う安 ら ぎ、 何

と い う喜 び で あ ろ うか 。 背 罪 や 悲 しみ

や 罪 の重 荷 に苦 しん で い る 人 で も、 主

の も とに 立 ち帰 り、 主 に つ い て 学 び 、

主 の 戒 め を守 る な らば 、 赦 され 、 罪 か

ら清 め られ るの で あ る。 ま た すべ て の

人 は 、 日ご との 愚 か な行 な いや 弱 さ を

悔 い 改 め る こ とに よ っ て 、 同 じ く赦 し

の 奇 跡 に あ ず か る こ とが で き る の で あ

るｄ （ 「赦 しの 奇 跡 」 第２３章 ）

「理 由 が あ り ます か ｄ 確 か に理 由 は

あ り、 目的 は あ る。 私 は この 教 会 の 若

者 の一 人 一 人が この 福 音 の旗 を 固 く握

り しめ て 、 両 親 や 監 督 や そ の他 の 成 人

お よ び青 少 年 の 指 導 者 と共 に協 力 し、

天 父 の王 国 に お け る 栄 え あ る 勝 利 に 向

か っ て行 進 す る よ うチ ャ レ ン ジ し た い 。

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り 申 し上

げ る。 ア ー メ ン。
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平和の祝福
すべての人は平和 をつくり出す人 にな らな ければならない

十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助

フ ラ ン ク リ ン ・ Ｄ ・ リチ ャ ー ズ

１９世 紀 前 の 過 越 の 祭 の と き に 、 主 な

る救 い 主 イエ ス ・キ リス トは 、約 束 と

訓 戒 を含 む 次 の よ うな偉 大 な 言葉 を与

え られ た 、 「わ た しは平 安 を あ な た が

た に 残 して行 く。 わ た しの 平 安 をあ な

た が た に与 え る。 わ た しが 与 え るの は 、

世 が 与 え る よ う な もの と は 異 な る。 あ

な た が た は心 を騒 が せ る な 、 また お じ

け るな 。 」 （ヨハ ネ １４：２７） 今 日の

世 界 に は お び た だ しい 争 い と論 争 が 見

られ る。 従 って 、平 和 を テー マ に して

話 す の が 最 もふ さ わ し い と思 う。

平 和 が な け れ ば幸 福 な ど あ り得 る は

ず が な い 。 に もか か わ らず 、世 界 中 の

善 良 な 人 々 は 自己 の 平 和 を求 め て お り、

そ して そ れ を見 出 す す べ を知 ら な い 。

主 な る救 い主 イ エ ス ・キ リス トは 平

和 の 君 と呼 ば れ 、 そ の メ ッセ ー ジ は 、

個 人 に と っ て も世 に とっ て も平 和 の メ

ッセ ー ジで あ る 。私 た ち は 平 和 な と き

に こ そ 、 こ の世 の 生 涯 を真 に 感 謝 し、

耐 え難 い銀 難 に 耐 え る こ とが で きる の

で あ る 。

末 日聖 徒 イ エ 冬 ・キ リス ト教 会 の使

命 は 、 人 々 の心 と家 庭 に この 平 和 を打

ち建てることである。ブラジルで伝道

している孫か ら、先 日手紙 を受け取 っ

た。それには、改宗して １ヵ月の教会

貝が聖餐会で話 した事柄が書かれてい

たが、これは私の話を裏づけるもので

ある。 「教会に入ってわずか １ヵ月し

か経たない彼が，皆の前で種 まきのた

とえ話を話したのです。伝道中に味わ

う最：大の喜びは、福音が入々の生活 を

変える有様を目にすることですｄまこ

とにそのとお りである。

私はこれまで数 多くの改宗者の証 を

聞いてきたが、すべての人が、福音 を

通していかに人生に平和 と喜び、進歩

成長 を得たかにつ いて語っている。

主なる救い主によって与 えられた最

大のメッセージは、紛れもなく山上の

垂訓である。そしてこのメッセー ジに

は 、 豊 か な 人 生 を過 ごす 上 で の主 の 計

画 が うか が え る。 「平 和 をつ く り出 す

人 た ちは 、 さい わ い で あ る。 彼 らは神

の子 と呼 ば れ るで あ ろ う。 」 （マ タ イ

５ ：９）

ど う した ら平 和 をつ く り出す 人 に な

れ る の か と、 これ ま で に 考 え た こ とは

あ る だ ろ うか 。 全 くの と こ ろ 、 そ の 機

会 は ど こ に で もあ る の で あ る。

確 か に 私 た ち は 皆 、家 庭 に お い て 愛

と善 意 を示 し、 ロ論 と う らみ とね た み

の 悪 を除 き去 る こ とに よ って 、平 和 を

つ くり出 す こ とが で きる 。 親 子 の 問 に

誤 解 が あ る と きに は 、両 者 の 調 整 をは

か る こ とが で き る。 そ して 、 平 安 碁 気

持 を持 って 一 緒 に 祈 る こ とが で き る。

ま た 、 他 人 を非 難 しな い こ とに よ っ

て 平 和 をつ く り出 す こ とが で き る 。 山

上 の垂 訓 に 見 られ る 、次 の よ うな主 の

言 葉 を心 に 留 め て い ただ きた い。 「人

を さ ば くな。 自分 が さば か れ な い ため

で あ る。 あ な た が た が さ ば くそ の さ ば

き で 、 自分 も さ ば か れ る。 」 （マ タ イ

７ ：１、 ２ ） 非 難 は 裁 き以 外 の 何 物

で もな い と い っこ と を考 え た こ とが あ
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る だ ろ っか 。

私 た ちは 人 を 赦 し 、 また 赦 しに つ い

て教 え る こ とに よ っ て 、 平 和 をつ く り

出す こ とが で き る。 イ エ ス は 、 人 を何

度 赦 せ ば よ いか と尋 ね られ た と き、 限

りな く赦 す よ うに と答 え られ た 。す な

わ ち 、 「七 た び を七 十 倍 す る ま で」 赦

しな さ い と言 っ て お られ る （マ タ イ １８

：２２） 。 赦 しで 大切 な点 は 忘 れ る こ と

で あ る。 あ る場 合 に は 、忘 れ る こ とが

で きる と い うこ とは 、覚 えて お くこ と

と同 じ くら い重 要 で あ る 。

デ ビ ッ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管 長 は 、

ロ ン ドンの ハ イ ドパ ー クの 礼 拝 堂 を献

堂 した 折 、 次 の よ う に語 った 。 「も し

平 和 を望 む な ら、 そ れ を 得 る責 任 は あ

な た 方 に あ る。 私 た ち の 家庭 は 、子 供

た ち が 守 られ 、 気 高 い 人 に 成 長 す る 温

か い場 所 で な け れ ば な らな い 、 と回復

さ れ た福 音 は教 えて い る 。同 時 に そ こ

は 、年 老 い た 人 が休 息 を得 、 祈 りの 捧

げ られ る所 で もあ るｄ（Ｃ伽４７６乃 ハセｚσ８）

「チ ャー チ ・ニ ュー ズ」
、 １９６１年 ３

月 １１日、Ｐ ．１５）

幾 人 か の 若 者 た ち を オ フ ィ ス に呼 ん

で 、 次 の よ うに話 し た 、 あ る とて も賢

明 な監 督 が い た 。 「今 ひ とつ の こ と を

試 み た い と思 っ て るん だ が 、 是 非 君 た

ちに 手 伝 っ て も らい た い 。 そ れ は 何 か

と い う と、 ひ と りの 人 間 が そ の 家 族 に

いか に影 響 を及 ぼす か を証 明 す る こ と

な ん だ。 そ れ で 、 こ れ か ら １ヵ 月 間 、

君 た ちが そ れ ぞれ 家 庭 で 平 和 をつ く り

出 す 人 に な って 欲 しい ん だ よ 。 で も 、

この こ とは 家 族 に何 も言 わ な い こ と。

た だ 親 切 と思 い や り を も っ て行 動 し て

欲 し い。 そ して 模 範 を示 して欲 し いん

だ 。 君 た ち の 家 族 の 問 で け ん かや 口論

が あ っ た ら、 愛 と調 和 と幸 せ に満 ち た

零 囲 気 をつ く り出 して 、 これ らの 過 ち

を負 か す よ うに 、全 力 を尽 く して も ら

い た い。

また 、 君 た ち が い らい らす る こ とが

あ っ た り、家 族 の 中 に い ら立 ち が 見 え

た りした ら 、 自分 自 身 を コ ン トロ ー ル

し、 他 の 家 族 も 自分 自身 で コ ン トロー
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ル で き る よ うに 助 け て欲 し い。 実 は 、

私 た ちの ワ ー ド部 の す べ て の家 庭 が 、

マ ッケ イ大 管 長 の 言 わ れ た 『温 か い 場

所 、地 上 に お け る天 国 の 一 部 』 に な る

か ど うか 見 て み た い ん だ 。 で は 、 １ヵ

月 経 っ た ら も う一 度 集 ま るの で 、 そ の

と きに 報 告 して 下 さ いｄ

これ は 彼 ら若 人 に とっ て チ ャ レ ン ジ

で あ っ た。 そ して 、彼 らは この チ ャ レ

ン ジ に み ご とに 応 え た の で あ る 。 １ヵ

月経 っ た と き、 彼 ら は 次 に あ げ る よ う

な報 告 を監 督 に 行 な っ た 。

あ る 若 者 は こ う言 っ た 。 「僕 は 自分

の 家 で これ ほ どの 影 響 を及 ぼせ る とは

夢 に も思 い ませ ん で した 。 この １ ヵ 月

は いつ も と全 く違 い ま した 。 僕 自身や

僕 の態 度 が 原 因 で 騒 ぎや 口論 が どれ ほ

ど ひ ん ぱ ん に起 こ って い た か よ くわ か

り ま したｄ

また 、 あ る姉 妹 は こ の よ うに 語 っ た 。

「私 た ちは ご く普 通 あ 家 族 だ っ た と思

い ます 。 で も、 自 己本 意 の た め 、 ほ と

ん ど毎 日の よ うに い さか い が あ りま し

た。 け れ ど も、 弟や 妹 に働 きか け た 結

果 、あ れ ほ ど 多 か っ た い さ か い が な く

な り、 家庭 に は 愛 の 精 神 が 満 ち る よ う

に な り ま し た 。 皆 さん も家 庭 に 平 和 の

精 神 を宿 らせ る よ う実 際 に努 力 す る 必

要 が あ る と思 い ます 。 」

も うひ と りの姉 妹 は こ の よ う に報 告

し た。 「そ の 通 りで す 。 私 が この 試 み

を始 め て か ら 、私 た ちの 家 庭 に は 愛 と

協 力 と思 い や りの 気 持 が 高 ま りま した 。

で も、一 番 変 わ っ た の は 、私 自身 の 心

で す 。 私 は 良 い模 範 を示 し、平 和 をつ

く り出す 人 に な ろ う と一 生 懸 命 で した 。

そ して 今 、 これ ま で に な く 自分 自身 が

高 め ら れ て い る こ と を感 じて い ます 。

とて も平 安 な 気 持 で すｄ

そ の 通 りで あ る 。 家 族 の い さか い で

家 庭 を分 裂 させ て は な ら な い 。 口論 す

る 夫 婦 は 、 自分 自身 の 平 安 も さ る こ と

な が ら 、子 供 た ち の 平安 を も破 壊 す る

の で あ る。

そ れ ほ ど まで 望 ん で い る平 和 と保 証

を 、 な ぜ あ な た は 人 生 か ら締 め 出 そ う

とす るの だ ろ うか 。 今 日、 大 勢 の 人 々

が 、 悩 み や 疑 い 、心 配 で 心 をふ さ ぎ 、

平 安 を得 られ ず に い る 。 ま た 多 くの 人

々 が 、 大 き くな っ た と きに 自分 は どの

よ うに な る の だ ろ うか と い う恐 れ に 取

りつ か れ て い る。 先 日、 神 殿 で働 い て

ｒい る８０歳 を越 え たや さ し そ うな老 婦 人

に会 っ た。 彼 女 の 周 囲 に は 、 実 に 平 和

で物 静 か な零 囲 気 が た だ よ っ て い た 。

彼女 は ほ か の 人 を助 け る の に とて も忙

し く、 自分 の こ とを心 配 す る暇 が ほ と

ん どな か っ た 。 そ れ で い て 彼 女 は生 活

に 困 る こ と もな か っ た の で あ る。 「主

が 私 の 必 要 と して い る もの を いつ も満

た して 下 さ い ます 」 と言 うの が 、 そ の

老 婦 人 の 言 葉 だ っ た。

主 は こ の よ うに 言 っ て お られ る 。「さ

れ ど汝知 るべ し。 正 し き業 を行 う者 は

よ き報 い を得 、 す な わ ち こ の世 に 在 り

て は平 和 を得 、 次 の世 に在 りて は 永 遠

の 生 命 を得 んｄ （教 義 と聖 約 ５９：２３）

然 り。 主 は私 た ちの 必 要 と して い る

もの に心 を配 っ て 下 さ る 。 そ して 、私

た ちが 自 己の 本 分 を尽 く し、 主 を信 じ

て 主 に 信 頼 を 置 き、 隣 人 に仕 え る こ と

を通 して 主 に仕 え よ う とす る とき に 、

わず らい とな る事 柄 を打 ち 負 か す 助 け 『

を与 え て 下 さ るの で あ る 。私 は こ れ を

私 自 身 の 生 活 に 、 親 族 や 友 人 の 生 活 に 、

ま た全 世 界 の 大 勢 の 人 々 の 生 活 の 中 に

見 て きた 。 こ れ こ そ 平 和 を得 る 唯 一 の

方 法 で あ り、 個 人 の 平 和 、す な わ ち こ

の 世 の もの で な い 、 私 た ち の理 解 を 越

え た 、 しか も な お私 た ち に快 い も の を

与 え て くれ る もの な の で あ る 。

今 日の世 で は 、 これ ま で に な く平 和

をつ く り出す 人 々 が 求 め られ て い る よ

うに 思 う。 こ の世 が 平 和 をつ く り出す

人 を全 く必 要 と して い な け れ ば 、 救 い

主 は 決 して 、 「平 和 をつ く り出 す 人 た

ちは 、 さ い わ い で あ る。 彼 らは 神 の子

と呼 ば れ るで あ ろ う」 （マ タ イ ５ ：９

とは 言 わ れ なか っ た で あ ろ う。

平 和 をつ く り出 す 人 は福 音 の 原 則 に

従 っ て生 活 す る と きに 、聖 霊 を通 して

証 を授 か る。 こ れ が 、 平 和 をつ く り出

「
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す 人 とな る こ とに よ る恵 み で あ る。 そ

の よ うな 人 は 、 人知 で は と うて い測 り

知 る こ との で き な い 平安 、 ゆ と りあ る

心 を喜 び 、 幸 福 、満 足 、 成 長 、 進 歩 を

享受 す る の で あ る。 私 自身 も これ が 本

当 で あ る こ と を知 っ て い る。

こ こで 私 の 証 を述 べ た い。 父 な る神

とそ の 御 子 イエ ス ・キ リス トは生 き て

お られ る。 また 、予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス を通 じて 、 イ エ ス ・キ リス トの 完

全 な福 音 と、神 の み 名 に よ っ て 働 く力

が こ の 地 上 に 回 復 さ れ た 。 さ らに 今 日、

スペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ン ボー ル大 管 長 が

生 け る予 言 者 と して 、地 上 の イ エ ス ・

キ リス ト教 会 の 諸事 を指 導 し指 示 して

お られ る。 主 の 類 な い祝 福 が キ ン ボー

ル大 管 長 に 注 が れ 、 ま た私 た ち が 大 管

長 の 勧 告 と助 言 に 勇 気 と良 き判 断 力 を

もっ て 従 え る よ うに願 って や まな い。

私 た ち そ れ ぞれ が 、 日々 の生 活 に お

い て 、 平 和 を つ く り出 す 者 とな り、 ま

た 人知 で と うて い測 り知 る こ との で き

な い平 和 を享 受 す る よ う 、 イ エ ス ・キ

リス トの み 名 に よ っ て 祈 る。 ア ー メ ン。

１９７４年 ｉｏ月 ５日 （土）’第 １４４回半期総大会午前の部 にお ける説教

「義 にかな う事柄 を

続 けて行 な う」

福音の求める ところは、終 りまで忠

実 に堪え忍ぶ ことである。

七 十 人 最 高 評 議 員 会 員

レ ッ ク ス ・ Ｄ ・ビ ネ ガ ー

私は ３年にわたってバージニアで伝

道部 を管理する特権を完 うし、このた

び家族 と共に帰ってきた。この間宣教

師の努力 と信仰 を見て、「私は主に対す

る奉仕の業を続ける人々に与 えられる

祝福 を今まで以上にはっきりと知るこ

とができた。また、現在七十人の職に

召され、これか らも続けて伝道の業に

携わることがで きることを主に感謝 し

ている。

私が最近 までいた伝道部か らのひと

りの帰還宣教師が、家庭の問題につい

て私に相談に来た。その とき、私はこ

の奉仕の特権 をさらに深 く感 じること
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ができた。 この若者は ２年間の伝道を

よ く務め、困難 なときにあって も、信

仰 と勇気を示 してきた。今彼は、宣教

師時代に持っていた熱意 と霊感を、さ

らにむずか しい障害が存在する自分の

家庭の中にあっても保ち続けるという

チャ幽レンジに直面 しているのである。

自分が どんなに素晴らしい家族に恵

まれ、伝道期間中に どれほ ど援助 して

もらったか を話 してから、彼はこう切

り出した。 「でも、家族の もとへ戻って

きて苦痛に思 うことがひ とつあるんで

す。みんな猟 に夢中なんです。以前は

私も好 きで したが、今は違 います。一

番困ることは、日曜 日に私 も一緒に猟

に出かけるよう家族が望 んでいること

です。こんなわけですか ら、今す ぐに

決心 をしなければならないのです。 も

ちろん 日曜 日に猟に行 くのはいやです

が、で もそのために、家族の気分をそ

こねるようなごともしたくないのです。

何か よい方法はありませ んか。」 彼の

話では、家族は別に悪気があってそう

しているのではなく、ただ長年の習慣

をそのまま続けているにす ぎない との

ことだった。

この宣教師のように正 しい道 を歩み

続けるか否かの決断に迫 られている人

には、オ リバー ・カウ ドリの経験 を思

い出すように勧めたい。オ リバーは、は

じめ、忠実かつ謙遜 な態度で神の王国

における務めに携わっていた。その報

いとして、主は彼に翻訳の賜 を与えた

まい、さらに自分の務めに続けて忠実

に励むならば、人々に真理を得 させ る

上で驚 くべ き貢献をす るであろうと言

われた。その後、オ リバーは翻訳を試

みたが、失敗に終わった。その理由を

主はオ リバーに、「汝が嘗て翻訳 し始め

し時に始めたる如 くに翻訳の業をつづ

け ざりしによる」（教義 と聖約 ９ ：５）

と告げられた。つまリオ リバーは義に

かなった努力を続けなかったために、

その賜 を取 りあげられてしまったので

わる．

書葉 を換えて言えば、正 しく忠実に

主の業 を 「始めた」者に与える主の勧

告は、、「始めたる如 くに続けよ」という
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こ とで あ る 。 また 私 た ち は 、 ヒラ マ ン

の 息子 ニ ー フ ァ イの模 範 に 従 うこ とも

で き る。 ニ ー フ ァ イ は 熱 心 に 人 々 に 教

え 、義 し い生 活 を守 っ て き たが 、 人 々

は 彼 の 勧 告 を受 け 入 れ ず 、 悔 改 め を拒

ん だ 。 そ の た め に 、彼 は あ き らめ て 家

に 帰 る こ とに決 め た。 ニ ー フ ァ イ が 家

の近 くま で帰 って くる と、 主 の 声 が 聞

こ え て き た 。 主 は ニ ー フ ァ イが う まず

た ゆ まず 熱 心 に努 め 、 人 々 を教 え 、主

の 戒 め を守 っ て き た こ と に対 して 祝 福

を授 け よ う と言 わ れ た 。 そ こ で ニ ー フ

ァイ は 新 た な 力 を得 て 決 心 を 固 め る と、

家 に は 帰 らず 、再 び 自分 の 務 め に 立 ち

戻 り、始 め た とき と同 じ よ うに そ れ を

続 け て 行 な っ た の で あ っ た 。（ヒ ラマ ン

１０：２－１２参 照 ）

ま た イ ノス も悟 り を開 く体 験 を して

い る。 イ ノス は 、正 し い両 親 の 教 え に

従 い 、 そ の 教 え を 土 台 に して 生 活 を築

くこ とに よ っ て祝 福 が もた ら され る と

告 げ た。 彼 は 自分 の 父 を 「正 し い 人」

で あ る と言 い 、次 の よ うに 語 って い る。

「私 の 父 が 父 の 言 葉 で 教 え
、 ま た主 の

愛 と誠 命 とを私 に教 え… … 私 の 父 が 永

遠 の 生 命 と聖 徒 の 幸 福 につ い て 教 え た

言 葉 を度 々 聞 い た の が 私 の 心 に 深 くし

み こ ん だ 。」 （イ ノ ス １， ３） こ の正 し

い父 親 か ら絶 え ず 与 え られ た 教 え を通

して 、 イ ノ ス は 自分 の 心 が 飢 え る の を

覚 え 、 主 の前 に 出 て ゆ き、 自分 の 身 と

霊 の た め に 一 心 に祈 りか つ 願 っ た 。

イ ノス もま た義 にか な っ た 事 柄 を続

け て行 な う こ 』との 大 切 さ を知 っ て い た 。

そ の こ と につ い て 、彼 は 「一 日中神 に

祈 り、 夜 に な って も まだ 私 の 声 が 天 に

と ど くほ ど大 きな 声 で祈 った 」（イ ノス

４ ） と言 っ て い る。 イ ノス の 絶 え まな

い熱 心 な 祈 りの 結 果 、 天 か ら驚 くべ き

宣 言 が 示 され た 。「す る と一 つ の 声 が 聞

えて 『イ ノ ス よ、 汝 の 罪 は す で に許 さ

れ たれ ば汝 は 祝 福 を受 くべ し』 と仰 せ

に な っ た 。」 （イ ノ ス ５）

イ ノス が 自 ら主 を求 め た が 背 景 に は 、

父 親 の正 しい 教 え の 影 響 が あ っ た。 つ

ま りイ ノス は 自分 が 始 め た こ とを続 け

て 行 な っ た の で あ る。

続 け る とい うこ とに は 、我 慢 し＼ 耐

、

え る とい うこ と以 上 の 意 味 が あ る 。 そ

れ は キ リス トに対 ’し て揺 る ぎ な い信 仰

を抱 い て 着 実 に行 動 に移 して い くこ と

で あ り、 真 に キ リス トに従 う者 とな る

こ とで あ る。

「イ エ ス は 自分 を信 じ たユ ダ ヤ 人 た

ち に 言 わ れ た 、『も し わ た しの 言 葉 の う

ち に ど ど ま っ て い る な ら 、 あ な た が た

は 、 ほ ん と うに わ た しの 弟 子 な の で あ

る 。 ま た真 理 を知 る で あ ろ う。 そ して

真 理 は 、 あ な た が た に 自由 を得 させ る

で あ ろ う』。」 （ヨハ ネ ８ ：３１，３２）

また 、続 け る とい う こ とは 、 万 難 を

排 して 進 む こ と で もあ る。

「さて
、私 の 愛 す る兄 弟 た ち よ。 私

は 尋 ね た い 。 あ な た た ち は こ の 真 直 ぐ

で 狭 い 道 に入 った ら、それ で万 事 終 りで

あ るか 。ご らん そ うで は な い 。あ な た た

ち が も し もキ リス トの 言 葉 に よ っ て キ

リス トを確 く信 仰 し、人 を救 う大 き な能

力 の あ る キ リス トの 功 徳 に全 く頼 らな

か っ た な ら、あな たた ちは こ こ まで 進 ん

で くる こ と さ え で き なか っ た の で あ る。

それ で あ るか ら、 あ な た た ちは こ れ

か ら もキ リス トを確 く信 じて 疑 わず 、

完 全 な希 望 の 光 を抱 き 、神 とす べ て の

人 とを愛 して 強 く進 ま な け れ ば な らな

い 。 そ れ で あ る か ら 、 こ の 後 も た え ず

キ・リス トの 言 葉 を よ く味 わ い な が ら強

く進 み 、 終 りま で堪 え忍 ぶ な らば 『永

遠 の 生 命 を受 け る』、 か くの 如 く天 の

御 父 が 言 い た も うた 。」 （ＩＩニ ー フ ァ イ

３１：１９， ２０）

義 に か な う事 柄 を続 け て 行 な うに は 、

勇 気 を持 ち 、堅 い 決 心 をす る必 要 が あ

る。 また 正 しい こ とに対 立 す る反 対 の

力 が 存 在 す る こ と も知 っ て い な け れ ば

な らな い 。 時 に は苦 難 に遭 い 、 ま た疲

れ か ら決 心 を鈍 らせ ら れ る こ と も あ る 。

そ れ は 、私 た ち が正 し い こ と を続 け て

行 なお う とす る 以 前 に 克服 しな け れ ば

な ら な い 。 利 己 的 な動 機 や 肉 体 的 な欲

望 で あ る こ と もあ る。 しか し、 いか な

る場 合 も、 幸 福 を得 る た め に は 万 難 を

排 して 進 む こ とで あ る。 キ ン ボ ー ル 大

管 長 は 、私 た ちが 置 か れ た状 況 の 中 で

最 善 を尽 くす な らば 、 主 が 扉 を開 く方

法 を備 え て下 さ る で あ ろ う とは っ き り
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約 束 している。

ふた りの姉妹宣教師が、ある小 さな

町で人々の心の扉を開 くために、すで

に１週間 も熱心に伝道 していた。 しか

しふた ワがほとんどすべての家で出会

ったものは、拒絶 とあざけ りの言葉で

あった。その日は特にひどく、ふた り

は落胆し、疲れ切 って宿舎に帰った。

ふたりはこれ以上 このような障害に立

ち向かうことができないと思 った。そ

こでいろいろと話 し合い、祈 り、その

結果翌朝 もう一度出かけて伝道を続け

ることにして、その夜は床についた。

次の朝、彼女たちはその 日の障害に立

ち向か う力をいただけるようにと主に

願い求めた。するとその 日訪問した家

族のほとんどが、メッセージを喜んで

聞いて くれたのである。主は彼女たち

の不断の努力 と信仰 を祝福 され、人々

の心の扉を開けて、回復のメッ・セージ

に耳を傾けさせ たもうたのであった。

ある家族 を７年間 も忠実に訪問し続

けたホームティーチャーがいる。その

結果、その家族の父親は招 きに応 じて、

教会に活発に集 うようになった。

またある若い主人は、教会が真実で

あるかどうか 自分 自身で見定めよう 、

と決心 した。それは、すでに６年前に

末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会に入っ
く

ていた妻子の生活が徳高 く変わってい

たか らである。それで彼はモルモン経

を手に取 って、読み始めた。最初は何

も感 じなかったが、それでも読み続け

た。彼はまた、かって宣教師が助言し

て くれた、読むときには祈 るようにと

いう言葉を思い出 した。それか ら６日

間、モルモン経 を読み、祈 ることを繰

り返 した。そしてこれ らの聖句の中に

含 まれている真理 を理解 させて下 さる

ようにと主に願い続けた。

それからさらに２晩続けた ところ、

次第に深い霊的な体験をす るようにな

った。彼は自分が読む声を聞いてよく

理解できるようになったのである。そ

れは印刷 された活字を言葉に表わす と

いうよりは、むしろ物語の登場人物が

語っている言葉を聞いているようであ

った。彼は祈 り、学び続けた。そして

１０日目の晩に、モルモン経中の人物の

声が実際に聞こえると言えるほ どにな

った。彼らの伝えるメッセー ジのみた

まを感 じとることができたのである。

彼はこの不断の努力により、真理 を

求めるにあたって、主に近づ くことが

できた。そして、モルモン経が真実で

あるという証を得たのである。

ある婦人は、子供たちに父親 を敬 う

ように３７年間 も教え続けた。そしてそ

のようにすればその父親がいつか神権

を尊ぶ ようになると約束した。この約

束は実現 し、彼は熱心にかつ忠実に主

に従 う者 となったのである。

か つ て 忠 実 な 開 拓 者 た ち は 、 ユ タへ

の辛 苦 に 満 ち た旅 を続 け な が ら 、「聖 徒

らよ 進 め 」 （「試 し は 多 く も」、 讃 美 歌

１９３番 ） と 歌 っ た も の で あ る。 そ して

今 日、 教 会 の若 入 は 現 代 の 試 練 に「直 面

す る と き 、「続 け 、 励 め 、 進 め 」 （「山 の

如 く強 く」、讃 美 歌 ６５番 ） と 歌 って い

る。

こ の ほ か に も、 義 にか な う事 柄 を続

け て行 な っ た こ とで親 福 を授 か っ た数

多 くの例 が あ る 。 そ の 反 面 、 義 の道 か

ら そ れ て不 正 な こ と を行 な っ て い る た

め 、 主 の祝 福 を受 け られ な くな っ た 人

々 の 例 も数 限 りな くあ る 。

主 が私 た ち一 人 一 人 を祝 福 し 、私 た

ちが 義 に か な っ て 始 め た事 柄 を続 け て

行 な う力 と勇 気 と信 仰 を 、 与 えて 下 さ

るよ うに祈 って い る 。神 が 現 在 も生 きて

お られ る こ とを証 し、ま た私 た ち一 人一

人 が 主 の勧 告 に従 っ て 義 にか な っ た生

活 を し続 け る こ とが で き る よ うに 祈 る

もの で あ る。 す べ て を イエ ス ・キ・リス

トの み名 に よ っ て 申 し上 げ る 。 ア ー メ

ン。

３３１
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キ リス トに対 す る証

キ リス トは神の御 子であ り、私

たち の蹟 い主 、世 の救 いである。

十二使徒評議員会補助

ジ ョセブ ・アンダー ソン

人 類 が 今 日最 も必要 と して い る の は 、

次 の ３つ の事 柄 に対 す る心 か らの 確 信

で あ る。 第 １に 、 イ エ ス ・キ リス トが

昔 も今 も実 際 に世 の救 い主 、贈 い主 で

あ る とい う こ とで あ り、 第 ２に は イエ

ス ・キ リス トが 神 の御 子 で あ り、 御 子

の 生 み た まい し独 り子 に して 霊 の 長 子

で あ る とい う こ と、 そ し て最 後 に 、 イ

エ ス は ア ダム とイ ブ が 破 っ た律 法 を償

い 、 ま た私 た ちが 死 よ り復 活 して 再 び

天 父 の 御 前 に 立 ち 返 る こ との で き る道

を備 え る た め に 、 この 地 上 に 肉 体 を受

け る必 要 が あ っ た の で あ り、 そ の こ と

は 、 世 界 が創 造 さ れ る以 前 に御 父 が 定

め られ た 計 画 の 一 部 で あ り、 必 要 な こ

とで あ っ た と い う こ とで あ る 。

ヨハ ネ に よ る福 音 書 の 第 １章 を開 く

と、 「初 め に 言 が あ っ た。 言葉 は 神 と

共 に あ っ た 。 言 は神 で あ っ た 。 この 言

は 初 め に神 と共 に あ っ た 」 （ヨハ ネ １

：１、 ２） と記 さ れ て い る 。 これ は 、

キ リス トで あ りエ ホバ で あ り、 偉 大 な

るわ れ 有 りの 御 方 が 前世 に お い て 神 と

共 に あ っ た こ と を示 す もの で あ る。 キ

リス トは 計 り知 る こ との で き な い ほ ど

長 い 期 間 、御 父 か ら教 え を授 け られ た

の で あ っ た 。

３３２

私たちはこの地上に生 を受ける前、

天父の子供 として霊の状態で天に住ん

でいた。

そして今、肉親の父を知 っていると

同様に霊の御父を知っていた。また長

兄であるエホバや暁の子ルシフェルを

も知っていた．。当時私たちには視覚が

あった。 しかし今、前世において得だ

視覚による知識や記憶は私たちの心か

ら取 り去られ、私たちは信仰 によって

生 きることを求められている。讃美歌

に歌われている通 りである。

深きみむねにて

われ世に降し

友 と生まれ との

思い出 とめぬ

讃美歌１４０番

天 上 の 会 議 に お い て 設 定 され た こ の

栄 え あ る計 画 に よ っ て 、私 た ち は地 上

に生 を受 け 、数 々 の 困難 な 問 題 に挑 み 、

ま た 多 くの 経 験 を積 む とい う特 権 を得

る こ とが で きた 。

私 た ちは 前 世 に い た と き 自 由意 志 を

持 っ て い た 。 世 界 を創 造 し この 地 球 を

人 で満 た す とい う問 題 が 考 慮 され た 会

議 に お い て 、御 父 は ひ とつ の 公 平 な計

画 を提 起 され た 。 それ は他 の 諸 々 の世

界 で用 い られ て きた も の で あ っ た 。 エ

ホバ は語 っ て お られ る。 「父 よ 、御 旨

の 成 らん こ と を、 栄 光 と こ し え に 父 に

あれ 、 とｄ （モ ー セ ４ ：２）

とこ ろが 、 ル シフ ェル は そ の 計 画 に

対 し全 人 類 を強 制 的 に ひ と り残 らず救

う とい う修 正 案 を出 して争 っ た。 こ れ

は 自由 意 志 に反 す る もの で あ る。 ル シ

フ ェ ル は 野 心 に 燃 え 、御 父 の 誉 れ を我

が もの に し よ う と し た。 聖 典 に は こ の

よ うに 記 され て い る。 「見 た ま え 、 わ

れ此 所 に 在 り。 わ れ を遣 わ した ま え 。

わ れ 汝 の 子 と成 らん 。 わ れ こ と ご と く

人 類 を蹟 い て 一 人 だ に 失 ⇔ こ と なか ら

しめ ん 。 わ れ 正 に か くの如 くす べ し。

これ を 以 て わ れ に 汝 の 誉 を与 え よ とｄ

（モー セ ４ ：１） この 計 画 は 自由 意

志 の 権 利 を滅 ぼ し、進 歩 成 長 の 機 会 を

奪 う もの で あ っ た 。 ま た子 供 た ちに 、

自 らの 信 仰 と努 力 に よ って 御 父 に 似 た

者 と な る機 会 を与 え る とい う御 父 の 目

的 に 反 す る もの で あ っ た。 自己 本 位 の

厚 か ま しい 計 画 だ っ た の で あ る 。

私 た ち は 前世 す な わ ち霊 の状 態 に あ

っ た とき 、 霊 が 自由意 志 を持 っ て い た

こ と 、 ま た 従 順 や 義 の 度 合 に様 々 な 段

階 が あ っ た こ とを知 ら され て い る。 ル

シ フ ェ ル は 御 父 の み こ こ ろ に背 くこ と

で 自 ら の 自由 意 志 を行 使 したが 、 そ の

謀 叛 に 対 して 報 い を受 け な け れ ば な ら

な か っ た 。 そ れ は 今 な お 続 い て お り、

ル シ フ ェ ル に 従 っ た霊 た ち も同様 そ の

報 い を受 け 続 け て い る の で あ る 。 彼 ら

は 肉体 を得 る とい う特 権ｉを拒 絶 され 、

そ れ が た め に の ろ い と失 意 の 日々 を送

っ て き た 。

「黎 明 の 子
、明 け の 明 星 よ 、

あ な た は 天 か ら落 ち て しま っ た 。

あ な た は さ き に心 の う ち に 言 った 、

『わ た しは 天 に の ぼ り
、

わ た しの 王 座 を高 く神 の 星 の上 にお

き 、 ・… ・・

霊 の い た だ き に の ぼ り、

い と高 き者 の よ うに な ろ う』 。

しか しあ な たは 陰 府 に 落 さ れ 、

穴 の 奥 底 に 入 れ られ るｄ （イザ ヤ １４

：１２－ １５）

エ ホバ に 従 っ た霊 た ちは 肉体 を得 る

た め こ の地 球 に 送 られ た と き、決 し て

同 じ能 力 、 同 じ性 質 を備 え て い た の で

は な い。 こ の世 で生 活 す る とい う機 会

と恵 み を与 え られ た霊 も、 忠 実 さの 度

合 は 様 々 で あ っ た。 しか し なが ら、「主

な る彼 ら の神 の 命 じた まわ んす べ て の

こ と を彼 らが為 す や 否 や を見 ん」 た め

に 、 彼 ら は この 地 上 で の 生 活 を 経 験 す

る に 十 分 ふ さわ しい と見 な され た の で

あ る。 神 の 命 じられ た この 戒 め を守 り、

生 命 と救 い の 計 画 に従 う こ とに よ っ て 、

人 は 永 遠 の 生 命 を得 、 天 父 の御 前 に 立

ち 返 る。 そ して 神 か ら よ し と され 、 忠

実 の 報 い を受 け る の で あ る。

先 見 の 明 を持 ち 、 前世 に お け る子 ら

の 状 態 を知 っ て お られ る神 は 、 ル シ フ

ェ ル の 策 略 や 誘 惑 に 負 け る者 が お り、

また 多 くの 者 が 道 を は ず れ る こ と を知

っ て お ら れ た 。 ま た 、 ア ダ ム とイ ブ が
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自らの自由意志 と選びによって禁断の

実を食べ 、そのことによって神の霊の

子 らに肉体を受ける道が開かれること

を、人がこの地上に誕生する前か ら御

存知であった。従って神は、聴い主が

必要であり、また賄い主による罪の腰

いも必要であることを承知 しておられ

たのである。

アダムの答は贈 われる必要があった。

人は自らの罪に対 して罰を受けるが、

アダムの讐に対 して罰を受け ることは

要求 されていない。アダムの子孫にそ

の義務はないのである。アダムは律法

を破 るという不従順の結果替を受けた。

しか しそれは人類があるため、すなわ

ちこの世の生活を送る特権にあずかる

と共に自由意志を行使し、努力を重ね

て自己の救いを遂げることができると

いう大いなる祝福になったのである。

神は御 自分の愛する子がその使命、

すなわち堕落を生 じたアダム とイブの

罪を腰 う責任を引き受けること、それ
ーに救いと昇栄の根本 となる戒めを守 る

ことを条件に、人が自己の犯 した罪に

対して赦 しを得 られるようになること

を望 んでおられた。

イエスが時の絶頂にこの世にお生 ま

れになった とき、イエスを天地の創造

者、救いの源、腰い主 として認めた者

はごくわずかであった。弟子 でさえそ

の使命を完全には理解 していなかった

のである。イエスは人類 を救 うため命

を捨てられること、また御 自分に従 う

すべての者にとって今 も将来 も救い主

となることを教えられた。また墓 より

出でて新 たに生 まれ変わ り、復活体 と

なって現 われると教えられたが、弟子

たちにとってはそれらの意味を理解す

ることは困難であった。

私たちは新約聖書の中の弟子たちや

その他の人々に与えられた話だけに頼

っているのではない。ほかにも記録が

あり証がある。はし．書 きによると、モ

ルモン経は以下の目的で私たちの手に

与えられた。 「イスラエルー家の残 り

の子孫に、その先祖のために主が為 し

た もうた大きな御業をことごとく示 し

て、残 りの子孫が主の誓約 を知 り、か

れらはいつまでも棄て られないと言っ

ことを知 らせ 、またユダヤ人 と異邦人

とにイエスは永遠の神なるキ リス トに

ましまして、万国の民に現われたもう

ことを確信させるためであるむ （モル

モン経、はし書き）

この記録には、救い主が復活した後

ア メ リカ 大 陸 の住 民 に 姿 を現 わ さ れ た

こ とが 記 され て い るが 、 そ の と き、 救

い 主 は 人 々 に 福 音 、す な わ ち生 命 と救

い の 計 画 を、 東 半 球 の 大 陸 で お 説 きに

な っ た と同 様 に教 え られ た 。 モ ル モ ン

経 は ま た 、 イ エ ス の ベ ツ レヘ ム で の 誕

生 と死 の とき の 西 半 球 の状 態 につ い て

述 べ て い る。

イ エ ス は ニ ー フ ァ イ 人 を訪 れ る と、

手 を伸 ば して 群 衆 に次 の よ うに話 しか

け ら れ た 。
「 『見 よ

、 わ れ は イ エ ス ・キ リス ト

な り。予 言 者 らが こ の世 に 来 る と証 を

し た る そ の 者 な り。

わ れ は世 の 光 に し て また 世 の命 な り。

わ れ は御 父 が わ れ に授 け た ま い しか の

苦 き杯 をす で に 飲 み 、世 の 人 の 罪 を わ

が 身 に 引 き受 け て 御 父 の 栄 光 を示 した

り。 世 の 人 の 罪 を わが 身 に 引 き受 くる

こ とに於 て 、 わ れ は最 初 よ りす べ て 御

父 の み こ こ ろ に 従 え り』 とｄ （ＩＩＩニ ー

フ ァ イ １１：１０， １１）

こ の教 会 に は さ ら に 、 御 父 の 生 み た

ま い し独 り子 と そ の使 命 に つ い て 述 べ

た高 価 な る真 珠 とい う聖典 が あ る。 聖

書 か ら、 モ ル モ ン経 か ら 、 ま た 高 価 な

る真 珠 に 記 され て い る よ っに ア ブ ラハ

ム 、 エ ノ ク、 モ ー セ に 与 え られ た 話 か

ら、私 た ち は 救 い主 の 誕 生 と死 、 そ し

て そ の 偉 大 な 使 命 につ い て 知 る こ とが

で き る。 いか に 恵 ま れ て い る こ と で あ

ろ う。

・こ れ ら聖 典 に 記 さ れ て い る と同 じイ

ェ ス 、す な わ ち復 活 した キ リス トは 、

こ の神 権 時 代 に 時 に 臨 ん で 人 に そ の 姿

を現 わ され た 。

さ らに ま た 、 私 た ち は それ らの 顕 示

が 真 実 で あ り完 全 な る福 音 が 回復 され

た こ とが 真 実 で あ る とい う証 を、 聖 霊

の さ さや き と勧 め に よっ て 得 て い る。

なぜ な ら 、私 た ち に は 天 よ り回復 され

た権 能 に よ っ て 聖 霊 の 賜 が 授 け られ て

い る か ら で あ る。 こ の権 能 は 時 の 絶 頂

に お い て そ の権 威 、権 能 を保 持 して い

たペ テ ロ 、ヤ コブ 、 ヨハ ネ に よっ て 回

復 さ れ た 。 こ れ は 確 か で あ り全 く反 駁

の 余 地 は な い 。

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 に あ

っ て 、私 た ち は 生 け る キ リス トを礼 拝

して い る。 そ して 、 キ リス トが 死 よ り

よみ が え り、現 在 復 活 体 を有 して お ら

れ る こ と 、 ま た御 父 と共 に 私 た ち の 擁

護 者 で あ っ て 、 キ・リス トとそ の福 音 に

従 う こ とに よ っ て の み キ リス トと御 父

の み 前 に 立 ち返 る こ とが で き る と い う

ことを知 ってい る。

イエス ・キリス トは私たちの贈い主、

救 い主である。また霊において御父の

生みたまいし子、御父の長子であ り、

肉における独 り子 、私たちの長兄であ

る。キ リス トは神会の第 ２番 目の御方

である。また御父の指示のもとに天 と．

地を創造 された創 り主である。彼はま

た旧約聖書のエホバであ り、ナザレの

イエスである。

キ リス トは道であり、真理であ り、

命である。また世の光であ り、救いの

源であ り、地の基いが置かれる以前に

私たちの罪のために犠牲 として捧げ ら

れるよう選ばれた神の子羊なのであ’る。

最後の時に、すべ ての者は皆そのひざ

を折 りかがめ、ことごとくの舌はイエ

スはキ リス トな りと告 白するに違 いな

い。主はアダムの罪を腰 うため十字架

上の死 を遂げられた。もし私たちが主

を受け入れ、主の下 された戒めを、す

なわち生命 と救いの計画を守 るな らば、

自己の犯 した罪に対 して赦 しを受ける

ことがで きる。主は死 よりよみがえっ

た復活の最初の実であり、 それによっ

て全人類は現世の生涯 を終えた後再び

よみがえり、復活 した状態で生 きるこ

とができるのである。然 り、 「神 はそ

のひとり子 を賜わったほどに、この世

を愛 して下さった。それは御子 を信 じ

る者がひ とりも滅びないで、永遠の命

を得 るためであるｄ （ヨハネ３ ：１６）

人に不死不滅 と永遠の生命 とをもた

らす こと、すなわち父なる神 と御子イ

エス ・キリス トの前に救 いと昇栄 を得

させ るごとは、主の業であり主の栄光

である。 （モーセ １ ：３９参照）
一方、私たちの使命および責任はこ

のメッセージを世 の人に伝えることで

ある。地が創造 される前、救い主は天

上の会議 においてひとつの使命 を託さ

れたが、その使命を遂行 して行 く上で

主を助けることが私たちの業であ り栄

光なのである。

予言者たちが予言 したように、この

神権時代、救い主は力と大いなる栄光

の うちに再 び降臨され、義 と平和の う

ちに １千年を支配し統治されるであろ

う。

私はこれ らのことが真実であること

を証す る。瞭い主は生 きておられ る。

私はこの証を信仰 を持って真心か ら、

私たちの救い主、照 い主であるイエス
・キリストのみ名により証 申し上げる。

アー メン。

・３３３
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末 日聖 徒 で あ れ ば 、 だ れ で も伝 道 し た い とい う気 持 を持

っ て い る と思 い ます 。 特 に若 い神 権 者 は フ ル タ イ ム 宣 教 師

と して 伝 道 に 出 る こ と を 目指 して い る と思 い ます 。私 は 大

学 ２年 生 の と き 、 ふ た りの 宣 教 師 を通 して 福 音 を 聞 き、 こ

の教 会 へ 入 りま した 。 こ の教 会 に 集 っ て い る うち に伝 道 し

た い とい う気 持 は 少 しず つ 大 き くな っ て行 き ま した 。 最 初

学 校 の友 だ ち を教 会 に 連 れ て き ま した 。 で もだ れ も最 後 ま

で 聞 い て くれ ませ ん で し た 。 次 に 宣 教 師 と一 緒 に チ ラ シ配

りを した り、 モ ル モ ン経 を使 って ス ト リー ト ・コ ン タ ク ト

を した りし ま した 。 何 度 も断 わ られ た 後 、 初 め て モ ル モ ン

経 を売 っ て ２５０円 を も ら っ た と き、自分 が も うか る の で もな

い の に とて も うれ しか っ た こ とを覚 え て い ます 。 それ か ら

伝 道 が 楽 しみ に な りま した 。 で も、一 方 つ らさ も少 しず つ

経 験 しま した 。

私 は 次 第 に フ ル タ イム 宣 教 師 と して 伝 道 に 出 た い と思 う

よ うに な りま した 。 で も、 そ の た め に は 、 もっ と強 い確 信

が 必要 で し た 。 「お 前 は 伝 道 に 出 な さ い」 とい う神 様 の 声

を聞 き さ えす れ ば 、 私 は き っ と伝 道 に 出 る だ ろ う と考 え て

い ま した 。 日曜 日、 だ れ も い な くな っ た礼 拝 堂 で ひ ざ まず

い て 祈 りま した 。 で もい くら祈 っ て も答 え は あ りませ ん で

した 。 私 は ど う して 答 え が な い の か考 え に考 えた 末 、 も っ

と神 様 に 近 づ い て 祈 っ た ら い い の で は な い か と思 い ま し た。

礼 拝 堂 よ り も、 その 上 の 屋 根 で祈 っ た方 が 、 も っ と近 づ け

る と思 い 、 次 の 日曜 日、 夜 に な っ て か ら教 会 の 屋 根 の 上 に

の ぼ っ て 、 そ こ で ひ ざ まず い て祈 りま した 。 モル モ ン経 に

イ ノ ス は一 日中 祈 っ た と あ り ま した か ら、 私 も一 晩 中祈 ろ

う と思 っ て い ま した 。 で も 、 い くら た っ て も声 は 聞 え て こ

な い し、 ひ ざ は 痛 くな り、 手 は冷 た くな って きた の で 、 健

康 の た め にや め ま し た。

結 局 、私 は 聖 典 に 書 か れ て あ る言 葉 を信 頼 して伝 道 に 出

る決 心 を し ま し た 。 教 義 と聖 約 １５章 、 １６章 の ６節 に 「さて

見 よ 、 わ れ 汝 に告 ぐ、 す な わ ち 汝 に と りて 最 も価 値 あ る

こ とは 、 汝 今 の 代 の 人 々 に悔 改 め を宣 べ て 人 々 をわ れ に導

き 、以 て 彼 ら と共 に 父 の 御 国 に 休 ま ん こ とな り」 とあ り ま
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も

す 。 主 は 私 た ち に 何 が 最 も価 値 が あ る の か 教 え て い ます 。

主 の み こ こ ろ は は っ き り し て い ま した 。私 は 主 の価 値観 に

従 っ て 最 も価 値 あ る こ とか ら順 番 に した い と思 い ま し た。

私 は大 学 ３年 生 に な っ て い ま した が 、 ３年 が 終 わ っ た ら学

校 を ２年 間 休 ん で 伝 道 に 出 よ う と決 心 し ま した。

私 は 伝 道 に 出 る と き、 こ の 「決 心 」 とい うこ とが 一 番 大

切 だ と思 い ま す 。 私 た ちが 望 み も し な い の に 主 が 私 た ち を

召 さ れ る こ とは な いか らで す 。 まず 私 た ち が 自分 自身 で決

心 しな け れ ば な りませ ん 。 主 は 「され ば 汝 ら も し神 に 仕 え

ん と望 む な らば 、 汝 ら神 の 業 に 召 さ る る な り」 と言 って お

られ ます 。 私 が い く ら祈 っ て も答 えが 得 られ なか っ た の は

私 が 自分 で まだ 決 心 して い な か っ たか らで す 。 伝 道 に 出 る

よ うに 決 心 して か ら、 私 の 心 は 平 安 に な りま した 。 私 は こ

の 平 安 が 聖 霊 の 力 に よ っ て もた ら され た こ とを知 っ て い ま

す 。

私 は家 族 に こ の決 心 を伝 え ま し た。 伝 道 に 出 た い こ とは

そ れ ま で 家 に 帰 る た び に 話 して い ま した が 、私 は そ れ で も

便 せ ん に １０枚 か ２０枚 書 か な け れ ば 理 解 して も らえ な い と思

って い ま した 。 お祈 りを して 手 紙 を書 き始 め ま した 。 １枚

書 き終 わ っ た と き、 私 は も う それ で十 分 だ とい う確 信 を得

ま し た 。や は り思 った 通 り 家 族 は よ く理 解 して くれ ま した 。

次 に学 校 の 許 可 を も ら うた め 、学 科 主 任 の 教 授 に 話 す こ

とに し ま し た。 私 の 通 っ て い る大 学 は 、工 業 関 係 の 学 校

で キ・リス ト教 とは 全 く関係 の な い学 校 で し た 。 何 を ど う話

した らい い もの か わ か らず に 学 校 へ 行 き 、そ こ で 「み た ま」

の助 け が あ る よ う に， ま た 教 授 の心 を和 ら げ て くだ さ る よ

うに祈 りま した 。 そ して教 授 の 部 屋 に 行 き 、用 件 を話 し ま

した 。教 授 は伝 道 す る こ とに は賛 成 だ が 、今 学 業 を 中途 に ．

して行 くこ とに は 反 対 だ と言 い ま した 。 こ の と き 、教 会 の

伝 道 活 動 につ い て よ く話 し ま した 。 が 、 キ リス ト教 に無 関

心 な 教 授 た ち が 多 いか ら休 学 す る こ とは む ず か し い とい う

こ と で し た 。 とに か く休 学 で き るか を教 授 会 で 聞 い て くだ

さい とお 願 い して 帰 りま し た 。 で も案 の定 だ め で した 。 教

授 に 、 ど う した ら い い か 相 談 し ま した 。 ひ とつ の方 法 とし

て退 学 につ い て も話 し ま した 。 両 親 も教 授 も そ れ に つ いて

は 反 対 で した 。 で も最 後 に い い 方 法 を教 えて くれ ま し た。

そ れ は ２年 間 、行 方不 明 に な る こ とで した 。 そ うす れ ば 学

校 の 方 も私 に 連 絡 が とれ な い か ら 、処 分 す る こ と もで きな

い とい う こ とです 。 そ して ２年 た っ た ら私 が ひ ょ っ こ り現

わ れ る。 万 一 の場 合 退 学 に な ら な い よ うに 授 業 料 だ け は払

わ な け れ ば い け ませ ん で した 。大 学 の 事 務 室 に行 って ２年

分 払 い た い と言 い ま した が 、 あ と １年 で 卒 業 の 私 が ２年 分

の 授 業 料 を払 う とい うの で 変 な顔 を して い ま した 。

しば ら く して伝 道 の 召 しが き ま した 。 お別 れ の あ い さつ

に教 授 の 部 屋 に行 っ た と き、 本 棚 か ら １冊 の 本 を とっ て プ

レゼ ン トし て くれ ま した 。 そ して 私 に だ け は 連 絡 を ど る よ

うに と い う こ とで し た の で 、手 紙 を書 くこ と を約 束 し ま し

た 。
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教 授 との何 度 か の話 合 いの 間 、 私 は不 思 議 な こ とに 気 付

い て い ま した 。 そ れ は 、 伝 道 な ん か に 出 て も らっ て は 規 則

に ふ れ る とか 、 学 校 が 困 る とい う よ うな こ とは一 言 も言 わ

れ な か っ た こ とで す 。 教 授 が 私 に 何 度 も尋 ね た こ とは 「君

は 本 当 に 伝 道 に 出 た い のか ？」 とい う こ とで した 。 そ して

これ は私 の 両 親 が 私 に尋 ね た こ と と全 く同 じで し た 。私 は

両 親 に伝 道 資 金 の 援 助 を お 願 い し ま し たが 、 お 金 が ど フ こ

う と言 う こ とは一 言 も言 わ な い で 、 私 が 本 当 に 伝 道 に 出 た

い の か と い う こ とを聞 き ま し た。

自分 だ けが 決 心 し た か らそ れ で い い とい う もの で は あ り

ませ ん 。 私 た ちに は家 族 が あ り、 学 校 が あ り、 ま た 会 社 が

あ り ます 。 私 た ち は よ く話 さ な け れ ば 、 い け ませ ん 。 そ の

と き、 聖 典 に 言 わ れ て い る 「説 服 と堅 忍 と柔 和 と温 情 と偽

らざ る愛 が 」 本 当 に大 切 で す 。 そ して これ らは 伝 道 す る と

きに も、 福 音 を教 え 、 また 戒 め を教 え る と きに も 、 とて も

大 切 で す 。

私 は伝 道 に最 も力 を 入 れ て い る こ の 末 日聖 徒 イエ ス ・キ

リス ト教 会 が 大 好 き です 。 この 教 会 は 真 実 で す 。 そ して こ

の 福 音 は 本 当 に 人 々 を幸 福 に して い ます 。 イエ ス が キ リス

トで あ る こ と、私 た ち の救 い 主 で あ る こ とを証 し ます 。 そ

して 主 は私 た ち に伝 道 す る よ うに 命 じ られ ま した 。

イ エ ス ・キ・リス トの み 名 を 通 し てお 話 し しま した 。 ア ー

メ ン 。

好 きな ウィスキー

との別 れ

堺支部

神野普司

この教会に入る前、私は大変な酒好きで、毎晩ウイスキ

ー を飲んでいました。また日曜 日はいつ もゴルフに行って

いました。そんな生活をしていた私の家に宣教師が訪れた

のは、一昨年の１１月の末頃でした。最初の訪問 を受けた と

きは私が不在で したので、妻か ら外人がふた り来ていた と

いうことだけ聞きました。それから何回か彼らは訪問して

来 ましたが、私はいつ も不在でした。 しか し妻に私が家に

いそうな日を聞いて帰ったそうです。

そして１２月の初め頃、私が夜帰ってウイスキーを楽 しん

でいるとき、べせが鳴 りました。妻が出て行 くと 「御主人

様はいらっしゃいますか」 とい う外人の 日本語が聞こえて

きま した 。 私 が 出 て行 く と 「大 変 す ば ら し い映 画 を お 見 せ

した いの です が 、 ５分 間 だ け よ ろ しい で す か 」 と彼 らは 言

っ た の で 、 ５分 な ら よ ろ しい とい って 部 屋 に 入 っ て も ら い

ま し た。 ひ と りは 背 が 高 く、ベ ネ ッ ト長 老 と言 い ま し た 。

も うひ と りは 背 が 低 くて ヘ ス ロ ッ プ長 老 と い い ま した 。 大

変 愛 想 の 良 い 顔 を して 握 手 を し、 子 供 た ち に も愛 き ょ うを

ふ りま い て い ま した 。 そ して 見 せ て くれ た 映 画 は 「モル モ

ン とは 」 とい う もの で し た 。 そ し て帰 る と きに 、 も っ と詳

し く説 明 した い の で ま た 来 た い が 何 日が よ いか と質 問 し、

木 曜 日を約 束 して 帰 りま した 。

そ れ か ら と い う もの は週 に ２回ず つ 来 て は レ ッス ン を行

な い ま した 。 彼 ら以 外 の 宣 教 師 も来 ま した 。 私 は聖 書 を １

冊 だ け 持 っ て い ま した の で 、 そ れ を持 っ て 熱 心 に レ ッ ス ン

を受 け 、 ま た 多 くの質 問 を し ま し た，。 彼 らの 言 う神 様 とい

うの は 私 た ち が 以 前 に 考 え て い た よ うな抽 象 的 な もの で は

な く、 実 に具 体 的 な もの で あ っ た の で驚 き ま し たが 、 ま た

実 に よ く理 解 で き ま した 。 私 は 以 前 か ら何 か 素 晴 ら しい 信

仰 の よ うな もの を求 め て い た の で す が 、何 も見 つ か り ませ

ん で した 。 しか し宣 教 師 の 話 を聞 い て い る う ちに 、 これ は

本 物 だ 、 こ れ が 信 仰 だ 、 と確 信 し ま し た。

しか し レ ッス ンが 進 む に し た が っ て 大 変 な チ ャ レ ン ジ が

出 て き ま した 。知 恵 の 言葉 です 。私 が 人生 の最 愛 の 友 と し

て い た ウ ィ ス キー 君 と別 れ なけ れ ば な ら な い こ とに な り ま

した 。 ま た安 息 日 を寺 れ ば ゴル フ が で き な くな るの です 。

結 局 私 が この 世 で つ か ん だ 小 さ な 幸せ を全 部 捨 て る こ とに

な り ます 。 こ れ に は 弱 り ま し た。

しか し宣 教 師 た ちの 家 族 に つ い て証 を聞 く と き、 何 と幸

せ な家 族 な ん だ ろ う。 私 た ち も で き れ ば あ ん な幸 せ な 家 庭

を作 りた い と い う気持 が 強 く働 き ま した 。 私 た ち 日本 人 は

手 を合 わせ て 拝 む こ とは あ り ます が 、 彼 らの す る よ う な お

祈 りの 習慣 は あ り ませ ん 。 しか し何 とか し よ う と思 い、 食

堂 の 壁 に紙 を貼 っ て① 天 の お 父 さ ま② 感 謝 す る こ と③ お 願

い④ イエ ス様 の 名 に よ り⑤ アー メ ン と書 き食 事 の と き家 族

が順 番 に そ の 紙 を見 な が ら祈 る こ と を練 習 し ま した 。 そ う

して い る うち に ク リス マ ス が 近 づ き ま した 。

１２月 ２４日夜 、テ レ ビ で 「王 の 王 」 と い う映 画 を見 た と き 、

感 動 して 涙 が 出 ま し た 。 そ して 酒 をや め る こ と を宣 言 し ま

した 。 す る と飲 まず に い る こ とが で き る よ うに な り ま した 。

しか し時 々 思 い 出 し ます の で 、 そ の と き は必 死 に な っ て聖

典 を読 み ま し た 。 そ うす る と気 持 が 落 着 き ま した 。 宣 教 師

に 酒 をや め た と言 い ま した 。 そ こ で 彼 らは 今 週 の ２９日にバ

プ テ ス マ を受 け る こ とが で き ます か と尋 ね た の で 「は い」

と答 え ま した 。 １９７３年 王２月２９日は 私 た ちの 家 族 の 思 い 出 の

日 とな り ま し た。

この 教 会 は 神 様 の 教 会 で あ る こ と を証 し ます 。 宣 教 師 は

神 様 の 使 い で あ り、神 様 は私 た ち を愛 しで い ら っ し ゃい ま

す こ とを証 し ます 。 す べ て をイ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ

り。 ア ー メ ン 。
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「天の窓」 の

恵み は沖縄 にも

川崎支部

謝花良康

そ の 日、私 は きらめ く夜 空 を見 上 げ なが ら那 覇空 港 に下

立 っ た 。 空 港 で は 長 嶺 地 方 部 長 が 迎 え て 下 さ っ た 。 「天 の

窓 」 の 映 画 や そ の 他 の 資 料 の 入 っ た ボ ス トンバ ッ グ を車 に

積 み 込 み １那 覇 支 部 に 向 か っ た 。 私 が ５ ヵ 月ぶ りに 再 び 沖

縄 を訪 問 す る よ うに な っ た動 機 は 去 る ４月 に 行 な わ れ た地

域 総 大 会 準 備 委 員 会 で あ る。 北 は北 海 道 か ら南 は 九 州 まで

の 大 会 関 係 役 員代 表 が 参 加 し 、 ま た教 会 本 部 か らは 、 オ ー

デ ィ オ 関 係 の エ バ ン ズ長 老 と ラブ レ ス長 老 そ して 十 二 使 徒

，評 議 貝 会 補 助 の フ ァ イア ン ズ長 老 お よ び 小 松 長 老 が 出席 さ

れ た 。 各 担 当 の 準 備 委 員 の 説 明 お よび 質 疑 応 答 の 後
、 幹 部

が 話 され 最 後 に フ ァ イ ア ン ズ長 老 が 話 さ れ た
。 そ の と き私

はす ば ら しい気 持 に な っ た 。 「… … そ れ と同 じ よ うに神 の

思 い も、 神 の 御 霊 以 外 に は 、知 る もの は な い。 と こ ろ が 私

た ちが 受 け た の は こ の世 の 霊 で は な く、 神 か ら の霊 で あ る 。

そ れ に よ っ て 神 か ら賜 わ っ た 恵 み を悟 る た め で あ る 」 （１

コ リン ト２ ：１１、 １２） とパ ウ ロ も書 いて い る よ う．に 、私 は

こ の 集 会 が 本 当 に 神 の み た ま に満 た ざれ て い る こ と を感 じ

た。 そ して ふ と沖 縄 の 兄 弟 姉 妹 た ち の こ とが 頭 に 浮 ん だ
。

「そ うだ
、 せ っか く多額 の 金 と時 間 を費 して 参 加 す る の だ

か ら あふ れ るほ ど の 恵 み と、霊 の糧 を受 け 入 れ る心 の 準 備

が で き る ホ うに 手 伝 っ て あ げ よ う」 と決 心 し
、時 を移 さず

日航 に 便 を予 約 し た 。・

さて 、 こ こ で ふ た つ の 問 題 が 生 じた 、 ひ とつ は お 金 の 問

題 、 そ して 休 暇 の 問 題 だ 。 ５月 の 連 休 を選 ん だ が 予 約 が 遅

い の で 、 ５ 月 ２ 日に 発 っ て ６ 日に 帰 る便 しか な い
。 ２ 日間

の休 暇 が 必 要 だ 。 病 気 で 長 く休 ん だ の で休 暇 は 大 会 用 に 取

っ て あ る ２ 日だ け だ 。 お 祈 り して そ の 方 法 を神 様 に 問 う た。

か な え られ た。 普 段 だ と公休 日に は 完 全 に 休 み だ が
、 ど う

して も ４ 月２９日 （公 休 日） で な い とだ め だ とい う商 談 が持

ち上 っ て きた 。 私 は 早 速 「ぼ くが 出杜 し ます 」 と 申 し出 て

受 け 入 れ られ た 。 そ して ５月 の ２ 日を代 休 に あ て た
。 ５月

６ 日の 件 は沖 縄 の 航 空 会 社 に 勤 め る姉 妹 の 計 ら い で ５ 月 ５

日の Ｖ ＩＰ の便 が 取 れ た 。

次 は お 金 の 問 題 だ 。 「… … も し も世 の 人 々 が 神 の 命 令 を

守 る な らば 、 神 は ま こ とに こ れ を養 い これ を強 く し、 ま た

人 に 命 じた も う こ と をな し遂 げ る こ とが で き る 方法 を与 え

た も う。 」 （１ニ ー フ ァ イ１７：３） 航 空券 購 入 日 まで あ
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と ２ 日 しか な い 、 そ の ロに 郵 便 受 け の 中 に 社 会 保 険事 務 所

か らの 手 紙 が 入 っ て い た 。 封 を切 っ て読 む と、 「青 葉 台 郵

便 局 に ６万 ２千 円 振 り込 み ま した の で こ の 証 書 を提 出 して

受 け 取 っ て下 さ い。 」 と書 か れ て い た 。 そ れ は先 月生 ま れ

た ２ 番 目 の子 供 の 分 娩 費 だ っ た 。 私 と姉 妹 は 心 か ら神 様 に

感 謝 を捧 げ た 。 往 復 に 必 要 な 金 額 は ５万 ３千 円 な の で 滞 在

費 も割 り出せ た 。 そ れ か らは フ ィル ム の予 約 、資 料 集 め な

どに 時 間 を 費や し た。 当 日、姉 妹 と子 供 た ち を祝 福 し、 ５

時 ３０分 の 日航 機 で 沖 縄 に 向 け 飛 び 立 っ た次 第 で あ る。 さて

その 日は 地 方 部 長 会 と集 会 を開 き 、一 生 懸 命大 会 の Ｐ Ｒ を

し、 証 を し、 ま た 質 問 に 答 え た 。 しか し大 会 へ の 関 心 が 薄

い こ とに は シ ョ ッ ク を受 け た
。 そ の 理 由 と して 地 方 部 長 は

資 料 に 乏 しい上 に 、本 部 か ら は 海 を隔 て て 離 れ で い る の で

大 会 本 来 の 目 的 が 十 分 に伝 わ らな くて 単 な るユ ー ス コ ン フ

ァ レ ン ス と同 様 に 考 え て い る とい うこ とだ っ た 。 私 が 案 じ

て い た通 りだ っ た 。 しか し集 会 後 は少 な く と も地 方 部 長 会

に そ の 意 義 を伝 え る こ とが で きた と思 ろ た 。

さて 「天 の 窓 」 の 映 画 を上 映 す るに は５０分 用 の リー ル が

必 要 で あ るが 、地 方 部 に は 置 い て な か っ た の で 早 速 、購 入

す る よ うに お 願 い した。 地 方 部 長 は 土 曜 日の午 前 中 あ ち こ

ち と リー ル を捜 しに奔 走 した が 、連 休 の た め 閉 ま っ て い る

店 が 多 く、 ま た５０分 用 の リー ル は 扱 っ て い な い とい うの で

代 案 を考 え る ほ か に方 法 は な い と言 う。 代 案 とは 「４０分 用

に ボ ー ル 紙 で フ ィル ム 受 け を付 け る」 とい う こ とだ っ た が

こ の フ ィル ム の 大切 さ を訴 え、 や め て も ら っ充 。 そ こ で私

は 電 話 帳 を貸 して も ら い 、 主 の 助 け を乞 う祈 り を し てか ら

頁 をめ くる と 「沖 縄 映 電 」 が 目に 入 っ た 。 早 速 電 話 を入 れ

た 。 「も し も し 、私 は 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の も

の で す が 、実 は … … 」 と用 件 を伝 え る と、 「あ い に くで す

が ・今 日は 休 み なん です 。 それ に私 は 全 然 知 らな い ん で す
。

持 場 が 違 う もの で … … 、 火 曜 日だ と係 の 者 が 出 て 来 ます か

らそ の 日にい らして下 さい」 とい う返 事 。 あ き らめ ずに 「実

は 、 明 日、特 別 な集 会 を催 す の で ど う して も要 る ん で す 」

と詳 し く説 明 す る と、 「それ で は 一 応 い ら して み て下 さ い
。

調 べ て み ます 。 」 地 方 部 長 と私 は す ぐ車 を飛 ば し た。 中年

の太 っ た 店 主 は あ ち こ ち掻 き 回 して捜 して くれ た が ５０分 用

リー ル は ど こに も見 当 ら な い 。 「や は りな い よ うで す ね 。

す み ませ ん ね … … あ ッ、 チ ョ ッ ト待 っ て下 さ い。 」 と言 っ

て 、 自分 が 現 在 使 用 して い る リー ル を プ ロ ジ ェ ク ター か ら

取 りは ず し 「こ れ で も よか っ た ら、』ど う ぞ 、お 貸 し し ます 」

私 た ち は 本 当 に主 と その 店 主 に 感 謝 した 。 火 曜 日 ま で に は

戻 す 約 束 を し て そ の 店 を 後 に した 。

地 域 総 大 会 の た め の 特 別 集 会 は 日曜 日の ６時 か ら ７時 半

まで の 問 行 な わ れ る 。 事 前 に 、 支 部 長 会 、 地 方 部 長 会 と会

合 を持 っ て 説 明 した の で 、 そ の 日は 聖 餐 会 か ら次 第 に 雰 囲

気 が 盛 り上 が っ て 来 た の が 感 じ られ た 。 聖 餐 会 終 了 後 、 こ

の 特 別 集 会 の た め の 祈 り会 を 持 ち 、集 会 の 上 に 主 の ”み た

ま” が あ る よ うに と主 の御 前 に ぬ か ず いた 。 地 方 部 長 の 司
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１

・

き

会の もとに讃美歌の８３番を歌って開会 し、最初に地方部長

が証をされた。それから私に証 と大会の説明 をするように

言われた。演壇に立って見回す と１２年前の会員たちの顔は

数えるほどしかなかったが、それでも３つの支部か ら約１５０

人位の人がこの集会のために集って来ていた。本当に降 り

て行って一人一人と握手 したい気持にかられた。すばらし

い光景だ。真理 を求めてや まない人々の集 まりは本当に美

しいものだと思 った。私の声にも思わず力が入った。

彼 らの霊性に圧倒 されそうだ。地域総大会が 日本の会員

たちにとってどんなにすばらしい祝福 であり、意義深いも

のであるか、全身全霊で訴えた。 「天の窓」の映画が上映

されたとき再びすば らしい光景を目に した。会場のあちこ

ちか らすす り泣きが聞え、多くの人々がハ ンカチを目に当

てていた。その時私はなぜ これほどまでに感動するのだろ

うと不思議に思った。他の場所で上映された ときはこれほ

ど感激していた人は少なかったのに、その理由がわかった。

地方部長がこう証をされたのである。 「皆 さん数年前、こ

の沖縄で起こったことを覚えていらっしゃいますか司

私は数年前の聖徒の道に載っていた証 を思い出した。そ

の頃沖縄は旱ばつにみまわれ連 日断水続 きだった。会員た

ちは しば しば断食をし主に願い求めた。主は彼らの祈 りを

聞かれ沖縄の地に雨 を恵まれた。この とき私は本当に来て

よかった、この 「天の窓」はまさに沖縄の人々のために製

作 されたような ものだと思った。そして、あの時の感動を、

感謝の気持 を、決意 を再び思い起こさせ るために、主が私

をこの沖縄の地にお遣わ し下 さったと強 く確信 した。来て

よかった。私は もうあふれる涙をおさえることが出来きず

閉会の歌 も声にならなかった。主への感謝の気持で一杯に

なつた私は主の御前にひざまずかずにはいられな くな り、 ’

閉会の祈 りのとき、地方部長 と共にひざまずいて主に感謝

を捧げた。沖縄の人々に証 を得 させるために来却本人が強

い証を得 ることになった。主は弟子たちにこのように約束

してお られる。 「ふた り、または三人がわたしの名によっ

て集まっている所には、わたしもその中にいるのであるｄ

（マタイ１８：２０）

私はこのことが真実であることを皆 さんの前に証します。
ノ

また 「… … 主 は世 の 人 々 を救 う ため に い ろ い ろ な 方 法 を用

い た も う こ とが 明 らか で あ るｄ （ア ル マ ２４：２９） と言 っ た

ア ル マ の 言 葉 が 真 実 で あ る こ とが わか る。 こ こ に あ る姉 妹

か ら い た だ い た一 通 の 手 紙 を紹 介 した い と思 う，。

「信 頼 す る謝 花 兄 弟 へ
、沖 縄 の 地 に 霊 的 な糧 を 、 ま た主

の 前 に 強 く歩 む 勇 気 を運 ん で 下 さ り心 か ら喜 ん で い ます 。

兄 弟 の証 が ど れ ほ ど沖 縄 の 兄 弟姉 妹 に 勇 気 を与 え て くれ た

か 、私 は知 る こ とが で き ます 。 そ の場 に い た求 道 者 の 姉 妹

二 人 は地 域 総 大 会 に は 、教 会 員 と して 参 加 した い とが ん ば

っ て い ます 。 … … 以 下 略 （原 文 の ま ま ）… … 糸 満 つ や 子 」

こ の教 会 が 真 実 の イエ ス ・キ リス トの 教 会 で あ る こ と を

イエ ス ・キ リス 鳶の 御 名 に よ り証 し ます 。 アー メ ン。

『神 は民 が ど こ に居 っ て も

心 に か け … … 』．

（アルマ２６：３７）

小松支部

西出妙子

「総 大 会 に 出席 で き る よ う備 えて 下 さ い
。 」 渡 辺 長 老 か

らそ う言 わ れ た と き、 ドキ ッ と し ま した 。 リュー マ チ で 何

年 もの 間 、 ど こへ も出 か け た こ とが な い の に 、．ど う して 東

京 ま で行 け よ うか 、 と て も不 可 能 な こ とだ と心 で 否 定 し て

い ま した 。

渡 辺 長 老 や 尾 崎 長 老 は総 大 会 に 備 え て 祝 福 を施 して 下 さ

り以 前 よ り元 気 に な りま した 。 しか し’、 ま だ 、総 大 会 に 出

席 した い 、 で も とて も体 力 的 に 無 理 だ とい う心 の迷 いが あ

りま した 。 そ して も うひ とつ 、 や せ 細 っ た手 足や ぶ ざ ま な

格 好 を人 に 見 られ た くな い と い う気 持 と 「汝 、神 よ り も人

をお そ れ し は悪 し き こ とな り」 とい う戒 め の 言葉 とが 心 の

中 で 葛 藤 して い ま し た 。 と こ ろが ４月 ２４日、 中 村 兄 弟 か ら

「ど う して で も総 大 会 に 出 席 す る よ うに 」とい う電 話 が あ り

ま した 。そ の 電 話 を受 け た と き 、み た まが 「総 大 会 に 出席 す

る前 に 地 方 部 大会 に 出 席 して 備 え な け れ ば い け な い 」 と私

の霊 を強 く促 し ま し た 。 金 沢 で の地 方 部 大 会 まで あ と ３ 日

で した 。 私 は す ぐに地 方 部 大 会 に 出 席 す る こ と を決 心 し、

天 の御 父 様 に助 け を求 め て 一 心 に祈 りま した 。

地 方 部 大 会 に 出 席 す る の は１０数 年 ぶ りで した 。 大 杉 兄 弟

が 自動 車 で の 送 り迎 え を快 くひ き受 け て くれ ま し た。

い よ い よ ４月２７日、 「す べ て は善 し」 で した 。 地 方 部 大

会 、 聖 餐 会 、 セ ミナ り一 大 会 、す べ て が 素 晴 ら し く、 み た

まに 満 ち た大 会 で し た 。 心 の 平 安 や 喜 び をほ の ぼ の と感 じ

ま した 。 まる で 夢 心 地 の よ うな一 日で あ り、 ほ ん と うに 素

晴 ら し い安 息 日で し た 。 帰 りの 自動 車 の 窓 か ら 、美 しい 夕

日 を眺 め なが らそ の 日一 日を ふ り返 り、地 球 に ３７億 もの 人

々 が い る の に 、 私 の よ う な もの さ え天 の御 父様 は心 に か け

て下 さ る こ とに 驚 嘆 し、 天 の 御 父 様 の 愛 を深 く感 じ ま した 。

ほ ん と うに天 の 御 父様 の 愛 や 兄 弟 姉 妹 、宣 教 師 の暖 か い 励

ま しや 親 切 を心 か ら感 謝 して い ます 。

この 経 験 を通 し て天 の 御 父様 が 助 け て下 さ るか ら総 大 会

に は 必 ず 行 け る 、必 ず 行 こ う、生 け る予 言 者 ス ペ ン サ ー ・

Ｗ ・キ ン ボー ル 大 管 長 の お 話 が 聞 け る 、 とい う確 信 と希 望

が 胸 に 満 ち ま し た 。 「さ て 、私 の 兄 弟 ら よ、 神 は 民 が ど こ

に居 っ て も これ を心 に か け 、 これ を数 え 、 自身 の心 に 満 ち

て い る慈 悲 深 い恩 恵 を全 世 界 に 及 ぼ した も う。 こ れ が 私 の

喜 び で あ り、 ま た私 が 非 常 に 感 謝 す る と こ ろで あ る 。 私 は

と こ し え に私 の 神 に 感 謝 を捧 げ よ う。 アー メ ンｄ （ア ル マ

２６：３７）．

これ らす べ て を主 イ エ ス様 の御 名 に よっ て お 話 し致 し ま

した 。 アー メ ン。
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